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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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ふたりのプロローグ







『あなたは、ハーレムエロゲの主人公となりました』




　三年生の始業式を翌日に控えた夜十一時すぎ。

　十八歳になったその瞬間に、鶴つる見みアユムはその『宣告』を聞いた。

　すでにベッドに入っていたアユムだが、眠気など吹っ飛んだ。

　宣告は一度しかなされない、と聞いたことがある。

　聞き逃すわけにはいかない。




『ハーレムエロゲの主人公となったあなたは、十八歳になったいまから、卒業式を迎えるまでの一年間に、何人かのヒロインと出会います』




「おお……っ」

　思わず声が出る。

　これまで恋愛になど、まるで縁のない学生生活だった。

　だが、この宣告──《役振りロールキヤスト》と呼ばれる現象によって起こるとされたことは絶対に起こる。

　つまり、これから一年間、アユムはヒロインたちと出会うことになる。

　ハーレムエロゲの主人公のように！




『ハーレムエロゲの主人公としてのあなたの《クリア条件》は、そのなかの一人との関係を深め、そのヒロインのルートに入り、Ｈシーンを経てエンディングを迎えることです』




「ひょおぉ！」

　思わず変な声が出る。

　これまで（現実の）エロいことになど、まるで縁のない以下略。

　だが、《役振り》をされた人間が、その宣告に従って行動することは、全国的にも、世界的にも奨しよう励れいされている。

　なぜなら、《役振り》の条件をクリアした者は全員、それ以降の人生がうまくいっているからだ。

　たどる道は人それぞれだが、皆、夢が叶かなったとか、金持ちになったとか、幸せな家庭を築けたとか、そんなふうに言うのだ。

　さらに彼らの人生は周囲をも幸福にし、それは結果的に社会に好影響を与える。

　だから、《役振り》された人間は、堂々と条件クリアを目指していい。つまり、アユムはこれから一年間、出会ったヒロインとエロいことをする努力を、堂々とすることができるのだ。




「ハーレムエロゲの主人公のように！」




　思わずベッドの上に立ち上がって、拳こぶしを突き上げ宣言する。

　ニヤニヤが止まらない。

　鶴つる見みアユムの人生は、残り一年の学園生活は、




「薔ば薇ら色いろの予感！」





　　　　　　　　　☆






『あなたは、ハーレムラノベのヒロインとなりました』




　鶴つる見みアユムに『宣告』が行われたのとほぼ同時刻。

　白しら藤ふじ都みやこはその宣告を聞いた。

　これから寝ようとしていた彼女は、ベッドに腰を下ろしながら、耳を傾ける。

　宣告は一度しかなされないはずなので、聞き逃すわけにはいかない。




『ハーレムラノベのヒロインとなったあなたは、卒業式を迎えるまでの一年間、主人公である男の子と過ごすことになります』




「男の子……」

　思わずつぶやく。

　これまで恋愛になど、まるで縁のない人生だった。

　だが、この宣告で起こるとされたことは絶対に起こる。

　つまり、これから一年間、都はヒロインとして男の子と接することになる。

　想像もつかないけれど。




『主人公である男の子の名は鶴見アユム。明日からクラスメイトとなる、同学年の生徒です。彼とともに、あなたがなすべきことは──』




　宣告の声を注意深く聞きながら、都は考える。

　相手のアユムという少年はどんな少年だろうか。

　自分は、ヒロインの役などというものを上手にこなすことができるだろうか。

　そしてなにより──。

　都は。

　宣告を全すべて聞き終えると、自分のなかにはっきりと疑問を定着させるかのように、声に出して言った。




「ハーレムラノベって、なにかしら……？」





　　　　　　　　　☆






　エロゲの主人公。

　ラノベのヒロイン。

　出会うはずのない二人が出会い、間違いだらけの主人公ライフが始まる──。





第１話　「私があなたのヒロインよ」







　──朝起きたオレは、ベッドから降りてあくびを一つ。眠い目をこすりながらパジャマを脱ぎ、壁にかかっていた制服に着替える。カバンの中身を確認してからそれを持ち、部屋を出て階段を降りる。両親はすでに仕事に出かけたようだ。ご苦労さま。妹が、オレの誕生日ケーキの残りを冷蔵庫から盗もうとしていたのでそれを奪うばって食い、朝食代わり。ブーブーふくれる妹を無視して家を出た。──




　エロゲの冒頭風にすると、こんな感じでオレの毎日は始まる。

　なんの変へん哲てつもない、平凡な地方都市の学生の一日だ。

　電車に乗って、最も寄より駅へ移動。

　改札を出て、サラリーマンや他の生徒たちの流れに乗り駅の外へ。

　そのまま道をまっすぐ進めば、我らが学まなび舎や、桜さくらノ丘おか高校が見えてくる。

　いま考えると、桜ノ丘って、いかにもエロゲの舞台にありそうな名前だな。

　ごく普通の公立高校だけど。

「ひぃ……ひぃ……間に合ったか」

　オレがてくてく歩いてると、ちょっと駆け足で追いかけてくるヤツが一人。

「よお、どうした？」

「いやー、ギリギリセーフ！　電車が止まりやがってな。もう駄目かと思った」

　んな大おお袈げ裟さな。

　どうせ、オレを見かけて数メートルだけ全力疾走してみただけだろ。

　こいつは馬ば場ば左さ亮すけ。

　中学のときに知り合って、以来ずっとつるんでる、まあ腐くされ縁ってやつだ。

「オレのほうはなんともなかったけどな。人身事故でもあったか？」

　左亮の家は、電車の路線は同じだが、方向は正反対だ。

「人身事故、とは言わねえよあれは」

　左亮は、ぶるりと身体からだを震ふるわせる。

「途中の駅で、宣伝用のデジタルサイネージから黒髪の女が這はい出してきた」

「マジか」

「マジマジ。もうそこらじゅう。ビルの壁のでっかいやつからも。くる～きっとくる～どころじゃねえよ。もう来てるよ！　みたいな。ひでえ騒ぎだったぜ」

　左亮は歌詞のところだけ律りち儀ぎに裏声で歌ってみせる。

　ちなみにそれ、間違ってるらしいよ。

「そいつが線路上に群がっちゃって電車が止まってな」

「朝から見たくねえ光景だな……」

「写メ見るか？」

「呪のろわれるわ！」

　なんでそんなの撮ってんだよ……。

「で、どうなったんだ？　一人一人頑張って画面のなかに戻したのか？」

「いや、乗客にバトル漫画の主人公役がいてな。なんか変形する刀で全員ぶった切ってくれた」

「背景が真っ白になりそうな話だ」

　遭そう遇ぐうした人は災難だなぁ。

　──と、実はこんな騒ぎは毎日起きてるので、慣れたもんだ。

《役振りロールキヤスト》──ある日突然、自分が『何か』の役であると宣告されるその現象が、初めて確認されてから三十年ほど経たつらしい。

　そして、その役を与えられた人間の周囲では、役に対応した謎なぞ現象が発生する。これは《世界干渉インターウエイブ》と呼ばれている。《世界干渉》も《役振り》と同時期に確認され始めたが、ここ十年ほどでだんだん増加しているらしい。

《役振り》にしろ《世界干渉》にしろ、オレらにしてみれば、生まれたときからある現象で、物心ついたときから目にしている日常だ。

　両親やその世代の大人たちは「最近多いなぁ」なんて言ってるが、こっちにしてみればそれらを目にしない日のほうがレアな感覚である。

　ホラー映画主人公のせいで怪奇現象が発生して、それをバトル漫画の主人公が解決し、エロゲ主人公が高校生活を送る──それがオレたちの日常だ。

「ああ、そうそう。聞いてくれ左さ亮すけよ」

　オレは昨日の夜に『宣告』を受けたことを話した。

「マジか！」

　左亮は、さっきのオレより数倍派手なリアクションで驚いてくる。

　このテンションの高さがこいつの持ち味だ。

「エロゲの主人公！　しかもハーレム！　いいなぁ。それ、完全にリア充じゃねえか」

「おうよ。オレのモテ期がここに始まる！」

「モテモテのエロエロ！　羨うらやましいなこの」

「嫉しつ妬とはよせよ、みっともないぜっ」

　オタク趣味の代表格みたいなエロゲの主人公の役を振られてリア充とはこれいかに。だが、ヒロインに囲まれるハーレム状態がリア充じゃなきゃなにがリア充なんだって話だ。

　オレは、いつになく左亮のハイテンションに付き合って「いえーい！」とハイタッチしてみたりする。

　と。

「なに朝からエロエロ騒いでるの、恥ずかしいぞぅ」

　そんな声とともに、ぽこんと頭をはたかれた。

「──なんだ、那な月つきか」

「なんだじゃないよ。なんなの二人とも。まだそういう話するには十二時間ほど早い！」

　最後の「早い！」と同時に謎なぞのポーズをとるこいつは刻とき原はら那月。

　明るい茶色の髪はふわっとしたボブカット。ふわっとした穏やかな表情に、ふわっとした仕草。適度に着き崩くずした制服に包まれた身体からだは肉付きがよくてふわっと柔らかそう。

　とにかく、全体的にふわっとした印象の女子だ。

　こいつとは、左さ亮すけ以上に長い付き合いで、気づけば横にいたって感じ。

　家も近くで、子供のころからよく遊んだ。

　まあ、いまは別々に登校するしお互い違う交友関係もある。前ほどべったりじゃない。

　それでもこうして会えば軽口をたたき合う。

　この三人でいるのが学校じゃ一番気楽な時間かな。

「で？　どんなエロい話してたの？」

　校門をくぐりながら、那月が訊きいてくる。












　こいつは……エロい話をしてるって思ったならそこは流せよ。本当にエロい話──推しエロ漫画雑誌はどれかとか──だったらどうするんだよ。

　隠すほどのことでもないので、オレはさっさと『宣告』のことを話そうとする。

　と、左さ亮すけが、

「なあなあ、アユムよ。ひょっとして刻とき原はらもヒロインなんじゃね？」

「は？」

　一瞬意味がわからなかった。

　けど──言われてみればそうか。こいつだって女子なんだよなぁ。

　しかもいわゆる幼おさな馴な染じみである。

　ハーレムエロゲのヒロインとしてはなんの申し分もないポジションだ。

「え、なになに？」

　きょとんと首を傾かしげる那な月つき。

　んー…………まあ、可愛かわいいか可愛くないかで言われりゃ、こいつは可愛いだろう。

　高校に入ってからは、おしゃれもどんどん上う手まくなり、どんどん見み栄ばえがよくなっていった。彼氏がいたっておかしくない。できた様子はないけれど。

「でもなー……うーん…………違うんだよなぁ」

「なにがっ!?」

　思わず口にしたオレに、那月は目を丸くして声をあげる。

　左亮に劣らず、こいつも大概オーバーリアクションだ。

　うん、やっぱり、こいつのことは、そういう対象として見れない。

　幼馴染がことごとくメインヒロインに敗北する理由がわかった気がした。

「いやな、昨日《役振りロールキヤスト》の宣告されてさ──」

　とオレは那月にも説明する。

「へ、へー。エロゲの主人公ですか、へー」

「あからさまにヒくんじゃない。オレがなりたいって言ってなったわけじゃねーから」

「いや、でも、いかにもって感じだよ。アユムにしてこの役ありっていうか」

「ほう？」

「無個性で目立たなくて凡ぼん庸ようで特技とかもないし──よ、ザ・ハーレムエロゲ主人公！」

「全然嬉うれしくねえよ！」

　わいわい騒ぎながら、オレたちは校舎に向かい、玄関前に設置された掲示板で新たなクラスを確認する。

　三人とも三年四組だった。

「けっきょく、ずっと同じクラスかぁ」

「腐くされ縁、ここに極まれりだな」

「おうおう、悲しいこと言うなよアユム。もうこれは運命の親友ってレベルだろ」

　左さ亮すけが肩を組んでくるのを、しっしと払ってやる。

「左亮はせいぜい、情報通の便利なクラスメイトポジだろ」

　オレもエロゲ主人公になったことだしな。

「ねえねえ、わたしは？」

「お前は立ち絵の背景で談笑してる女子１とかでいいよ」

　はいはーい、と小学生みたいに手を上げてくる那な月つきに、オレは面倒くさげに答える。

　すると那月は頰ほおを膨ふくらませて、

「あ、ひどーい。そういうこと言うアユムは、エロゲの《世界干渉インターウエイブ》で毎日同じ服しか着れなくなればいいんだ」

「エロシーンは全部モザイクかかってるとかな」

「エロいセリフにはピー音が入っちゃうね」

「独り言がやたらに多くなったり」

「両親が急に海外に転勤して一人暮らしになる」

「なぜか無駄に世界の危機とか背負わされる」

「イチャラブハーレムだと思ってたら、ヤンデレに刺されて急にシリアス展開」

「おい、やめろお前ら」

　勝手に盛り上がる二人を、オレは真顔で止める。

　いままでは、芸人が「《世界干渉》あるあるネタ」をやってるのを見たときなんかはゲラゲラ笑ってたけど、いざ自分がその立場になると笑えない。

　しかし、けっきょくオレもあるあるネタに加わりつつ、教室に到着した。

「ところでアユム、相手のヒロインが誰かってのは、どうしたらわかるんだ？」

　黒板に書かれたとおりの席に座りながら左亮が訊きいてくる。

「んー、オレのほうからはわからないらしい」

　昨日聞いた『宣告』の内容を思い出す。

　一応スマホにメモしてあるが、これくらいは憶おぼえておける。

「これから一年の間にヒロイン役のほうに宣告がくるらしい」

「そっちのほうは、相手がお前だってことも知らされるんだな」

「そういうことみたいだ」

　なので、ヒロインのほうから接触してきてくれないと、オレは誰とエロゲライフを送ればいいのかわからないわけだ。

「ふーん、じゃ、現れないかもしれないね、ヒロイン」

「おい那月、そりゃどういう意味だ」

「スーススー」

「ごまかすな」

　なんだそれ、口笛のつもりか？　そこまで吹けないヤツも珍しいぞ。

　現れない、ということは多分ないはずだ。

　オレと付き合いたくない女子なんていないだろう──と自惚うぬぼれてるわけじゃない。

　なぜなら……。

「そういやアユム、《ペナルティ》はなんなんだ？」

「ああ……」

　それを聞いてオレはちょっと暗い気持ちになる。

　そう、《役振りロールキヤスト》の《クリア条件》を達成できなかった場合には、《ペナルティ》があるのだ。

　この《ペナルティ》があるから、ヒロインたちも役を放ほう棄きしてオレに接触してこない、なんてことはないと思う……思いたい。

「………………ＢＬ」

「は？」

「え、なに？」

　オレがボソッと答えると、二人とも聞き返してくる。

「だから！　……ＢＬゲー主人公の、攻略対象にさせられる、って」

「──ぶっ」

「──ぷっ」

　同時に吹き出す左さ亮すけと那な月つき。

「ぶははははははは！　マジで!?　マジか!?　超ウケるわ！」

「ぷふっ……アユムが、ＢＬ……しかも受け……ぷふふっ！」

「お前ら、笑いすぎだろ！」

「いや、悪い悪い。でもいいじゃん。彼女ができなくても彼氏ができるってことだろ？」

「デートのときはわたしの服貸してあげるからね」

「いやいや刻とき原はら、ＢＬゲーだからな。普通は女装しなくていいだろ」

「あ、そっかぁ」

「そっかぁ──じゃねえんだよ！」

　他人事だと思って適当なこと言いやがって。

　まあ、実のところ、オレ自身もそこまで心配してないんだけどな。

　昨日宣告を受けたあと《ペナルティ》でググってみたところ、政府広報のサイトに行き当たった。それによると、日本国内での《役振り》件数のうち、《クリア条件》を達成できず《ペナルティ》を受けた人間の割合は１％未満らしい。

　しかも個々の事例を見ると、希望して《ペナルティ》を受けた例がけっこう多かった。

　つまり、よっぽどのことがない限り、与えられた役の条件をクリアできないなんてことはないのだ。

　だからきっと大丈夫、大丈夫──。





　　　　　　　　　☆






　始業式が終わり、教室に戻った。

　担任の先生が改めて挨あい拶さつをする。

「あたしが担任の三み島しまサンディだ。高校生活最後の一年、悔いの残らないように適当に受験勉強して、適当に遊べ。あたしはサポートはしてやるが、責任は一切取るつもりはないので悪あしからず──」

　と、アレなことを言うのは、身長一三〇センチに満みたない金髪ツインテールのロリ巨乳だ。ティシャツの上にスカートタイプのデニムサロペットという服装も幼女っぽい。

　海外で生まれ育った彼女は、しかしれっきとした大人だ。たしか今年で三十と、えーと何歳だっけな。

「まあ、そんな感じだが、なにか質問あるか？」

「はい」

　とサンディ先生の言葉に手を挙げる男子が一人。ムードメーカーの須す藤どうだ。

「須藤か。なんだ？」

「先生、そろそろ相手は見つかりそうですか──ぶへはぁっ!!」

　冗談めかして言った須藤が、突然派手な悲鳴をあげて教室背後の壁に叩たたきつけられる。

　サンディ先生の放ったチョークが衝撃波を生んで、彼を吹っ飛ばしたのだ。

「──他に質問は？」

　にっこり笑みを浮かべるサンディ先生に、クラスメイトは一斉に首を横に振る。

　サンディ先生は、二十歳のときにエロゲヒロインを《役振りロールキヤスト》されたのだが、いまだに相手役となる主人公が現れず、そのせいで彼氏もできず結婚もせず十数年──という残念幼女もとい残念熟女である。

　さっきのチョーク攻撃は《役振り》のあとに突然できるようになった──つまり《世界干渉インターウエイブ》の一種らしいが、なんのためなのかはよくわからないらしい。たしかにあれじゃエロゲヒロインじゃなくて異能力者だ。

　と、そこでふとオレは気づいた。

　サンディ先生がエロゲヒロイン……ってことは、まさか、ひょっとして、もしかするとオレの相手というのは……。

（待て待て待ってくれ！）

　オレは心のなかで叫び声をあげる。

　クラスでは各種委員を選ぶ話し合いが始まったが、それどころじゃない。

　たしかにサンディ先生は見た目は可愛かわいい。小学生に見間違えそうな体型に、そこだけ大人なおっぱいがふたつ。オレはそっち方面の趣味はないが、まあ嫌ということはない。

　けど、年齢差がありすぎる。三十とえーと、おかしいな、前誰かに教えてもらったんだけど、三十なん歳だっけな。とにかく十五歳近くの差。ちょっときつい。残念ながらオレは熟女趣味でもないのだ。

　あとあの人、性格がいろいろアレらしいし……。

　なんて考えてる間に各種委員は思いのほかすんなりと決まった。

「んじゃ、今日はこれで終わりだ」

　さっそく選ばれたクラス委員長の白しら藤ふじさんが号令をかけ、挨あい拶さつをして解散となる。

　オレはカバンを持つと、教卓のサンディ先生のところへ行く。

「あの、先生」

「ん？　お前はたしか──鶴つる見みか。どうかしたか？」

　多くの学校は、《役振りロールキヤスト》を受けた生徒は報告するよう校則で定めている。隠していても罰則があるわけではないが、おかしな行動をしても理解してもらえるので、報告しておいたほうがメリットは大きい。

　というわけで、オレは昨日の『宣告』の話をサンディ先生にする。

　今日だけでもう三回目なので、だいぶスムーズになった。

　それを聞いたサンディ先生は、

「──じゅるり」

「じゅるり!?」

　なんでこの人よだれ垂たらしてんの!?

「やっと現れた、あたしの王子様♡」

「いや、それ王子様を見る姫の目じゃねえよ！」

　媚び薬やくで発情した女騎士とかがする目だよ！

「待って、待ってください！　先生、べつにオレが相手だって宣告受けてないでしょ？」

「う──受けた受けた、超受けた」

「噓うそだ！　いまの間は絶対噓だ！」

「いやいや、大丈夫だって」

　ひらひら手を振るサンディ先生。

「鶴見お前アレだぞ。あたしが相手ならどんなプレイでもお望みどおりだぞ？　どんな変態エロゲでも対応できるように、日々特訓してるからな」

「聞きたくなかったよ担任のそんな話！」

「あ、なんなら教卓の上で実演してみようか。あたし、アヘ顔ダブルピースにはちょっと自信あるんだ」

「そんなプリクラでも撮るみたいなノリで言わないで！」

　教卓に登ろうとするサンディ先生を全力で止める。

　噂うわさどおりだ……この人性格がアレだ……。

　サンディ先生は小さく息を吐くと、

「冗談はこのくらいにしてだ」

「絶対本気だったでしょ……」

「学校の生徒リストには登録しておく。欠席や早退があっても、《役振りロールキヤスト》が原因であれば単位はもらえるようになるから安心しろ」

「はい、よろしくお願いします」

「あと……そうだな。これは教師っていうより、《役振り》の先輩としてだが」

　とサンディ先生はスマホを取り出して、画面を見せてくる。

「この『ロールキャストＷｉｋｉ』ってサイトが、日本だと《役振り》現象に関して一番信頼できるサイトだから、チェックしてみるといい。事例の量も多いし、ソースが確定してから書き込む文化があるから、情報の確かく度ども高い。そのぶん速度はやや遅いがな。世界中の《役振り》研究の論文もかなりの数の要約や全訳が見れる」

「へー、そういうサイトがあるんですね」

　昨日見た政府広報サイトだと統計の結果くらいしかなかったから、これはありがたい。

「常識みたいになってる俗説が実はデマだったりするからな。よくネットで見る『複数の役を与えられた人の話』もそうだぞ。そんな事例は一度も見つかっていないんだ」

「そうなんですか！」

　すごくそれっぽいドキュメンタリー記事とか見たことあったけど、あれも作り物だったのか……。

「ありがとうございます。チェックしてみます」

　サンディ先生は「うんうん」と頷うなずいてから、

「でも、よかったのか？」

「？　なにがです？」

「その話、隠さなくてよかったのかってこと。オタク系の《役振り》は嫌がる生徒もいるからな。そういうときは進路指導室で相談することにしてるんだが──進路指導室で、二人っきりでだな」

「あんた、オレのこと襲おそう気!?」

　目がマジだ。本当に教師かよ、この人。

　けど、まあ、そうだな……。

「先生がそんな風にオープンにしてるんで、生徒は気にしなくて済すみます。それに……ここで話しても誰も聞いてないでしょ」

「それもそうか」

　オレとサンディ先生は教室を眺ながめまわす。

　放課後数分で、教室はえらい騒ぎになっていた。

　掃除をしていたヤンキーたち──そういう《役振りロールキヤスト》をされているだけで、実際には不良でもなんでもないんだろう──がホウキとモップでバトルを始めていた。《世界干渉インターウエイブ》のせいか、怒ど声せいだけで窓ガラスにヒビが入る。

　その横では、女子たちがのほほんと談笑してるんだが、その背後にときどき、キラキラした光や、変な形の模様が浮いて出ている。放課後日常系四コマ漫画のキャラの《役ロール》なのかな。あ、一人が突然二等身キャラになったぞ。

　その日常系女子たちの間に、理り戸と崎さきくんが突っ込んでいった。どうやらヤンキーたちのケンカに巻き込まれて、突き飛ばされてしまったみたいだ。

　理戸崎くんはオレらの学年の有名人で、ラッキースケベ系エロコメ主人公の《役振り》をされている。あんなふうにしょっちゅう女子と接触するトラブる的なものに巻き込まれているが、なぜか女子からの好感度は高い。ずるい。

　いまも、なんでそうなる!?　っていうくらい不自然なポーズで女子の一人の胸を揉もみ、もう一人の女子のスカートのなかに顔を突っ込んでいる。

　それで女子の反応が「やだーもうっ」で済んでるのが納得いかない！

　しかし、もう一人の女子が悲鳴をあげて、理戸崎くんをさらに突き飛ばした。

　この場合これは、さらなるラッキースケベ展開の前振りだ。

　案あんの定じよう、目をぐるぐるうずまきにしてさまよう彼の進路上にはさらに女子生徒がいた。

　サンディ先生に用事があるのか、まっすぐこちらに向かってくる彼女は、理戸崎くんに気づいていないっぽい。

「危ないっ」

　オレはそう呼びかけるが、それより早く、理戸崎くんは彼女にぶつかり──。

　否いな──その直前で、彼女はそれを受け止めた。

　肩を押し、傍らの椅い子すに座らせる。

　まるで柔術の達人のような、無駄のない動き。思わず見み惚ほれる所作だった。

「大丈夫かしら、理戸崎くん」

「ご、ごめんなさい、白しら藤ふじさん」

　小さく頷うなずくと、彼女はこちらへの歩みを再開した。

　彼女は、理戸崎くん以上の有名人だった。

　白藤都みやこ。

　成績優秀、品行方正。教師すらも一目おく優良生徒。さっきだって、天てん地ち開かい闢びやく以来の定めだったかのように、クラス委員長は満場一致で彼女に決まった。

　一分の隙すきもなく綺き麗れいにまとめて結ったポニーテールを揺らしながら、そんな完かん璧ぺき女子はオレたちの目の前に立った。

　否いな──オレの目の前だった。

「鶴つる見みアユムくんね？」

　自信に満みち溢あふれた言葉一つ一つが、まるで剣道の打ち込みのように鋭い。

「そうだけど……」

　オレが頷うなずき返すと、彼女は、ほとんど誰にもわからないくらいの笑みを浮かべて、それから手を差し出してきた。

　握あく手しゆ？

「これから一年間よろしく、鶴見くん」

　そして彼女は──白しら藤ふじ都みやこはこう言った。




「私があなたのヒロインよ」





第２話　「なんでもしてほしいことを言って」







　自室に戻ったオレは、帰りにコンビニで買った袋の中身を、机の上に並べる。

　眉まゆ毛げトリマー、鼻毛カッター、ヘアワックス──どれを買えばいいのかわからないので目についたものを適当に買ってきた。

　それらの品々を眺ながめて、オレは思わず口から笑みをこぼす。

　さっきの教室での光景が、いまでも脳裏に焼きついている。




『さっそくだけど』

　と白藤は言った。

『主人公とヒロインとして、やるべきことをやりたいと思うの』

『おい待て、鶴見はいまあたしとヤろうとしてたんだ』

『なんかアクセントおかしくない!?』

　万年発情教師はちょっと黙ってて！

　幸い、白藤はサンディ先生の妄言は見事にスルーして続けた。

『ここにマリンワールドのチケットが二枚あるの。ねえ、鶴見くん。今度の日曜日──』




　──一緒にここへ行きましょう。




　どこからどう見てもデートの誘いである！

　マリンワールドは隣町の海沿いにある水族館だ。ショッピングモールも隣接していて、桜さくらノ丘おかの女子の間では人気のデートスポットらしい。まあ、オレはよく知らないけど……小さいときに家族で行ったことしかないし……。

　…………なんて卑ひ屈くつになる必要も、もうないのだ！　ひゃっほう！

　学校でも一、二を争う美人の白しら藤ふじとこんなことになるなんて。《役振りロールキヤスト》さまさまだ。

　オレはクローゼットからありったけの服を取り出して選別を開始する。

　場合によっては、新しく買ったほうがいいかもしれないな……。

　と悩んでいると部屋のドアが開けられる。

「お兄ちゃん、なにドタバタしてるの？」

「お前……ノックくらいしろって」

　妹のむつみだった。

　むつみはサイドテールをヒヨヒヨ揺らしながら部屋に入ってくる。

「おい、勝手に入るなよ」

「ねえ、お兄ちゃん」

　むつみはオレの言葉を無視して、ベッドと床に並んだ服と、机の上のものを眺ながめて首を傾かしげる。

「なんかデートに行く準備をしてる男子高校生の部屋みたいになってるんだけど」

「いや、みたいじゃなくて、実際に行くんだよ」

　オレがそう言うと、むつみはぽかんと口を開けてアホ面になった。

「──ねえお兄ちゃん、デートに行く準備をしてる男子の部屋みたいになってるよ」

「最初からやり直すな！」

　記憶を消去してんじゃねえよ。

「同じことを何度も言わせるな。デートに行くんだよ」

「誰が？」

「オレ以外にいないだろ」

「誰と？」

「それは──べつに、お前に言う必要ないだろ」

　なんか気恥ずかしくて、オレはそう返す。

　すると、むつみはその場に脚あしをペタンとさせて座り込み、

「お兄ちゃん……架空の相手とのデートシミュレーションをそこまで綿密にするくらい思いつめてたなんて……」

「お前オレをバカにしすぎだろ！　相手はちゃんといるんだよ！」

　相手がいない状態でのデートシミュレーションって、それただの妄想じゃねえか。

「オレがデートしたらそんなに悪いかよ」

「悪いよ！　宇宙の　法則が　乱れる！」

「ＦＦのラスボスレベル!?」

　なんて失礼な妹だ。

　相手してるとキリがないので、オレは無視してワックスを手に取る。

　髪をセットするのは、多分当日いきなりやってもうまくいかないだろう。

　今日から毎日、練習しておいたほうがいい。

　ふたを開け、指でひとすくい、手に馴な染じませてから髪につけていく。

「こうか？　それともこうか？　こんな感じか？」

「…………」

　鏡の前で悪戦苦闘するオレの後ろでは、むつみがじっとりした顔でこっちを見ている。

「……なんか文句あるのか」

「うん……全然駄目。めちゃくちゃオタクくさいよ」

「えぇ!?」

　ひどい指摘をされ、オレは一歩引いて自分の姿を眺ながめてみる。

　いや、そんなに悪くないと思うんだけど……。

「そもそもオレもうオタクって言えるほどオタクじゃねえし」

　中学時代にはオタク一直線だったオレだが、高校に入学したころからあまりそういったものに触れなくなった。マンガ、ラノベ、ギャルゲ……少ない小こ遣づかいをはたいて買ったオタクアイテムの多くを売り払った。

　べつに、イメチェンしようとか高校デビューしようとか考えたわけじゃない。

　多分だけど、そういう理由でオタクを卒業するってのは逆に難しいと思う。

　オレの場合は、本当になんとなく、理由もなしに、そういったオタク趣味に対する情熱が冷めていったのだ。

　きっと中学時代のアレは、一時的なマイブームみたいなもので、オレはオタクになる才能みたいなものがなかったんだろう。

　だから、いまのオレはもうオタクと言えるほどの情熱を持ってはいない。

「オタクじゃねえんだから、オタクくさいはおかしいだろ」

「でもそう見えるんだもーん、仕方ないじゃん」

　ツーン、と顔をそらしてそんなことを言ってくるむつみ。

　こいつ、本当にちゃんと見てるのか？

「じゃあどの辺がオタクくさいんだよ。言ってみろよ」

　ちょっとムキになってオレはそう訊きいてみる。

　するとむつみは、バッと立ち上がって、

「ぜんぶ！」

「んなっ!?」

「頭のてっぺんから足の先まで、女子に受けたいからって無理してオタクをやめて、頑張ってオシャレしようとして失敗してるようにしか見えないもんっ!!」

　バタン！　ダダダダダ……。

　むつみは言いたい放題言い散らかして、部屋を飛び出していった。

「ええー……」

　一人取り残されたオレは鏡を見る。

　たしかにオシャレとは言えないかもしれないけど、むつみの発言はさすがに先入観ありすぎだろ。

　……先入観だよね？　そう思いたい。

　ワックスで立てた髪が、へにょっと情けなくへたれた。





　　　　　　　　　☆






　高校三年生最初の一週間はあっという間に過ぎ、日曜日がやってきた。

　朝九時半、オレはマリンワールド行きの私鉄の駅前で待っていた。約束の時間は十時。ちょっと早すぎた。

　手持ち無ぶ沙さ汰たで、何度も髪の具合を確かめたりしてしまう。

　むつみに駄目出しをされてから毎日、髪をセットする練習をした。練習しすぎてワックスがなくなったので買い直したくらいだ。服装も吟ぎん味みを重ね、けっきょくアウターを一着新たに買った。オシャレとは言えないまでも、それなりに清潔感のある印象になっているはず。

　まあ、むつみの評価はずっと変わらなかったけど……。

　……白しら藤ふじはどんな私服なんだろ。

　学校では、規則どおりに制服を身につけ、生徒手帳の「服装規定」のページの絵みたいに模も範はん的てきな外見の白藤だが、学校で一、二を争う美人でもある。

　もし私服によってその美人度が全開になったらどうなるのか、想像もつかない。

　しまったな……。

　白藤がどんな格好をしてくるかなんて、まるで考えてなかった。

　場合によっては、オレのこの無難な格好じゃ、とんでもなく不釣り合いになってしまうぞ……。

　オレは期待半分、不安半分で、白しら藤ふじを待った。

　そして、九時五十五分。約束のきっちり五分前に白藤は現れた。

「お待たせ、鶴つる見みくん」

「おう──」

　白藤の格好を見て、オレは息をのむ。

　一分の隙すきもなく綺き麗れいにまとめて結ったポニーテール。規則どおりに着こなした桜さくらノ丘おか高校女子制服のブレザー……って！

「制服じゃん！」

「え？　おかしかったかしら？」

　本気で不思議そうに首を傾かしげる白藤。

「校則では、休日の外出時にも高校生らしい服装をすることとあるから、これでいいと思ったのだけど」

「まあ、制服以上に高校生らしい服装もないわな……」

「それに私、私服は運動用のジャージと、パジャマしか持ってないから」

「マジか」

　たしかに、デートに制服、ジャージ、パジャマの三択だったら制服だろう。

「駄目だったかしら。デートとかしたことないから、よくわからなくて」

「いやいやいや、そんなことはないぜ！」

　べつに休日に制服で出かけちゃいけないなんてことはない。

「それじゃ行こうか」

「ええ」

　オレと白藤は私鉄の改札に向かう。

「えっと……マリンワールド行きだから、乗り場は、時間は……」

「こっちよ、鶴見くん」

　オレが路線図を見てまごまごしてる間に、白藤はさっさとホームへ向かっていく。

「十時六分、五番ホーム発、桜さくら台だい行き快速に乗れば、十時三十四分にマリンワールド駅に到着するわ。真ん中の三号車に乗ると、到着駅の改札が近くて便利よ」

「…………」

「どうかした？」

　啞あ然ぜんとするオレに、白藤は首を傾げて訊きいてくる。

「白藤って……鉄道マニアかなにか？」

　そう問うと、白藤は不思議そうな顔をして答えた。

「いいえ？　昨日調べておいただけよ」

　……そりゃ頼もしい。





　　　　　　　　　☆






　しかし──列車の時間程度は、白しら藤ふじの実力のほんの一端でしかなかった。

　桜さくら台だいマリンワールドは約五百種、三万点の生き物を展示する、全国でも有数の水族館である。一日で全部の水槽やイベントを見て回るのは、なかなか至難の技だ。

　だからオレは、マップで適当に見たいものを選び、ショーも一つくらい時間を調べて観みるくらいでいいかと思っていた。

　だが、白藤は入館するなりマップも見ずに歩き出す。

「お、おい白藤、どこに行くんだ？」

「まずはこの館の目玉、サメの水槽に行くの。午前中が比較的空すいていて見やすいわ」

「そ、そうか。じゃあ、あの看板で場所を──」

「大丈夫、館の地図は頭に入ってるから」

「……そうですか」

　オレは、けっこうな早足で歩いていく白藤を慌あわてて追いかけた。

　そしてそのあとも──




「お、白藤、見ろよ。あっちでハリセンボンが膨ふくらんでるぜ」

「駄目よ」

「駄目!?　なにが!?」

「ハリセンボンの水槽を先に見ると、五百メートルほど歩行距離が長くなって無駄になるわ。先にこちらのヒトデを見ましょう」

「お、おう……」




「鶴つる見みくん、そろそろ行きましょう」

「え、でもペンギンのパレードがまだ途中──」

「あとはＵターンして戻るだけで、同じ光景しか見られないわ。それより、そろそろ移動しないと、午前最後のイルカショーに間に合わないわ」

「そ、そうか……」




「お腹なかすいてきたな。なにか食べないか？」

「駄目よ」

「駄目!?　お昼ご飯も駄目なの!?」

「いまはレストランが混んで大変よ。十四時まで待ちましょう。それより、他の客が食事に集中している間に、人気のリクガメと触れ合いゾーンへ行くのがいいわ」

「な、なるほど……」




　──ずっとこんな調子だった。

　まるで修学旅行──否いな、それ以上の過密スケジュール。

　魚を見るために移動してるのか、移動するために魚を見てるのか、わからなくなってきた。

　そして白しら藤ふじの予告どおり、オレたちは午後二時ちょうどにレストランに到着し、ちょっと遅めの昼食をとることになった。

　たしかにレストランは空すいていた。全然並ばなくて済すんだし、注文した料理もあっという間に出てきた。

　オレは肉たっぷり焼きそば。

　白藤は……。

「なんだそれ？」

「ウミガメオムライスよ」

　彼女の皿にはたしかにウミガメが乗っていた。

　胴体がオムライスで、ケチャップで甲こう羅らの模様が描えがかれている。頭や手足、尻尾しつぽはハンバーグとソーセージとエビフライで再現されていた。

「これが一番人気だと、ホームページに書かれていたわ」

　可愛かわいかったから、とかそういう理由ではないらしい。

　いただきますをすると、白藤はとくに写メを撮るでもなく、ウミガメにざっくりとスプーンを突き刺して食べ始める。容よう赦しやないな……。

　オレも焼きそばを口に運ぶ。

　おお、思ったより美お味いしいな。作り置きで麵めんが伸びてるなんてこともなく、肉も適度な脂身と厚さで食べ応ごたえがある。

　オレが空すきっ腹ぱらにどんどん麵と具を送り込んでいると、白藤がおもむろにカバンからノートを取り出した。

「白藤……まさか、ここで受験勉強でもするつもりか？」

　いくらなんでもそこまでは……と思ったが、ここまでの効率最優先の彼女の行動を見た限りでは、ないとは言い切れない。

「それはさすがにしないわ。でも、そうね。勉強ではあるかもね」

　白藤は、まるで師匠に奥義伝授を頼み込む剣士みたいに凛りんとした態度で、




「鶴つる見みくん──私にヒロインとはどうあるべきかを教えてちょうだい」




　そう言ったのだった。





　　　　　　　　　☆






「私は、小学生のころに少女漫画を読んでいた程度で、あまりフィクションに造ぞう詣けいが深くないの。とくに、ハーレムという言葉がわからなくて……イスラム国家の宮廷にある後宮のことではないわよね？」

「違うよ」

「アメリカのニューヨークにある、かつてオランダ人居住地だったマンハッタン北部の呼び名でもないわよね」

「違うよ!?」

　なるほど……。

　たしかに、オタク文化に馴な染じみのない者からすれば『お前はハーレムエロゲのヒロインだ』と言われても、ピンとこないかもしれない。

「ハーレムってのは、一言で言えば、主人公の周りにヒロインがいっぱい集まる作品のことだな。由来は多分、白しら藤ふじが最初に言ったやつだと思う」

「それは、具体的にどのようなストーリーが展開されるものなの？」

「うーん……なんか目的があって、それを目指す過程でヒロインが集まってくるって感じかな。でもこれはラブコメに限らないか。普通ハーレムって言ったら、主人公と複数のヒロインの関係の変化そのものを物語の軸に据すえたもの、かな？　あ、でも純粋に人間関係だけを描えがいたハーレムものって意外と少ないか……そもそも、恋愛ものじゃなくても、ハーレムっていうしなぁ……あ」

　しまった、思わず語ってしまった。

　悪い癖だ。自分の知ってることになると、相手の反応とかそっちのけで説明をしてしまう。それはただの情報の羅ら列れつであって、会話じゃない。オタクだったころから、なかなか抜けないんだよな……。

「ご、ごめん、白藤。わけわかんないよな」

「いいえ、把は握あくできたと思うわ」

　白藤は、オレの話を聞きながら書き込んでいたノートを見て言ってくる。

「つまり、ハーレムというのは、恋愛もののうちでも、主人公と関係性を持つヒロインが複数いるものを指す言葉だったのね。それが、恋愛もの以外のジャンルの作品で、同じようなキャラクターの配置を見せているものにも当てはめられるようになった、と」

「そ、そのとおりです……」

　ハーレムという用語がどこから発生したのかなんてことはオレもよく知らないが、大体の理解としては充分だろう。

「……いまの説明でよくわかったな」

「わかりやすかったわよ、鶴つる見みくんの説明。実際に作品に触れたことがある人の言葉という感じだったもの」

「お、おう……まあ、そうだな」

　触れてましたからね。山というほど！

　まさか、中学時代のオタク趣味がこんな形で役に立つとは思わなかった。

「なんにしろ、ストーリー展開がある場合は《世界干渉インターウエイブ》でそれがある程度示されるはずなんだよな」

　サンディ先生が教えてくれた例のサイト『ロールキャストＷｉｋｉ』に書いてあった。

　そもそも《世界干渉》というのは、ある《役ロール》を与えられた人間がたどるべきストーリーのガイド的なもの、というのが現時点での見解らしい。

　例えば、探偵の《役振りロールキヤスト》をされた人間は、強制的に事件に巻き込まれるし、バトル漫画主人公の《役振り》をされた人間の前には、同じような能力を持ったライバルや、敵となる怪物が現れたりする。

　タイムリープが起こったとか、異世界に召しよう喚かんされて戻ってきた、なんて事例も少数だがあるらしい。

《世界干渉》の特とく徴ちようは、どれだけ派手な現象が起こっても、世界に影響を与え続けることはないということだ。

　起こるのは、《役》の周囲でのみ、一定期間だけ。そこでは物理法則が捻ねじ曲まげられ、あらゆる怪現象が許容されるけど、それは世界に広まる前に消えてしまう。

　まさに世界の狭間にだけ干渉する波インターウエイブなのだ。

　まあ、難しい話はともかく、そんな《世界干渉》がオレや白しら藤ふじの周りで起こる気配はいまのところない。まだそのための条件、つまり、ストーリーが開始されるための条件がそろっていないということも考えられるけど……。

「……とくにストーリーがないってこともあるからな」

「そんなことがあるの？」

　白藤は不思議そうな顔で訊きいてくる。

「うーん、ストーリーの目的がまったくない作品もないわけじゃないし、あったとしてもオマケ程度ってことはけっこうあると思う」

「そういう作品は、具体的になにを楽しむものなの？」

「う、それは……」

　思わず言葉に詰まってしまう。

　まさか『そりゃもちろん、オカズにするに決まってるじゃないですかグヘヘ』とか言えるわけない。

　白しら藤ふじはオレが困ってることには気づかない様子で、

「だって、短編というわけでもないのだし、読み通すにはそれなりに時間がかかるものでしょう？」

　そうだな。エロゲはけっこうテキスト量が多いんだ。

「ストーリーラインや目的がないのに、長い話を楽しむのは難しいと思うの。本屋さんで見てみたら、かなり分厚いものもあったし」

　本屋さん？　エロゲが置いてある本屋さんってなんだ？　ビシバシカメラとかかな。

　しかし分厚いってのは……ああ、そうか。

「あの分厚いの、中身はほとんど空だぞ」

「そうなの!?」

「ああ。真ん中にちょっとあるだけだからな」

　エロゲのあのやたらにでかくて分厚いパッケージは、ゲームのデータを収めるのに、容量が少ないフロッピーディスクを何枚も使っていた時代の名残らしい。

「だとしたら、すごい紙の無む駄だ遣づかいね……」

「まあ、オレはあのおっきいのけっこう好きだけどな」

　っと、話がそれたな。

「目的がない場合は、そうだな──ストーリーは置いておいて、そう、シチュエーションを楽しむんだよ！」

　うまい言い回しを思いついた。いいぞオレ。

「シチュエーション？」

「そうそう。主人公がヒロインと一緒にいろいろなことをするんだ。主人公に共感して、その状況を自分のことのように楽しむ。それがハーレムものの醍だい醐ご味みだぜ」

　正確にはそうじゃない作品や、そんな前提を逆手に取ったような作品もあるわけだが、細かい話は置いておこう。

「なんとなくわかる気がするけど……具体的にはどのようなことをするの？」

「ぐ、具体的っ!?　えっと、それは、サービスシーンだから、つまりその」

「サービス？　誰が誰に、どんなサービスをするの？」

「え……」

　誰が誰に？

　言われてみると、何気なく使ってるけど、変な言葉だよな。ゲーム制作者がプレイヤーにサービスしてる？　いや……。

「やっぱ、ヒロインが主人公に、かな？」

「つまり、私が鶴つる見みくんにサービスをするということね」

「っ！」

　なに言ってるんだオレ！　いまみたいに言えば、こういう流れになるのはわかりきってただろうが！

　白しら藤ふじはノートとペンをぐっと握って、こっちをじっと見つめながら言ってくる。




「じゃあ鶴見くん──なんでもしてほしいことを言って」




　その瞬間。

　オレの頭のなかを無数のシチュエーションが駆かけ巡めぐる。

　これまでのゲームでプレイした大量のサービスシーンの、あんなイラストやこんなイラストが、全部白藤に置き換わってイメージされる。

　い……言えるかー!!

「ムリムリムリムリ！」

「それは、私には達成困難なものだということ？」

「そうじゃないけど」












「じゃあ言って。鶴つる見みくんは私に、どんなことをしてほしいの？」

「どんな、こと……」

　ごくり、とオレは息を飲む。

　白しら藤ふじは無自覚みたいだが、真剣な上うわ目め遣づかいといまのセリフが合わさると、異様なエロスを醸かもし出している。

　なんかいろいろ、欲望がムクムクと湧わき上がってきてしまう。

　これを素直に口にしていいものだろうか？

　ひょっとしたらいいんじゃないか？　だって、エロゲの話をするだけだし。

「それは……まあ、モザイクがかかっちゃうような、アレだよ」

　オレのヘタレー！

　駄目だ……オレにはこれが限界だった。具体的にエロゲのサービスシーンを説明するなんてできるわけがなかった。

　いっぽう白藤は首を傾かしげ、

「モザイク？　モザイクのついたイラストなんてなかったと思うけれど」

「まあ、たしかにモザイクのないイラストもけっこうあるな」

　たまに、なんでこんなシーンがイベントＣＧとして収集対象になってんだ？　って思うようなやつもあるよな。

「けど、イラストまでチェックしたのか。すごいな」

「ええ……だけど、そう。私が見た以外のイラストは、モザイクがかかってるようなものだったのね……」

　と、ちょっと顔をうつむける白藤。なんか頰ほおが赤いな。

「どうしたんだ？」

「いえ。近所の知り合いがいる本屋さんでそれを買ったから……相手になんて思われてたんだろうって思って、いまさら恥ずかしくなってしまって」

「買ったのか!?」

　エロゲを？　本屋さんで？　さっきの話によれば制服かジャージ姿でってことだろう。そうじゃなくても、知り合いっていうなら、白藤が高校生だって相手は知ってるはずなのに。それに……。

「そもそもよく手に取れたな。パッケージの絵もすでにけっこうエロいだろ」

「？　表面の絵は普通だったわ。女の子が立ってるイラストよ」

「ああ、そういうのもあるか。でも売り場は……」

「売り場？　文庫本コーナーと漫画コーナーの間にあったけれど」

「大丈夫かその本屋!?」

　エロゲを普通の本の間に置くとか棚たな配置がチャレンジャブルすぎるだろ。

　それにその辺には普通ラノベコーナーがあるはずだ。ラノベとエロゲを間近に置いてるってこと？　やばいだろそれは……。

　──なんて思っていると、

「きゃー!!」

　と、入り口のほうから悲鳴が聞こえてきた。

　見ると、レストランにどんどん人が駆け込んでくる。

　なにかあったのか──と思っていると、館内放送が流れた。

　──ピンポンパンポーン。

『お客様にご案内いたします。ただいま、サメパニック映画の《世界干渉インターウエイブ》により、サメの水槽のガラスが壊れ、サメが脱走しました』

　どこのどいつだ！　そんな《役振りロールキヤスト》されてるのに水族館に来たアホは！

「マズいな……オレたちも逃げたほうがいいかも」

「どうして？　ここはマリンワールドのなかでは高い位置にあるから安全だと思うわ。それで他のお客さんもここに避ひ難なんしてきてるのでしょう？」

「白しら藤ふじ……そういうのをフラグって言うんだぞ……」

「え？」

　と、疑問を浮かべる白藤にオレが説明する間もなく──。

　轟ごう音おんを響かせながら、大量の水がレストランに流れ込んできた。

「うわー！　水だー！」

「なんで!?　ここは安全じゃないの？」

　避難してきた人たちがそんなふうに騒ぐが、むしろそんなことを言うからここが被害に遭あってるのではなかろうか……。

　バシャアアン！　とさらに水が流れ込んできて、オレと白藤は慌あわてて近くの柱につかまる。

　思いっきり水をかぶってしまった。びしょ濡ぬれだ。

　しかも。

「うわああああ！」

「く、来るなー！」

　とうとうサメがレストランに飛び込んできた。

　水の量が少ないので自由に泳ぎまわりはしないが、ビッタンバッタン暴れて、そこらのものや人に喰くいつこうとしてる。

　ここにはチェーンソーもなければ爆薬もない。サメに対抗できそうなものは見当たらなかった。

「逃げよう！」

　オレは立ち上がって、白しら藤ふじの腕をとり駆け出す。

　が、人がいっぱいで逃げられない。その上パニックはどんどん大きくなっていく。

「おい、外で竜たつ巻まきが起こってるぞ！」

「サメが巻き上げられて、一緒にこっちに向かってくる！」

「俺は見たんだよ！　ここの地下には、メガロドンの末まつ裔えいの巨大サメと、三つ首のサメがいるんだって！」

　とか、そんな感じで騒ぎが広まっていく。

「おかしいわね」

「なにがだ、白藤！」

「サメパニック映画というのは、サメという、現実的でありながら海という人間の生活圏ではない場所での脅きよう威いを描えがくものでしょう？　サメの竜巻とか、怪獣映画みたいな変なサメが出てくるのはコンセプトから外れているのではないかしら」

「お、おう……」

　いままでそんな分析したことなかったわ。

　けど、そうだな。初期のころはそういうコンセプトだったのかもしれないけど、サメ映画というジャンルが確立すると、そのジャンルのなかで「どうやって他と差別化するか」みたいなネタ優先の作品も出てくるってことなんだろう。

　なんて説明を早口ですると、白藤は、

「なるほど、勉強になるわ」

　本気で、フィクションというか、エンタメ方向には詳しくないんだな。

　成績は超優秀なのに……とそれどころじゃなかった。

　なにしろサメトルネードが窓のすぐ外まで迫っている。

　ときどきサメがガツンガツンとガラスを叩たたいては、また吹っ飛んでいった。

「と、とにかく逃げ──」

　と、そこへ再び館内放送。

　──ピンポンパンポーン。

『お客様にご案内いたします。ただいま、当館に所属するアメコミヒーロー役の職員により、脱走したサメを捕ほ獲かく中です。また、それに伴う付随現象も順次処理しております』

　パニックに陥りかけていた客はみなホッと息をついた。

　こういう公共施設や大きなショッピングモールなんかには、たいてい《世界干渉インターウエイブ》絡がらみのトラブルに対処するため、《役ロール》を持った人間が常じよう駐ちゆうしている。

　レストランに侵入してきたサメは、さらに水に流されて、テラスのほうへ飛び出していった。そのまま、下の階へ落ちていったっぽい。

　接近しつつあったトルネードも、爆発を起こしたあと、消滅した。そういや映画でそんなシーンあったな。

「竜たつ巻まきは寒暖差で発生するから、爆弾でその差をなくして消滅させたの？　理屈はわかるけど、実際にそんなこと可能かしら？」

　と白しら藤ふじが不思議そうな顔をしてる。

　見ただけでよく理屈が推測できたな。映画見たオレでも忘れてたのに。

　しかし、実際にできるかはともかく、フィクションでそういう解決をしてたなら、誰かが《世界干渉インターウエイブ》に合わせてそれを行える。そういうもんなんだろう。

　なんて思っていると、さらに放送が続く。

『なお、サメの水槽以外の水槽から脱走した生き物が、まだ館内に残っております。安全が確保されるまで、お客様は職員の指示に従ってくださいますよう──』

　そんなふうに言ってるが、まあサメじゃないなら大した危険もないはずだ。ほとんどの魚は身動きできないし、他はタコとかイカとか、イソギンチャクとかそんな──。

「ど、どうしよう!?」

　と、近くにいた大学生くらいのお姉さんが、一緒にいた友達に向かって、悲鳴のような声をあげた。

「私、触手ゲーのヒロインなのっ」

　なっにいいいい！

　だからなんでそういう役で水族館に──って、これはちょっと責められないか。

　普通、どこでどう生活してたって、触しよく手しゆと関係のある場所なんてあるもんじゃない。

　オレも、いまタコとかイカとかイソギンチャクとかを想像したからこそ、このお姉さんが焦ってる意味がすぐにわかったんだ。

　と、白藤がきょとんとした顔で訊きいてくる。

「鶴つる見みくん、ショクシュゲーってなにかしら」

「えっと……」

　ハーレムのことを知らず、サービスシーンと言って通じない白藤に、触手ゲーについて説明できる自信がない。

　っていうか、いまはそんな説明をしてる場合じゃないだろ！

「こ、今度説明するから、いまは避ひ難なんを──」

「きゃ、きゃあ！」

　遅かった！

　いつの間にか入り口から大量の海洋生物が流れ込んできていた。

　そのなかにいた、体長一メートルくらいのタコがうねうねと、白藤のびしょ濡ぬれの制服に絡からみつく。

「な、や、きゃっ──」

「くそっ、この、離れろ！」

　オレはタコをなんとか引き剝はがそうとするが、ぬるぬる滑すべって摑つかみようがない。

　タコはどんどん足を伸ばしていき、その先端が白しら藤ふじのスカートのなかに……。

「やああああ！」

　ぺたん、と床に倒れて悲鳴をあげる白藤。

　周りでも再びパニックが起こっていた。さっき触しよく手しゆゲーのヒロインだと叫んでいたお姉さんは、大量のイソギンチャクに絡からまれてかわいそうなことに──ってなんか嬉うれしそうな顔してるな！

　あのお姉さんはともかく、白藤はなんとか助けないと……。

　オレは椅い子すでタコの頭をぶっ叩たたく。

　タコが気絶したように力を失ったので、その隙すきに白藤から引き剝がす。

「立てるか？」

「え、ええ」

　引き起こして、そのままレストランから脱出した。





　　　　　　　　　☆






「だ、だいじょうぶか……？」

「ええ、なんとか……」

　オレと白藤はレストランを出て、さらに水族館の敷地外の広場まで逃げてきた。

　ここまで来ればもう大丈夫だろう……なんていうとまたフラグになりそうだが、《世界干渉インターウエイブ》の影響は、基本的に発生した施設とかの敷地内で完結するらしいから、本当に大丈夫だと思う。

　白藤はハンカチを出して、自分の脚あしを拭ふいている。「うう、気持ち悪い」とつぶやきながらスカートの内側を拭く姿はなかなかサービスシーンだと思いました、はい。

「鶴つる見みくん」

「はっ！　ご、ごめん」

「どうして謝るの？」

　太ももを凝ぎよう視ししてたのがバレたわけじゃないらしい。

「いや、なんでもないぜ？　それより、なんだ？」

「その……さっきのタコみたいなのがサービスシーンなの？」

「うーん。まあ、ものによってはＣＧになるかな。イベントっちゃイベントだし」

「ＣＧ？」

「ああ、そっか。えーと、イラストのこと」

　普通はＣＧって言ったら別のものを想像するか。

　と、オレの返事を聞いた白しら藤ふじはなんかもじもじと脚あしを狭せばめたりしてる。

「どうした？」

「その……さっき『なんでもしてほしいことを言って』と言ったけれど、タコに絡からまれるところを鶴つる見みくんに見せるサービスはちょっと、嫌かなって」

「性癖が特殊すぎる！」

　たしかに触しよく手しゆゲーも何本かやったことあるけど。

　でもハーレムものプレイしてるときにそれは求めないし、リアルだともっといらない。

「さっきのは触手ゲーの《役振りロールキヤスト》されてる人がいたからああなっただけだって」

「ショクシュゲーって怖いのね……」

　うん、まあ……プレイしてるほうはニヤニヤして楽しんでるけど、触手に襲おそわれるヒロインたちのほうは、たまったもんじゃないだろう。

　勝手に触手ゲーのヒロインたちに罪悪感を抱いてると、白藤が小さくため息をついた。

「どうしたんだ？　疲れたのか」

「いえ……予定がずいぶんと崩くずれてしまったわ」

「ああ……」

　まだまだ見ていない水槽やショーはいっぱいあった。

　しかしもう全部を回るのは時間的に無理だし、そもそもさっきの騒ぎで、通常どおりの営業もしていないかもしれない。

「困ったわ」

　と腕時計を見る白藤。オレも時間を確認する。すでに午後四時を回っていた。

「まあ、しょうがないじゃん。開いてるところだけ見ようぜ」

「でも……」

　と、白藤の落ち込みは止まらない。

　いつもは剣士みたいに毅き然ぜんとしてる背中が、心なしか丸くなってしまってる。

「せっかく、鶴見くんとの初めてのデートなのに、こんな失敗をするなんて。ヒロインとして失格よ……」

「白藤……」

　そうか。

　エロゲやハーレムのことをなにもわからない白藤にとって、ヒロインとしてできることは、デートコースのプランを完かん璧ぺきに調べておくことだったんだ。白藤は白藤で、積極的にヒロインの役をこなそうとしてくれてんだな。

「…………」

　オレは思い出す。

　過去にプレイしたエロゲやギャルゲ、読んだマンガやラノベのヒロインたちのことを。

　彼女たちは、主人公とどんなふうに過ごしてた？

「──なあ、白しら藤ふじは今日、本当に全部の水槽を見て回りたかったのか？」

「え……」

「白藤がヒロインになろうとして頑張ってくれてるのは嬉うれしい。けど、オレが見てきたヒロインたちはさ、デートのとき、みんな楽しそうなんだ。そんなヒロインと一緒に主人公も楽しむし、そんな様子を見てるオレも楽しくなる」

　主人公とヒロインだからこういうシチュエーションになるだろうとか、ヒロインのこんなサービスシーンがあればプレイヤーは喜ぶだろうとか、そんな思おも惑わくが透すけてしまうような展開じゃ、かえって醒さめてしまう。

　自分が楽しんでいる世界が、作り物だと知らされたみたいで。

　二次元だろうが現実だろうが変わらない。

　デートっていうのは、イベントシーンってのはもっと──。

「どこでもいい。予定のコースじゃなくて、白藤が行きたいところに行こうぜ」

「あ……」

　白藤は目を丸くした。

　それから恥ずかしそうに顔をうつむけて、小さな声で言ってきた。

「ほ、本当にどこでもいいの？」

「ああ」

「そ、それじゃ」

　と白藤は顔を伏せたまま、腕をゆっくりと持ち上げて、震ふるえる指先で、




「あ、あれに乗ってみたい……」




　水族館の隣のショッピングモール屋上でゆっくりと回転する、観覧車を指差した。





　　　　　　　　　☆






「わぁっ……！」

　白藤は感嘆の声をあげた。

　ゆっくりと上昇していくゴンドラからは、ショッピングモールの建物の陰かげになっていた街並みが見える。反対側は、水族館の奥に、遥はるか彼方かなたまで海が広がる。

　なかなかの絶景だった。

　しかし白藤は尋じん常じようじゃない喜びようだ。

　さっきまでとは別人のように落ち着きなく、立ったり座ったりして、街と海の風景を交互に眺ながめている。

「本気で乗りたかったんだな……」

「ええ、ずっと憧あこがれだったの」

「観覧車が？」

　こくんと頷うなずく白しら藤ふじ。

「両親が忙しくて、こういうところに連れていってもらったことがなかったの」

「友達とかと来ればよかったじゃないか」

「そうね。でも、いつの間にか自分でも勝手に思ってたの。観覧車なんて乗っても意味のない、無駄なものだって」

　白藤は海へ沈んでいく夕日を眺めながら語る。

「両親はいつも仕事で忙しくて、時間に厳しかったわ。だから、私も自然とそうなった。予定どおり、やるべきことだけをやるのが正しいって思って、そうやって生活してた。そうすれば、周りはみんな喜んでくれるし、それでいいと思っていた。けど──」

　キラキラと、オレンジ色の光を目で反射させながら、

「予定にないことをするのも楽しいものね」

　そんなふうに言う白藤は、とくにエロいわけでもなんでもないけれど、間違いなくイベントＣＧになるだろうという、すごく素敵な表情だった。

「ああ、そうだな……」

　オレも海を眺めながら答える。

　すっかり忘れてた。

　中学生のときに夢中になった、たくさんの物語。

　そこには普段の生活とは違う、予想もできない展開がたくさん詰まっていた。

　いつからだろうか。それらを斜にかまえて見るようになったのは。「ああ、そのパターンね」と冷めた分析をして、ストーリーに入り込めなくなってしまったのは……。

　──ガタン。

　と、突然の揺れがオレの思考を中断させる。

　見れば、外の景色が動いていない。

「故障か？」

「そそそそそそそうみたいね」

「白藤っ!?」

　向かいの席に座った白藤は、めっちゃ脚あしが震ふるえていた。

　これ以上震えると、勢いでスカートがめくれ上がってしまいそうだ。

「だ、大丈夫か、白藤」

「じじじじじつは、高いところが苦手なの」

「なんで観覧車乗ろうと思ったの!?」

「苦手だけど──乗りたかったのよ」

　高所恐怖症より、長い間の憧あこがれのほうが強かったってことか……。

　それにしてもひどい怯おびえようだ。むしろ、よくさっきまで平気そうにしてたな。

「ななななななんか、揺れてない？」

「そうだな……」

　オレたちの乗ってるゴンドラは、観覧車のほぼ頂点に来ていた。

　上空はけっこう風が強く、回っているときは気づかなかったが、意外と揺れている。

「きゃあ！」

「白しら藤ふじ！」

　ひときわ大きい揺れに、白藤はバランスを崩くずしてこちら側に倒れこんできた。

　オレはそれを支えようと慌あわてて立ち上がるが、

「おわっ！」

　バランスを崩して倒れてしまう。

　どたん、と床に仰あお向むけに横たわる白藤。

　その上に覆おおいかぶさるような体勢のオレ。

　そこでオレはピンときた。

　観覧車が急に止まったのは、このシチュエーションを演出するためじゃないのか？

　つまり、オレか白藤の役の《世界干渉インターウエイブ》。

　エロゲ的展開へ向かうためのストーリーガイド。

　事実、図らずも二人は、それらしき状況になったわけで──。

「…………っ」

　白藤がゆっくりと目を閉じた。

　彼女の震ふるえは収まり、急にリラックスしたようだった。

　まるでオレに身を委ゆだねるように。

　ここでいかねば男じゃない！　というかエロゲ主人公じゃない！

　オレは白藤の両肩に手を乗せる。ピクリ、と震える白藤。

　ごくりと喉のどが鳴る。やばい、緊張してきた。

　だいたい、まずなにをすればいいんだ？　エロゲじゃ、こんなシーンがあったら、次のイベントＣＧではもうヒロインが裸はだかで、主人公と合体してるじゃないか。中間の状況なんて知らない。

　──いやいや、待て待て落ちつけ鶴つる見みアユム。

　エロいイラストの前に、あのシーンがあるじゃないか。とくに、主人公とヒロインが初めて結ばれるシーンなら、あれは外せない。

　すなわち、キスシーン。

「よし……」

　オレは意を決して、白しら藤ふじの顔に、ゆっくりと自分の顔を近づけていく。

　きめ細かな肌が間近に迫る。目標地点の唇くちびるは綺き麗れいなピンク色。まるで熟うれた果実のようにみずみずしい。いますぐむしゃぶりつきたくなる。

　けれど駄目だ。ここは大事なファーストキスのシーン。穏やかに、さりげなく、優しくいかなければ──。

　あと少し。オレは惜しむように目を閉じる。多分、それがマナー。

　そして、顔をわずかに傾け、最後の数センチを縮めていく──。

「や、やっぱり──」

　声とともに、白藤の吐と息いきが当たる。

　その変なタイミングに、オレは思わず目を開ける。

「え？」

「やっぱり、まだ駄目っ！！！！」

「うわあああ!?」

　どん！　と突き飛ばされ、オレは後ろ側に倒れる。

　その勢いが、偶然ゴンドラの揺れとシンクロし、扉に激突──

「なん……だと……!?」

　扉は、がしゃんと音を立てて開放。そのままオレは虚こ空くうに放ほうり出された。

「鶴つる見みくん!?」

「ぎゃあああああああああああああ！」

　白藤が伸ばした手を摑つかめるはずもない。

　オレはそのまま重力の法則に従って落下した。




　けっきょく──。

　観覧車の故障は純粋にただの故障で、《世界干渉インターウエイブ》は無関係だった。

　白藤が目を閉じたのは、そうすると高いところにいるのを忘れられると思ったからで、べつにオレに身を委ゆだねたわけでもなんでもなく、つまりあれがエロゲ的に絶好のシチュエーションだと思っていたのはオレだけだった。

　ゴンドラの扉が開いてオレが外に飛び出してしまったのは、すぐ横のゴンドラにギャグ漫画主人公の《役振りロールキヤスト》をされてるヤツがいたからで、まあギャグ漫画なので、落下した先の植込みが奇跡的にクッションの役目を果たしてくれて、オレは大した怪け我がもなく済すんだ。にしても、ずいぶん古典的なギャグ漫画だな、おい……。

　そんな感じで。

　わりとグダグダというか、うやむやというか、滅め茶ちや苦く茶ちやというか、どうにも締しまらない感じで、オレと白しら藤ふじの初デートは幕を閉じたのだった。





彼女ヒロインのモノローグ







　白藤都みやこは、風呂に入り、パジャマに着替えて自室に戻った。

　父も母もまだ帰ってきていない。あの二人は土日も関係なく働いている。夕飯を一緒に食べられる機会は、月に一度あるかないかだ。

　都は机に向かうと、引き出しからノートを取り出す。五歳のころから欠かさずつけている日記だった。そこに今日の鶴つる見みアユムとのデートを、思い出しながら記していく。

（九時五十五分、北きた桜さくら台だい駅前に集合。十時六分発快速に乗る。十時三十四分、マリンワールド駅到着──）

　迷いなく時間を記入していく都だが、お昼にレストランに入ったあたりでわずかに手が止まる。

　思い出すのは、アユムとの会話。ハーレムラノベに関することだ。自分にはまだまだ知らないことがたくさんある。そう思い知らされる、刺激的な会話だった。

　さらに日記は進み、観覧車の場面に来た。

　今度こそ、都は完全に手を止めてしまう。

　事実は簡単だ。だけど、それではなにか足りない気がする。起こったことをそのまま書いただけでは、今日の日記は充分ではない。そう思えてならない。

　あのとき──。

　ゴンドラの床に横たわった自分の上にアユムがいて。

　ゆっくりとその顔が近づいてきて。

　あのとき──あのとき、自分は……。

「わああああっ」

　思い出すと、わけのわからない感覚が、モヤモヤと湧わき上がってくる。

　なぜ自分は、あの場でアユムを突き飛ばしてしまったのだろう。

　ヒロインなら、初デートで主人公とのキスを受け入れるのが自然なのに。

　これまでの自分なら、きっとそうしていたのに。

　アユムとのデートで、なにかが変わった。

　観覧車を指差して『乗りたい』と言ったとき、自分はこれからアユムとキスをすると思ったとき、感じたのは同じ気持ちだ。

「あのとき私は──」

　その気持ちを、都みやこはそのまま、飾ることなく日記に書いた。




　──ドキドキした。





第３話　「そんなことだからいまだに童貞なんだよ！」







『それはアユムが悪いよぉ』

　電話の向こうの那な月つきはそんな風に言ってきた。

　白しら藤ふじとのデートを終えて帰宅したあと、夕飯や風呂も済すませて、あとは寝るだけ、というところで、電話がかかってきたのだった。

　いくら幼おさな馴な染じみとはいえ、デートの経過を報告する義務なんかないんだけど、長年の習慣でついペラペラとしゃべってしまった。

　そして、最後の、観覧車での出来事を聞いた那月の第一声がいまの発言だった。

「やっぱりか……」

　オレはため息まじりに呻うめいた。

　しかしオレのほうにだって言い分はあるのだ。

「でもさ、あんなタイミングで観覧車が止まったら、そういうイベントだと思うじゃん。《役振りロールキヤスト》されてる身としてはさ」

『はあー…………』

　と、息が電話越しに届きそうな、盛大なため息をつく那月。

『やっぱりアユムは、発想が根っからのオタクだね』

「なっ!?　なぜそんな結論になる！」

『なんでもなにも、自明の理だよ』

「そ、そりゃお前の先入観ってもんだ。過去のオレを知ってるから、そんなふうに感じるんだっての」

『……まあね。わたしにあれこれ、ラノベやらアニメやらを勧めてきたころのアユムに比べたら、ずいぶんと薄くはなったと思うよ？』

「だ、だろぉ？」

　ほっと安あん堵どの息を吐くオレの耳には、ふたたび那な月つきのため息。

『いや、やっぱりオタクだね』

「なっ……!?」

　オレが驚いている間に、通話は一方的に切れてしまった。

　くそっ、なんだってんだ那月のヤツ。

　オレがオタクを辞めたのと対照的に、那月はいまだにオタクを続けている。

　学校では徹底的にそれを隠して、一般ぴーぽーのふりをしてクラスメイトと付き合っているが、その実態は重度のオタクだ。それもラノベやエロゲなどの男性向け作品を重点的に攻めている。

　実のところ、那月がそういうのにハマったきっかけはオレである。

　中学のとき、オレは幼おさな馴な染じみのあいつに、好きなマンガやゲームやラノベを貸した。那月はオレから借りた作品を楽しみ、気づけばオレと同じくらい、いや、オレ以上のオタクになっていた。

　そして、高校生になるころにはオレはそういうものに興味を失い、一方で那月は、いまでもオタクを続けている。

　オタクの才能なんてものがあるとすれば、それはオレじゃなくて那月のほうにあったんだろう。

　そんな那月が、オレの発想はオタクだという。

　いやでも、あのときは観覧車の故障が、オレと白しら藤ふじの《役ロール》の《世界干渉インターウエイブ》だと思ったわけで、べつにオレがオタクかどうかとは無関係のはず。

　オレはあくまで、自分がハーレムエロゲ主人公の役だという事実に基づいて行動したんであって、オレ自身がエロゲ脳なわけではない……はずだ。たぶん。

「オレはオタクじゃない！」

　と自分に言い聞かせるように声をあげた瞬間だ。

　バタンとドアが開いて、ガラガラとホワイトボードを転がしながらむつみが現れた。

　風呂上がりなのか、バスタオルを巻いただけの姿で、

「そんなことだからいまだに童貞なんだよ！」

　突然そう言い放った。

「なっ……いきなりなんだお前！　いつも言ってるけど、勝手に部屋に入ってくるなよ。あとその格好……」

「そんなことはどうでもいいの！」

「どうでもよくねえよ！」

　しかしむつみはオレの言葉になど聞く耳持たない。

　ペンを手に取ると、キュポンとキャップを外し、ホワイトボードに丸っこい文字を書きなぐる。っていうか、そのボードどっから持ってきたんだ？




『第１回　お兄ちゃんはどうしたら童貞だっきゃくできるか会ぎ』




「いえ─────い！」

　ぱちぱちぱち、と一人で拍手するむつみ。

　なんで童貞は漢字で書けるのに脱だつ却きやくは書けないんだよ。あと会議の議。

「はい、今日はこの問題について話し合いたいと思います！」

「…………」

「そもそもなぜ童貞なのか！」

　と言いながらペンを走らせる。




『なぜ童貞なのか？』




　同じようにむつみは、一人でどんどん言葉を続けながら、ホワイトボードに文字を羅ら列れつしていく。おいそれ会議じゃねえぞ。独演会だぞ。




『なぜ童貞なのか？


　→女の子の気持ちがわかってないから！

　→なぜわからないのか？

　→童貞だから！

　→童貞だから女の子の気持ちがわからず、わからないから女の子と付き合えない！

　→ずっと童貞のまま』






　と、そこまで書いたむつみは突然ホワイトボードをターン。

　裏面にでっかい文字で、




『→童貞スパイラル！！！！！！』




「やかましいわ！」

　オレは思わず叫んでいた。

「その理屈で言えば、童貞は永久に童貞じゃねえか。全人類は童貞のまま一生を過ごして近いうちに滅ぶことになるぞ」

「違うちがーう」

　サイドテールを揺らしながらブンブン首を振るむつみ。

「普通の人は、童貞のときにも心が少しずつ童貞じゃなくなってくんだよ。だから女の子の気持ちがわかるようになって、童貞スパイラルから抜け出せるの。お兄ちゃんはそこ成長してないから。フィジカル童貞に飽あき足らず、メンタル童貞でもあるから」

「勝手に変な言葉作るんじゃねえ！」

　ツッコミを入れつつ、内心ちょっとドキッとする。

　メンタル童貞。発想が根っからオタク。ひょっとしてこれ、同じこと言われてね？

「さて、そこで！」

　と、むつみの声がオレの意識を引き戻す。

「こんなこともあろうかと、むつみはこれを用意しました！」

「んあ？」

　バシーンとむつみが机に置いた紙を見る。

　一番上に書かれたタイトルを読む。

「童貞脱だつ却きやくフローチャート……」

「ふっふっふ、これを使えばあら不思議、お兄ちゃんに最適な童貞脱却方法が丸わかり──ああ、なんで丸めてゴミ箱に！」

「ゴミだからだ！」

「実はまだあるのです──」

　グシャ、ポイ。

「いいもーん！　まだこんなにあるもーん！」

　むつみは、弁当箱みたいな分厚さの紙束を取り出してくる。

「紙とインクの無む駄だ遣づかいやめろよ……」

　よくうちにそんなに紙あったな。

「あーもー、しょうがねえな」

　オレはむつみの手から紙を奪うばうと、机に乗せる。

　一回くらいやってやりゃ、こいつも飽きるだろ。

「えっと、なになに？」

　チャートの冒頭には『あなたは童貞ですか？』と書かれてる。

　試しに『いいえ』の選せん択たく肢しを選んでみる。




『噓うそはいけません。やり直し！』




「おい！　もし本当に童貞じゃなかったらどうするんだよ」

「いいの。お兄ちゃん以外の人がやることは想定してないんだから」

「オレが童貞なのは決まりなのかよ……」

　まあ童貞ですけどね……。

　仕方ないので『はい』を選ぶ。




『彼女がいたことはありますか？』




　白しら藤ふじのことが頭に浮かぶが、彼女とはお互い告白したりしてない。彼女とは言えないだろう。もちろん、それ以前に女子と付き合ったことなどない。なので『いいえ』だ。




『二次元ならありますか？』




「…………」

　まあ『はい』か。




『俺の嫁とか言ってるんだｗｗｗウケるｗｗｗｗｗ』




「バカにしてんのか！」

　とくに選択肢にもなってない。フローチャートに余計なコメントを入れないでほしい。

　オレはため息をつきつつ次のマスへ進む。




『あなたは初デートに行くことになりました。彼女と手をつなげますか？』




　これは『はい』だな。今日だって白藤の手を握ったし。

　サメやタコから逃げるときにとっさに摑つかんだだけだけど。




『うそだー！』




「さっきからなんでちょいちょいツッコミが入るんだよ！」

「お兄ちゃんが噓うそをつくから悪いんでしょー」

「噓じゃない！」

　強引に先へ進む。手を繫つないだんだから『うそだー！』に対しては『いいえ』だな。




『ラブホテルの使い方はわかりますか？』




「えっと……」

　もちろん使ったことはない。が、なんとなくイメージはできる。エロゲとかに出てきたことあるし。あれだろ、お金出して、部屋とか選ぶんだろ。受付は無人なんだろ。あれ、それじゃ部屋の鍵かぎはどうするんだ？　それにお釣りとかも。えーと…………。

　仕方なくオレは『いいえ』を選ぶ。

　これはさすがに噓をつくと、見み栄えを張ってるのがバレバレで、恥ずかしい。

　矢印をたどると、そこがゴールのようだった。

「えーと？」




『Ｃ　ラブホテルでもたもたしてる間に相手は帰ってしまい、童貞を捨てるチャンスを失ってしまうようなあなたは、知識不足のＣタイプ！　そんなあなたはラブホテルに行かなくても、童貞を捨てられる相手がいることに気づきましょう──』




「──そう、むつみとエッチしよう！」

「は？」

　後半は自分で声に出して読んできたむつみを見る。

　いかん、頭が痛くなってきた。

　ちなみにちらっと見たところ、チャートのゴールはＡからＥまでの五つあるが、全部最後に『むつみとエッチしよう！』と書いてある。

　脳みそ沸わいてるのか、この妹は。

「ほらほら、答えは出たよ、お兄ちゃん。私と一緒に、エロいことしよっ♪」

「気楽な感じで言ってんじゃねえよ！」

　オレはフローチャートが書かれた大量の紙束をゴミ箱に放ほうり込んだ。

「ひどーい！　お兄ちゃんのためを思って作ったのに」

「余計なお世話だ！　なんでお前にそんな心配されなきゃならないんだよ」

「だって、さっきの那な月つきさんとの話、ちょっと聞こえてたよ。お兄ちゃん、デート行って失敗したんでしょ？　その失敗、お兄ちゃんがオタクだからだって那な月つきさんは言ってるのに、お兄ちゃんは自分がオタクだって自覚がないんでしょ？」

「普通に聞き耳立ててたなお前！」

　オレは睨にらみつけるが、むつみはそれをガン無視して、

「それがメンタル童貞ってことだよお兄ちゃん。女の子の気持ちがわからない。わからない自分を認めない。認めないから成長しない。ずっと童貞のまま。ほらスパイラルだー」

「ぐぬぬ……」

　なんかむつみの言うとおりな気がして言い返せない。

「そういう人は、まずフィジカル童貞を脱だつ却きやくしてみるのも手だよ。だからむつみとエッチしよう」

「だからなんでそうなるんだっての！」

　前々からトンチキな妹だと思ってたが、今日はとくにひどいな。

「だいたい、オレがフィジカル童貞だろうがメンタル童貞だろうが、お前には関係ないだろ」

「か、関係あるもーん」

「あ？　どう関係するんだよ？」

「そ、それは……」

　と、むつみは途端に気まずそうに目をそらす。

　なんだ？　急に本気で困り出したぞ、こいつ。

「なんだよ。言ってみろよ」

「えっとー……」

　むつみは「どうしよう、これはきっと言わないほうが」とかなんとかつぶやいたあと、

「あ！　だ、だってお兄ちゃん。童貞のままだとＢＬの受けになっちゃうんでしょ？」

「まあ、そうだけど」

　正確には、ヒロインとして《役振りロールキヤスト》された相手とのＨシーンを経て、そのヒロインとのエンディングを迎えなければそうなる、という《ペナルティ》だが、だいたい合ってるな。

　と、そこでオレは違和感を覚える。

「……なんでお前がそれを知ってるんだ？」

「え？」

「お前と父さんと母さんには、《役振り》のことは言ったけど、《クリア条件》と《ペナルティ》の話はしてないだろ。なんで知ってるんだよ」

「げ」

　むつみは顔を引きつらせて変な声をあげる。

　そしてそのまま、頭を抱えてうーうーうなりだした。

「やっぱ無理だよーむつみにこんなにたくさんの情報処理しきれないよー」

「おい。お前、なに隠してるんだよ？　白状しろ」

「くっ、ここまでかっ。だが私が持つ秘密は決して明かさぬ。たとえどのような恥ち辱じよくを受けようとも！　どのような恥辱！　具体的には無理やりエロいこと！　ちらちらっ」

「そういう小こ芝しば居いはいいから」

「ちぇ」

「いまのフリに答えて、妹相手に陵りよう辱じよくごっことか始めるわけねーだろ」

「え？　じゃあごっこじゃなければ？」

「しねえっつってんだろっ！」

「ちぇー！」

　むつみはわざとらしく言うと、ベッドに腰かける。

「じゃあ正直に言うね、お兄ちゃん。むつみ──」

　オレのほうを上うわ目め遣づかいで見てきながら、




「──神様になっちゃった」












　…………えーと。

「……おい。お前、なに隠してるんだよ？　白状しろ」

「最初からやり直さないでっ」

　この前の仕返し──のつもりはなかった。あまりに理解不能なことがあると、脳は本当にフリーズするんだな。

「えっと、すまん。もう一度言ってくれ。なにがどうしたって？」

「だから神様。神様の《役振りロールキヤスト》をされちゃったの」

「…………」

　駄目だ。なんかの聞き間違いだと思いたいのに、やっぱり『神様』としか聞こえない。

「いや、待て待て……そうだ。きっとそうだ。あっはっは、そうだよな、会議の『議』も書けないお前のことだしな」

「え、なにが？　お兄ちゃんにバカにされると死にたくなるんだけど」

「そこまでかよ……じゃなくて、お前、それ神様じゃなくて上様だよ。『うえさま』って読むんだぞ」

「むつみが貧びん乏ぼう旗本の三男坊の振りした八代将軍なわけないじゃん！」

「詳しいなおい……」

「読み間違いなんてあるはずないでしょ。《役振り》は声で宣告されるんだから」

「そうだな……」

　それはオレもよく知ってる。あれはまさに天の声だ。『カミサマ』って言葉なら聞き間違いって可能性もなさそうだし、それじゃあマジなのか。本当にこのトンチキが神様？

「……っていうか、神様ってなにするんだよ。エロゲヒロインとかバトル漫画主人公の役なら想像できるけど、神様ってのは漠ばく然ぜんとしすぎだろ」

「えっとね、目的はよくわかんない。神様としてがんばれー、みたいなことしか言われなかった」

「なんだそのいい加減な『宣告』は」

「けど、能力みたいのはもらったよ。他人の《役ロール》と《ペナルティ》がわかるのと、《世界干渉インターウエイブ》を調整できるのと、他人の《役》を変更できるって」

「いや……いやいやいや、冗談だろ？」

　それが本当なら、それはまさに神の力だ。

「でも、これでお兄ちゃんの《ペナルティ》を知ってた理由はわかったでしょ？」

「いや……考えてみれば、那な月つきに聞いたって可能性もある」

「もうっ。白状しろっていうから白状したのにっ」

　とふくれっ面のむつみ。

「しょうがないだろ。いきなり私は神様ですって言われて信用できるか」

「それもそうか。そういうときは──じゃあ証拠を見せるね」

　むつみは立ち上がると、突然バスタオルを取り去った。

　白い肌が露あらわになる。ほっそりとしてまだまだ子供っぽい、けれどところどころに色気をのぞかせ始めている身体からだが、上から下まで丸見えに──いや。

「おまっ、なにやって……え？」

　オレはその光景に目を疑った。

　むつみの裸はだかの下半身の、見えてはいけない最後の砦とりでに、ぼんやりとモザイクがかかっていた。それも、わりと視認不可能な、けっこう粗めのモザイクだ。

「これは……」

「そう。これはお兄ちゃんのエロゲ主人公の《役ロール》が起こす《世界干渉インターウエイブ》だよ」

「え、うわぁ、マジかよ。こんなことになるのかよ……」

　この前那な月つきと左さ亮すけが冗談で言ってたが、本当にこうなるとは……。

　ってことは、つまり、今後オレがヒロインとエロいことをするときも、こんなふうにモザイクが出現するってことか？

　エロゲをプレイしてるときは気にならなかったけど、現実でこれは、ちょっと……。

「ん？　でも、オレが風呂に入ったときは、べつにモザイクなかったぞ」

「バカだなぁお兄ちゃん。お兄ちゃんが一人でお風呂に入ってるシーンがイラストに起こされると思う？　そんなのむつみくらいしか見たがらないよ」

「お前は見たがるのかよ」

「だからむつみが見に行くと、モザイクが発生しちゃうんだよね、きっと」

　言いながらむつみはシクシクと泣なき真ま似ね。兄の裸が見れなくて泣く妹とか、頭おかしいからやめてほしい。

「えっと、つまり、イベントＣＧになりそうな場面でだけ、オレの周りにはモザイクが発生するのか……」

「妹の【ピー】が見れなくて悔しがってるお兄ちゃんに、ここで朗報！」

「お前のはなにも悔しくねえよ！」

　なに口走ってんだこいつは！

　いまの規制音もエロゲの《世界干渉》だな、きっと。

　むつみは気にする様子もなく、腰に手を当てながら言う。

「神様のむつみは、《世界干渉》を調整してこのモザイクを消すことができます。さっそくやってみましょう！」

「ちょ、お前、待て！」

　料理教室みたいな気楽なノリで言うな。

　オレは止めようとするが、モザイクを消そうとしてる妹を止める方法など知らない。

　むつみは「ふんっ」とどことなく気の抜けた声を漏らす。

　次の瞬間──視界一面がモザイクまみれになった。

「んなっ!?」

「あれ？」

　むつみの下半身どころか全身、オレの身体からだ、部屋の机もベッドも壁も床も天井も、なにもかもすべてがモザイクと化した。残っているのは、二人の顔部分だけだ。

「お、おい。なんだよこれ！」

「失敗しちゃったー。元に戻すね」

　むつみはもう一度「ふんっ」と気合いを入れる。すると、モザイクは消え去って、元のとおりむつみの下半身だけが隠される。

「どういうことだよ……」

「えっとー、実は、能力の調整がうまくできなくて、暴走しちゃうときがあるんだよね」

「二度と使うな」

　いまのはモザイクだったから実害は（たぶん）ないだろうけど、《世界干渉インターウエイブ》の種類によってはとんでもないことになりそうだ。

「ちなみに、《役ロール》の変更も同じ感じでさ」

「どういうことになるんだ？」

「変更はできるけど、なんの役に変わるかはわからないんだよね。今日こっそり、クラスで試したんだけど、ヤンキー漫画の主人公の《役振りロールキヤスト》されてるからって言い訳していじめやってた男子の《役》をこっそり変えたら、蛇パニック映画で調子に乗って殺される不良役になっちゃって、教室に蛇が大発生！」

「マジで二度と使うな！」

「本当はヤンキー漫画の最初数コマで主人公にボコられる不良の役にしようと思ったんだけどね」

「ああ、大抵いるよな、そういう雑ざ魚こキャラ……」

　それはともかく冗談じゃない。現状、オレはハーレムエロゲの主人公の役で満足している。《ペナルティ》でＢＬの相手役にさせられるのは嫌だが、それはもっと切せつ羽ぱ詰つまってから考えればいいことだし。

「でも」

　と、むつみは唇くちびるをとがらせ、上うわ目め遣づかいにオレを見てくる。

「このままだと、すれ違ったままでしょ。お兄ちゃんと相手のヒロインの人」

「？　なんの話だ」

　オレと白しら藤ふじがすれ違ってる？

「たしかに初デートですぐに《役振り》の目標達成とはいかなかったけど、べつにすれ違ってるってほどじゃ──」

「……お兄ちゃん、もしかしてまだ気づいてないの？」

「だから、なんの話だよ」

　オレが問うと、むつみは呆あきれたようにため息をついた。

　そして──オレはようやくその事実を知る。

　主人公オレとヒロイン白藤のすれ違いの事実を。




「相手の人の役は、ラノベヒロインなんだよ、お兄ちゃん」





第４話　「どれくらいエッチなの？」







　翌日。

　朝の教室で、オレは落ち着かない気分で、登校してくる白しら藤ふじを待っていた。

　昨日の初デートの衝撃など、もうどっかに行ってしまった。

　そのあとに知った事実のほうが、よっぽどオレの精神を動揺させた。

　妹のむつみが神様の《役振りロールキヤスト》をされていたこと。

　白藤の役がラノベヒロインで、オレの役であるエロゲ主人公と食い違っていること。

　昨日、むつみにその事実を聞いてから例の『ロールキャストＷｉｋｉ』で調べてみたが、そんな事例は見当たらなかった。

　オレの周りで、なにが起こっているのだろう。

「むつみちゃんが神様に……」

「そりゃとんでもない話だな」

　と、オレの話を聞いた那な月つきと左さ亮すけも驚いたようだった。

　那月は今日もほわっとした雰ふん囲い気きを発揮し、左亮のほうも、まあいつもどおりだ。

　と、左亮が言ってくる。

「でもよ、むつみちゃんは大変だが、お前と白しら藤ふじの食い違いは、なにか問題あるか？」

「どういうことだよ」

「だってさ、白藤はお前が相手役だってはっきり『宣告』されたわけだろ？　だったら、べつにジャンルが違ったっていいんじゃね？」

「うーん」

　たしかに、ジャンル違いの《役振りロールキヤスト》をされた相手同士が付き合ってはいけない、なんて決まりはない。

「そもそもよ、ラノベとエロゲのヒロインの違いってなんだ？」

「えっと、それは……」

　そう言われると困るな。

「ぶっちゃけて言ってしまえば、十八禁シーンがあるかないか……だと思うけど」

「けど、最近はエロゲ並みにエッチなことするラノベも多いよ？　もちろんイラストの描えがき方は違うけど、再現したらそんなに違いはないと思う」

「あ、そうなんだ」

　さすが那な月つき、詳しいな。さすなつ。

「実際に、その、しっかりＨしてるシーンを書くラノベだって少数とはいえあるし、ラノベとエロゲで、ヒロインの行為に差があるかっていうと……」

「モザイクで隠すか、湯気や光で隠すか、くらいの違いか？」

「あ、それはたしかに」

　左さ亮すけの言葉に妙に納得する。

　けど、それも表現の差ってだけで、ヒロイン自体になにか変化があるわけじゃない。

「やっぱ、そんなに気にすることはないんじゃねえの。白藤がラノベヒロインでもエロゲヒロインでも」

「うーん……」

　そうなのだろうか。

　なにかその結論には落とし穴があるような気がするけど……。

　と思っていると、白藤が登校してきた。

　完かん璧ぺきに着こなした制服も、頭の高い位置で綺き麗れいに結ったポニーテールも普段どおり。昨日あれとまったく同じ格好でオレとデートしてたなんて、噓うそみたいだ。

　オレは那月と左亮に手を振って、彼女のところに向かう。二人が後ろでヒューヒュー言っててクソうるさい。小学生かあいつらは。

「白藤、おはよう」

「鶴つる見みくん。き、昨日はごめんなさい」

　観覧車から殴なぐり落としたことだろう。何度も謝ったのに、また改めて謝ってくるんだから律りち儀ぎなもんだ。

「痛かったでしょう？　私だって突然あんなことされたら痛いもの。きっと、初めての経験でびっくりしたでしょうし」

　なんか、いろいろ誤解を招きそうな言い回しだな……。

「い、いいって。《世界干渉インターウエイブ》に巻き込まれただけだしさ。それより──」

　と、オレはさり気ない感じで質問する。

「白しら藤ふじは、ラノベのヒロインなのか？」

「え？　ええ、そうだけど……」

　オレの問いの意味がわからないようで、不思議そうに答える白藤。

　が、すぐにピンときたようで、目を丸くしてオレを見てくる。

「え？　鶴つる見みくんは……ラノベの、主人公じゃないの？」

「実はな。オレが宣告されたのは──エロゲの主人公なんだ」

「エロゲ……」

　白藤は、愕がく然ぜんとした様子でオレの言葉を繰り返す。

「そうだったの……どうりで昨日の昼食時の会話が、ときどき嚙かみ合わないと思ったわ」

　マジか。オレのほうは全然そんなの感じてなかったぜ。

　しかし、言われてみると、思い当たる節ふしはたくさんあるな……。

「ところで、鶴見くん」

「ん、なんだ？」




「──エロゲって、なにかしら」




「へ……？」

　あまりにも予想外な質問が飛んできて、オレはしばらく固まってしまった。

「ごめんなさい。私、そういう文化には本当に疎うとくて。実は、自分がラノベヒロインだと宣告されたときも、ラノベという言葉がわからなくて調べて、初めて『ライトノベル』という言葉を知ったくらいなの」

「そうだったのか」

　けど、考えてみれば当然だ。白藤は小学生のころに少女漫画を少し読んでいたくらいでオタク文化には詳しくない。ハーレムという言葉も知らなかったほどだ。

「正直、いまだにラノベというものがどのようなものなのかは、よくわからないわ。大おお雑ざつ把ぱに、イラストが多く挿入された小説作品、と認識しているけれど、合ってる？」

「あ、ああ、それでいいと思うぞ」

　細かいことを言うと難しくなるし、キリがないしな。

「じゃあ、エロゲというのはなにかしら」

「う……」

　オレは言葉に詰まる。こっちはラノベと違った意味で説明が難しい。

「えっと、だな……まあ、簡単に言うと、エロいシーンのたくさんあるゲーム、だな」

「エロいゲーム、略してエロゲというわけね」

「そうだな。オレのエロゲ主人公役としての《クリア条件》も、ヒロインとの、そ、そういうシーンを経るってものだし」

　オレは勢いに任せて言ってしまう。しかし考えてみるととんでもない発言だなこれ。

「なるほど。つまり、私と鶴つる見みくんがエロいことをするのね」

「躊ちゆう躇ちよないな!?」

　白しら藤ふじとしては、純粋に《役振りロールキヤスト》に関するすり合わせをしてるだけのつもりなんだろうが、聞かされるこっちとしては心臓がバクバクもんだ。言い方をもう少し考えてほしい。

「エロい、というのはどのくらいのものなのかしら？」

「ど、どのくらいって？」

「ラノベについて知らなければと思って、ハーレムラノベと言われている作品を何冊か読んだのだけど、ラノベにもエロいシーンはけっこう出てくるでしょう？　だとしたら、ヒロインとして、私のやるべきことになにか差はあるのかしら」

　それはまさに、さっきオレと那な月つきと左さ亮すけの三人で話していたことだった。

　エロゲという言葉を知ったばかりでその疑問に行き着くとは、さすが白藤。さすしら。

「えっと……」

　オレはさっきの会話の内容を簡単に説明しようとするが、そのためには前提としてエロゲの知識が多少は必要だろう。まずはそこからだろうか──。

「うぃー、席につけお前らー」

　と、酔っ払いみたいなダラけた態度で、サンディ先生がやってきた。あの人、いっつもあんな感じだから相手の主人公役が逃げたんじゃないのか？　……口が裂けても本人には言えないけど。

　話の途中だったが、オレも席に戻る。

「鶴見くん──」

　その背に、白藤が小声で呼びかけてきて、オレは視線を向ける。

　白藤は、ほんのわずかな笑みを浮かべて、




「エロいこと、あとでもっと詳しく教えてね」




　そんなことを言ってくるのだった。












　だから言い方！
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　放課後。

　オレは白しら藤ふじと一緒にサンディ先生のところへ行き、白藤が実は、ハーレムラノベのヒロインを《役振りロールキヤスト》されていたことを説明した。

「おいおい、マジか。そんなことがあるのか」

「サンディ先生でも聞いたことないんですか。『ロールキャストＷｉｋｉ』にも載ってなかったですけど」

「ああ。知らないな。噂うわさ話ばなしを集めた系のサイトにならあるかもしれんが、あのへんはほぼ噓うそというか、ネタしかないからな……」

　サンディ先生はちょっと考え込む仕草をして、

「一応、海外の事例で、日本語に翻ほん訳やくされてないニュースや論文もチェックしてみる。見つけて、参考になりそうなことがあったら教えてやるよ」

　さすが帰国子女。たしか六カ国語くらいは操れるんだっけ。

　それもエロゲヒロインとして相手役を探すためにした努力らしいけど。

「んじゃ、まあ、白しら藤ふじのほうは登録しなおしとく」

「よろしくお願いします」

　ひらひらと出席簿を振るサンディ先生に、丁寧に頭をさげる白藤。

「んで、どうなんだお前ら、調子は」

　サンディ先生は急にフランクな感じで訊きいてくる。「げひひ」と下品な笑い声つき。おいあんた本当に教師か。

「いや、まあ、ぼちぼち──」

「昨日デートに行きましたが、うまくいきませんでした」

「白藤!?」

　なんでデートの結果を担任に報告しちゃうの？

「やはり、お互いの役を勘違いしていたことが原因かと思います。今後はラノベとエロゲのギャップを考慮した上で、目的達成を目指したいと思います」

「そーかそーか、うまくいかなかったか」

「あんたはなんでそんなに嬉うれしそうなんだよ！」

「べ、べつに嬉しくないよー？　世界中のカップルというカップルが破局すればいいなんて思ってないし」

「…………」

　なるほど。

「そ、それで？　次はどうするか決めてるのか？」

「べつに……」

　決まってても、わざわざあんたに言ったりしねえよ！

　と思ったら白藤が、

「実は、提案があるのだけど、鶴つる見みくん」

　白藤は自分のカバンから一冊のラノベを取り出した。

　緑色の装そう丁ていの、ラブコメを多く刊行しているレーベルだ。

　白藤が出したのも、少し前に大ヒットしたラブコメだった。

「これによると、ラノベヒロインは、主人公とデートするときには、私服を披ひ露ろうするもののようね。それによって、制服を着ているキャラの、普段とは異なった姿を見せることになる。これもサービスシーンというものね？」

「お、おう。そうだな」

「だとしたら、私は昨日、そのサービスシーンを演出するチャンスを逃してしまったことになるわ。制服で現れた私を見たときの鶴見くんの反応も、理解できる」

「あ、わ、悪い」

　でも……そうだな。

「たしかに、白しら藤ふじの、制服以外の格好は、見てみたいな」

「じゃ、じゃあ──」

　と、白藤はそのラノベの、栞しおりを挟んであったページを開く。

　そこには、こちらに向かって微笑ほほえみかける、私服姿のヒロインのイラストがあった。

「こういう服が売っているお店に、連れていってくれる？」

「わ、わかった」

　オレはアホみたいに頷うなずく。

　──がつん！

「いって！　サンディ先生、なにしやがる！」

　出席簿の背表紙で叩たたかれたすねを押さえながらオレは声をあげる。

　サンディ先生は、オレに一撃を加えたそれで、自分の肩をトントン叩きながら、

「けー！　行け行け、さっさと行っちまえ」

　あっかんべーとおしりぺんぺんをしてから、教室を飛び出していった。

　あいつ本当に教師かよ……。
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　というわけで、オレと白藤は駅を三つほど移動し、ショッピングモールへやってきた。

　この地域ではかなり大きいのだが、学校からはオレの家と反対方向になるので、来たことはほとんどない。

「えっと、女性用の洋服売り場は……」

　と、店内地図を探すオレに、白藤が言ってくる。

「ごめんなさい。今日は、事前のチェックはしてないの。私もここに来たことはないし」

「そ、そうか。べつに謝ることはないだろ」

　ショッピングモールに来るのに事前にお店を調べてくるほうがおかしい。

「でも意外だな。白藤のことだから、調べてきてるもんだと思ったぜ」

「昨日の件で学んだのよ。デートのときは予定を立てすぎないほうがいいのかも、って」

　ってことは、白藤はこれもデートだと思ってくれてるってことか。

　そう思うとなんだか緊張してくるな。

　前回はほとんど白藤に任せっきりだった。

　今日は、オレがしっかりリードしなければ！

「じゃあ適当に見て回ろうぜ。気になる店があったら覗のぞいていこう」

「！　──ええ！」

　白藤は、まるで初めて映画館に入る子供みたいな表情で頷いた。

「そんなに楽しみか？」

「ええ。適当に見て回る、なんて生まれて初めてかも」

「マジか」

　そりゃ全力で適当に回らないといけないな。
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　しかし適当ってのは意外と難しい。

　オレと白しら藤ふじは正面玄関を抜けて、二階にあるというレディース売り場を目指した。

　しかしここですでにトラップが発動していた。

　オレたちが入った駅直通の入り口が、実はすでに二階だったのだ。

　従って、二階に上がろうと思って一つ上の階に行ったら、三階に出てしまった。

　二階に戻りたいが、下りエスカレータはいまいる南館ではなく、隣の本館にしかない。隣の本館に行くには連絡通路を通る必要があるが、連絡通路は地下一階と三階と五階にしかない。仕方ないので上りエスカレータで五階に上がり連絡通路を通って本館に行くと、目の前にエレベータがあった。こっちのほうが早いと思ってエレベータに乗ると、それが直通で地下一階まで降りてしまった。上りエレベータを待つが全然やってこない。地下階のエスカレータは南館にしかないとのことで、仕方なく地下一階にもあるはずの連絡通路で南館に移ろうとするが、いくら探しても見つからない。変だと思ったら、南館のほうが高い土地にあるみたいで、南館の地下一階は本館の一階なんだそうだ。ところでオレたちはいまどこにいるんだっけ。どこを目指してたんだっけ……あーもーなんだこのショッピングモール！　ダンジョンか！

　さっきの発言訂正！　たかがショッピングモールと侮あなどらず、事前に目的の店への行き方くらいはチェックしておこう！

　けっきょくオレたちは、まだ一軒の服屋も見つけられないまま、通路にあったベンチで休憩していた。

　近くのアイスクリーム屋で買ったアイスを手に持って。

「……悪いな、白藤」

「どうして謝るの？」

「いや、オレが適当に回るなんて言ったばかりに」

「いいえ。迷うという行為も新鮮だもの。それに、そのおかげでこれが食べられるし」

　と白藤はソフトクリームをひと舐なめする。小さな舌が白いクリームをすくい取り、口へと運ぶ。

「……美お味いしいっ」

「そんなにか？」

「アイスなんて、食べるの何年ぶりか……もう思い出せないくらい昔だから」

「マジかよ」

　白しら藤ふじのことだから、必要のない栄養は摂とらないとか、そういうことか。

「ふふ」

　と白藤は不意に笑みを浮かべた。

「どうした？」

「いえ……鶴つる見みくんとのデートは、初めてや久しぶりがたくさんあって楽しいわ。主人公が鶴見くんでよかった」

「白藤……」

　突然の言葉に、オレは心臓が跳ね上がる。

　クリームが溶けて、手にポタポタ落ちるのも気づかず、オレは白藤の笑みを見つめてしまった。

　と、そこへ。

「だー！　さっきからなにをモジモジモジモジしとるんじゃー！」

「っ!?」

　突然物もの陰かげから飛び出してきた人物に怒鳴りつけられて、オレは飛び上がる。

「って、サンディ先生。なんでこんなところに？」

「あ……」

　ピキ、と変な音が聞こえそうなほど不自然に動きを止めるサンディ先生。金色のツインテールまで空中で静止した。

「あんなところに刻とき原はらさんと馬ば場ばくんも」

　と白藤が指差す先を見れば、サンディ先生が飛び出してきた物陰から、見み憶おぼえのある顔がこちらを覗のぞいていた。

「お前ら……なにしてやがる」

「いや、その、えーと」

「あの、これは、だな」

　たどたどしく言いながら顔を見合わせる二人。

「おう、はっきり言えよ。なんだよ」

　二人の代わりにサンディ先生が腰に手を当てて言ってくる。

「見ればわかるだろ、尾行だ！」

「あんたは堂々としすぎでしょ！」

　止めろよ、教師なんだから。

「そんなことより！」

「そんなことじゃないですよ……」

　サンディ先生はオレを無視して、白しら藤ふじにビシッと指をさす。

「お前はなにをやってるんだよ」

「デートです、サンディ先生」

　お、おう、直球で言われると照れるな……いてっ！

「いちいち照れるな、キモい！」

「教師が生徒にキモいとか言うな！」

　サンディ先生はまたオレを無視して、

「デートです、じゃねえ！　なにほのぼのほのぼのやってるんだ。二十世紀のラブコメかっての！　そんなんで読者がついてくると思うな！」

「いや、読者って、なに言ってるんですか」

「だから！　お前らは！　いま！　エロゲ主人公とラノベヒロインを《役振りロールキヤスト》されとるんだろーが。だったら現代にふさわしいラブコメのデートをして見せろと言ってるんだ」

「べつにオレたち、人に見せるためにデートしてるわけじゃ──」

「どうすればいいんですか、サンディ先生」

　おおう。白藤が食いついた。

　さすが勉強熱心な白藤。サンディ先生の妄言からも知識を得るつもりのようだ。

　白藤の言葉に、サンディ先生はニヤリと笑みを浮かべると、

「よく見てろ」

　と言うと、突然オレの手を取ってきた。

「──あら、鶴つる見みくん、いけない子ね。手をこんなにベタベタに汚して」

「っ……！」

　突然の口調の変化に、ゾワワッと鳥肌が立った。

　そういや、ソフトクリームが溶けて、オレの手はえらいことになっていた。いや、ここまで溶けてしまったのは、サンディ先生の乱入のせいなんだが。

「もったいないわ。はむっ」

「ちょ、サンディ先生!?」

　サンディ先生はオレの指を口にくわえた。唇くちびるがモグモグと蠢うごめき、舌がチュパチュパと音を立てて、クリームを舐なめとっていく。

「んはっ……鶴見くんの白いあれ、あむ……甘くて、んちゅ、おいしいっ」

「あの、もう、いい加減にっ──」

「そんなこと言って、本当はもっとして欲しいんでしょ？」

「……っ！」

　たしかに、サンディ先生の舌使いは絶妙だった。くすぐったいような心地いいような、脳がとろけそうな感触。加えて、とても成人女性には見えない幼い外見と、インモラルな唇くちびるの動きが、ギャップを醸かもし出す。

　オレはロリコンではないけれど、それでも思わず見入ってしまう妖よう艶えんさだ。

「…………」

「…………」

　気づくと、那な月つきと左さ亮すけの視線が痛い。白しら藤ふじだけは、興味深げにサンディ先生を観察している。その態度は、それはそれで気まずい。

「も、もういいでしょ。放してください」

「あぁん、もっと、鶴つる見みのもの、舐なめさせろよぉ」

「放せっての！」

　この人、本気で興奮してきてねえか？

　なんか息が荒くなって顔が赤くなって、口調も元に戻ってるし。

　オレは無理やり、サンディ先生の口から指を引き抜いた。

　じゅるり、と垂たれた唾だ液えきを飲み込んでから、物惜しげに口を尖とがらせるサンディ先生。

「なんだよ、もう終わりかよ。ここからがいいところだったのに」

「あれ以上なにをやる気だったんですか！」

「そりゃお前、エロゲのイベントシーンになりそうなのをずっぷりと」












「擬音自重しろ！」

　あと指で輪っか作って人差し指差し込むジェスチャーやめて！　教師！

「……だいたい、白しら藤ふじはラノベヒロインなんだから、まんまエロシーンやっても意味ないでしょ」

「いやいや、ラノベだって充分エロいだろ？　最近どんどん過激になってるみたいだし」

「でも、いまのはちょっと古くさいかなぁ」

　という那な月つきの言葉にサンディ先生が固まる。

「え？　ふる、くさ、い？」

「うん。その、いまのラノベの過激なシーンって、契約のためとか力を得るためとかの理由付けがある場合が多いし、必然性のないサービスのためのサービスシーンみたいなのはむしろ減った感じだよぉ」

「なっ!?」

「ラブコメも、エッチなシーンよりはキャラの掘り下げや人間関係を描えがくことに力を入れてるし、ヒロインがエッチなことをすれば喜ばれるっていうのは、いまの時代には合わないと思う」

「時代に、あわ、ない……」

　あわあわあわ、と虚うつろな声を漏らすサンディ先生。

「あ、もちろん、エッチなシチュエーションをとことん追求した作品とか、あえて一時代前のテイストで描いた作品もあるから、サンディ先生のやり方も悪いってわけじゃないけど──」

　なんて那月はフォローするが、サンディ先生のほうは聞く耳持たない。

　目をぐるぐるうずまきにして手をバタバタ振り回しながら、

「ふるくない！　行き遅れじゃないもん！　まだ主人公が現れないだけだもん！」

　わんわんわめきながら走っていってしまった。

「あ、サンディ先生！　待って、行き遅れなんて言ってないよー！」

　慌あわてて追いかけていく那月。

　最後に残った左さ亮すけは、

「じゃ、ごゆっくり、お二人さん！」

　と片手を挙げると、すごい勢いで去っていった。とっ捕まえる余裕もない。ちっ。

「なにしに現れたんだ、あいつらは」

　オレは呆あきれながら、サンディ先生のよだれでベタベタになった手を拭ふく。

　と、その手を白藤がじっと見ていた。

「……どうした」

「その……私も舐なめたほうがいいかしら。鶴つる見みくんの白いあれ」

「舐なめなくていい！」

　あと言葉も真ま似ねしなくていいよ！

　本当に、教育に悪いな、あの教師は！
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　けっきょくコーンだけになってしまったソフトクリームを食べ、手を洗ってから、オレと白しら藤ふじはふたたび移動する。

　今度はちゃんとルートを調べ、そのとおりに歩いて、なんとか、レディース売り場のフロアにたどり着いた。

「それで、えっと、ど、どんな服がいいのかしら」

「え？」

　と、めっちゃ震ふるえてる声の白藤に目を向けると、

「なな、なにがなんだかわからなくなってきたわ……」

「なんで!?」

　白藤は剣士のようなキリッとした表情のまま、だらだらと汗を垂たらしている。まるで圧倒的実力差のある敵に遭そう遇ぐうした冒険者だ。歴戦の強者だけが、その脅きよう威いを理解できる、みたいな。

　しかし、目の前にあるのは魔物ではなく服屋である。

「あー、そういや、私服はジャージとパジャマしか持ってないんだっけ」

「そう。ジャージ選びなら自信があるのよ。二十秒でレジに持っていけるわ」

　すごいけど、洋服選びはそういうものじゃない。

「そうだな。白藤に似合うのは、やっぱ清せい楚そな感じの──」

「せ、清楚っ？　私、清楚なの？」

「お、おう、そう思うけど」

「清楚……私が、清楚……」

　と白藤はなにやらブツブツつぶやいている。

　そんなに意外だったかな。

　いつまでもエスカレータ付近にいるのも邪魔なので、オレたちは歩き出す。

「お、あそこの店なんかいいんじゃないか？」

　とオレが指差したのは、白っぽい内装の店舗だ。端のほうにはファンシィな小物も置いてる、可愛かわいい系のショップである。

「そ、そう？　私にはちょっと可愛すぎるような……」

「そうか？」

「ええ。どちらかといえば、あっちのほうが似合ってると思うわ」

「ん？　……って、ありゃスーツの店じゃないか！」

「ほら、店頭に四割引の商品があるのよ」

「売れ残ったリクルートスーツだな！」

「もう四年もしたら必要になるだろうし」

「気が早すぎる！」

　まったく……水族館のときのリードっぷりはなんだったんだ。

「いいから、行こうぜ」

　と、オレは──白しら藤ふじの手をとって、可愛かわいい系の店のほうへ向かう。

　白藤は、あ……とつぶやいたが、逆らうことなくついてきた。

　店内は、驚くほど華やかだ。

　置いている服はほとんど白、あるいはピンク。

　香水も売っているようで、フローラルな薫りが鼻をくすぐってくる。

　男一人じゃとても入れない場所だ。

　そして、男以上に動揺してる委員長が一人。

「わ、私がこんな店に入って、補導されたりしないかしら」

「されないから！」

　オレは手近にあったワンピースを手に取り、白藤に渡してみる。

「ほら、これなんかさっきの絵の服に似てるぞ」

「た、たしかに」

　白藤は服を受け取ると、抜き身の刀でも渡されたみたいに、おっかなびっくり眺ながめまわしてから、戸と惑まどいがちに服を身体からだの前に持ってくる。

「……どう、鶴つる見みくん？」

「似合うと思うぜ。サイズが合うか試してみたらどうだ？」

「そんな。それじゃ、試着しなきゃいけないじゃない！」

「そのつもりで言ったんだけど!?」

　思わずツッコんでしまう。

　しかし白藤は「あうう」とか変な声を出しながら店内を行ったり来たり。

「えっと、ひょっとして狭いところも苦手だったりするのか？」

「いえ、そんなことはないわ。けど、試着なんてしたことがなくて」

　マジかよ。

　まあ、ジャージとパジャマしか買わないなら、それもわかるか。

　やがて、白藤は決心がついたのか、胸の前で拳こぶしを握りしめ、大きく頷うなずいた。

「──覚悟を決めたわ。行ってくるわね、鶴見くん」

「お、おう」

　普段の白しら藤ふじと変わりすぎだ。おかげで、オレのツッコミがどんどん増えていく。

　順調にハーレム主人公として成長してってる気分だ。

　いいのか悪いのか……。

　と、ほどなくすると、試着室のカーテンが開いた。

「こ、こんな感じでいいのかしら」

「ん、どれどれ──」

　と、試着室を覗のぞき込んで、オレは固まった。

　天使がそこにいた。

　背後に広がる髪は、まるで天使の羽のようだった。

　純白の衣装は、天国で織られたと錯覚しそうなほど。

　ワンピースはスレンダーな白藤によく似合っていた。

　フリルを抑えた清せい楚そなデザインは、白藤の落ち着いた印象をアップさせ、大人な雰ふん囲い気きを漂わせる。

　普段の、剣士のような鋭さは消え、その奥に隠されていた穏やかさ、柔らかさが前面に出てきていた。

「鶴つる見みくん？　どうしたの？　ひょっとして、似合ってない？」

「……っ！　わ、悪い。その、見とれてた」

「見とれっ!?」

「いや、すごく似合ってるよ。その……めちゃくちゃ、かわいい」

「っ」

　ぼっ、と水が一瞬で湧わき上がったような音が響いた。

　白藤は顔を真っ赤にしてカーテンを閉めようとする。

「お、ちょっ、どうした」

「もう試着は済すんだわ」

「待て待て。自分ではちゃんと見たのか？」

「こここここんな恥ずかしい格好、見られるわけないでしょう」

「恥ずかしいって、普通のワンピースだぞ」

「鶴見くんに試着しろって迫られてしたけど、裸はだかより恥ずかしいわ……」

「そこまで!?」

　妙な誤解を招きそうな言い方をしないでほしい。

　ボンデージファッションでも着せたみたいじゃないか。

「とにかく、もう今日はこれで終わり！　続きはまた今度にするわ」

「その服は買わないのか？」

「……一度家に帰って、考え直すことにするわ」

　ジャージを二十秒でレジへ持っていくのと同一人物とは思えない発言だ。

　まあオレも、この前ワックスやらなんやらを買ったときは、しばらくコンビニ店内をうろついたけどさ。そしてマンガとか買うときは秒レベルだったけどさ。

　まあ、無理強いはよくないか。

　と、そのとき──パ、パ、パ……と店内の照明が一気に消えていった。

　なんか嫌な予感……。

　──ピンポンパンポーン。

『お客様にお知らせいたします。ただいまゾンビ映画主人公の《役振りロールキヤスト》の《世界干渉インターウエイブ》により、当施設本館にゾンビが発生いたしました』

「だからそんな役でショッピングモールにくんなよ!?」

　ショッピングモールとゾンビは恰かつ好こうの組み合わせ。ってことは、その人が来るたびに、このモールはゾンビに襲撃されるのだろうか。もしそうだとすれば、対策もしっかりなされてるはずだから、そんなに焦ることもないか……。

『お客様にお知らせいたします。ただいま、ゾンビの群れが本館から南館へ移動を──ああ！　いや……きゃああああああああああ！！！！』

　臨場感抜群の悲鳴を最後に、放送はブツッと途と切ぎれた。

「対策、しとけよちゃんと！」

　思わず律りち儀ぎにツッコんでしまう。

「鶴つる見みくん」

「そ、そうだな。避ひ難なんしないと」

　白しら藤ふじに言われ、オレは頷うなずく。こんなところでツッコみ続けてても仕方ない。

「で──ここ、どこなんだっけ？」

「南館二階よ。本館からの連絡通路は地下一階と三階と五階にあるから、上下階からゾンビがやってくる可能性があるわ。外の非常階段に出る避難口があちらにあるから、そちらに避難しましょう」

　すげえ。すでにこのモールの構造を憶おぼえてるうえに、避難経路まで確認してたのか。

　感心してるオレの手を取り、白藤は走り出す。

　店の商品を着たままだが、緊急事態だから仕方ないだろう──と思ったら、白藤は財布から出した金をレジに置いていく。十円単位までぴったり。ますますすげえ。





　　　　　　　　　☆






　フロアに人は全然いなくなっていた。最初の放送がかかったときに、全員さっさと避難したんだろうか。っていうか、逃げるならオレらもちゃんと誘導してくれ、店員……。

　カチッ、カチッ──とついたり消えたりして臨場感たっぷりの蛍光灯の下、オレたちは警戒しつつ進む。

　電力供給がなくなったわけじゃないんだろうけど、《世界干渉インターウエイブ》の影響なんだろう。

「こっちは大丈夫……」

「エスカレータのほうも問題ないぞ」

「じゃあ、行きましょう。こっちよ」

「お、おう」

　白しら藤ふじは気づいてるんだろうか。

　オレたち、さっきからずっと、がっつり手を握ってるんだけど……。

　それも、白藤のほうから握ってきたので、彼女のほうが放そうとしない限り、放すことはできない状態だ。

　しかし、いま指摘して、白藤がパニクっても困る。黙っておこう……。

　なんてことを思ってる間にフロア奥のトイレ近くまでやってきた。なんか、こういう狭い通路の奥に、非常口があるイメージだな。

「お、この先か？」

「……ごめんなさい」

「え？　どうしたんだ」

「道を間違えたわ。非常口はあちらの角だったみたい」

　白藤はフロアの反対側を指差す。ああー、よくあるよくある。

「なんだ。じゃあ、そっちに行こうぜ──」

「うううああああああおおお……」

　と、オレの声を遮さえぎって、変なうめき声が響き渡った。

　げ、まさか。

　視線を向けると、フロアの通路の角を曲まがって、ゾンビが姿を現した！

　青白い肌に、ところどころが剝はがれて赤黒い肉がのぞいている。すごいリアルだが、特殊メイクをした人がふざけてるみたいにも見えて、現実感がない。

「くそ、もうここまで来たのかよっ」

　これでは、フロアの反対側に行こうとすると見つかってしまう。

「きゃああっ！」

「どうした!?」

　白藤の悲鳴に振り向けば、反対側の通路からもゾンビが迫ってくる。

「ううううああああおおおお……」

　呻うめき声をあげ、ゾンビが白藤に手を伸ばす。

　白しら藤ふじは腕を振って牽けん制せいするが、ゾンビはひるまない。

　鈍どん重じゆうそうな動きなのに、しっかりと距離を詰めてくる。

　よだれだかなんだかわからない液体を垂たらしながら、ぐわっと口を開ける。

　このままでは白藤が喰くわれてしまう。

「おりゃあああああああっ」

　気づくとオレは、手近のマネキンを抱え上げ、ゾンビに叩たたきつけていた。

「ううううああああおおっ……」

　ゾンビがひっくり返る。が、そのまま這はって前進を続け、白藤の足首を摑つかんだ。

「きゃっ」

「この、放せ」

　マネキンを何度も腕に叩きつける。わずかに緩んだ隙すきに、白藤が足を引き抜き、オレたちはゾンビから離れる。

「ううううううあああああおおおお……」

　げ、さっきのゾンビ、もうこんなところにいやがる！

　見れば、ゾンビはどんどん増えている。反対側の非常口に向かうのはもう無理っぽい。

「くそっ」

　オレはマネキンをゾンビに叩きつけ、その隙に白藤を連れ、狭い通路の先のトイレに飛び込む。そのまま個室に入り、鍵かぎをかけた。

「鶴つる見みくん……」

「し、静かに。ここにこもってゾンビをやり過ごすんだ。しばらく待てば、《世界干渉インターウエイブ》も収まるはずだし」

　言ってからオレは気づく。これ、ゾンビに襲おそわれる人の典型パターンじゃねえか。

　いまにもひたひたと足音がしてゾンビがやってきて……

　──ひたひた。

　……そうそう。こんな感じ。

　で、息を殺してると、足音は一いつ旦たん遠ざかるんだ。

　──ひたひたひた……。

　そう。それで、いなくなったと思って、ふう、と息をついた瞬間に、ガゴンって扉が激しく叩かれて、上からゾンビが「─────」とか呻うめき声あげながら顔をのぞかせるんだぜ。

　──ガゴン！

「─────」

「ぎゃ─────！」

「きゃああああ!!」

　オレと白しら藤ふじは一斉に悲鳴をあげた。

　くそっ、なんか武器！　投げるもの！

　オレは棚たなに置いてあったトイレットペーパーを投げつけるが、ぽこんと間抜けな音を立てて弾はじかれた。なんの効果もない。

　くそっ。なんだってハーレムエロゲの主人公とハーレムラノベのヒロインが、ゾンビに襲おそわれにゃならんのだ！

　嚙かまれたらゾンビになっちまうのか？　先にゾンビになったほうが、残ったほうを襲うことになるんだろうか？　そのサービスシーンはレベルが高すぎるんじゃないか？

「ううううああああおおお──あ？」

　と、パニクった頭でアホなことを考えていると、不意にゾンビが変な声をあげた。

　直後、向こうから足を引っ張られた感じで、ゾンビが姿を消す。

　そして、扉の向こうでは、大量の呻うめき声とともに、めきょ、とか、ごきょ、とかいうやけに生々しい音が響き渡る。

　どうやらゾンビ同士が争ってるっぽい。

　おい、やめろ、トラウマになるだろ。

　ゾンビ映画的に言えば、ここは思い切って扉を開け放ち、ゾンビの隙すきをついて逃げ出すのがよさそうだが、それも場合によっては死亡フラグだ。

　どうする……？

　と、思考を巡めぐらせているところに、館内放送が入る。

　──ピンポンパンポーン。

『お客様にお知らせいたします。ただいま、ゾンビ映画主人公の《役振りロールキヤスト》のお客様が当施設を無事脱出したことで、《世界干渉インターウエイブ》が終息いたしました。なお、念のため店員が安全確認を行いますので、それまでお客様はその場でお待ちくださいますようお願い申し上げます』

　聞き耳をたてると、たしかに、扉の向こうの物音は聞こえなくなっていた。

「助かった、のかしら？」

「……みたいだな」

　オレは安あん堵どの息をついた。

「大丈夫か、白藤。さっき摑つかまれたところとか」

「ぐすっ……」

「白藤!?」

　オレが振り向くと、白藤は泣いていた。オレと目が合うと慌あわてて顔をうつむけ、ハンカチで目を押さえるが、いまさら隠しようもない。

「け、怪け我がしたのか？　救護室に行こうか？」

「違うわ」

　白しら藤ふじは緩く首を振る。

「ゾンビ映画なんて見たことがないから……全然慣れてなくて、怖かった」

「ああ……」

　そりゃそうか。オレはゾンビ映画がどんなものかある程度知ってたから、お約束だと思いながら対応することができた。でも、そういうのをまるで知らない状態でゾンビに遭そう遇ぐうしたら、そりゃ怖いだろう。未知が一番怖いってことかもしれない。

「ありがとう、鶴つる見みくん」

「え？　いや、オレはべつになにも」

「でも、鶴見くんが助けてくれなかったら、私はゾンビに喰くわれて、自分もゾンビになってたんでしょう？」

　まあ、そのあと《世界干渉インターウエイブ》が収まると同時に元に戻ってたんだろうけど。

「だから、ありがとう。助けてくれて」

「……ま、エロゲ主人公としてヒロインを助けるのは当然だからさ」

　オレは照れくさくなり、冗談めかしてそんなことを言う。

　すると、白藤は感かん銘めいを受けた、みたいに目を丸くした。

　なんだ？　オレ、そんなすごいこと言ったか？

「じゃ、じゃあそろそろ出ようぜ」

　ますます照れくさくなって、オレは扉を開けようとする。

「──待って、鶴見くん」

　その手を白藤が摑つかんで止めてきた。

「白藤？　どうした。もうゾンビはいないと思うぞ」

「いえ、そうではなくて……いい機会だから、やってみたいことがあるの」

「やってみたいこと？　トイレの個室で？」

　なんでしょうね？　思わず変な想像をしてしまうぜ。

「今日、昼休みにエロゲというものについて、少し調べてみたの」

「そ、そうか」

「ええ。私はまだ十七歳だから、見られないサイトもけっこうあったけれど、一つ、サンプル画像？　というのかしら、それらしいイラストを見つけたの」

　過去にエロゲを嗜たしなんでいたオレには、耳の痛い言葉だ……。

　じゃなくて、なに？

「サンプル画像って……どんな？」

「こういう公共のトイレで、ヒロインが主人公に……この先は口で言うのは恥ずかしいけれど」

「……（ごくり）」

　とオレは思わず喉のどが鳴るほど唾つばを飲み込む。

　白しら藤ふじの言うのがどの作品かはわかるはずもないが、エロゲでトイレのワンシーンと言えば、まあだいたいなにをしてるかは決まってる。

「あれを、いまやってみようと思うの」

「マジでっ!?」

　変な想像、まさかの的中！

「いやでも、ちょっとチャレンジャーすぎじゃないか？　初めてがトイレでとか……」

「私もそう思うけれど、初めては誰にでも必ずあるものでしょう？　そのチャンスを逃してはいけないと思うの」

「そ、そうか……」

　まあ、白藤がいいのであれば、オレはいつでもかまわないけれど！

　ドキドキドキドキ──と心臓がめっちゃ早はや鐘がねを打つ。

　むつみの言葉が頭をよぎる。メンタル童貞。まったくそのとおりだ。むつみの意図とは違うかもしれないけど、こういうときの対応力のなさは、まさにそれ。

　でも、白藤の言うことも、もっともだ。初めては誰にでもある。いつかは乗り越えなければ、永久に初めてはやってこないんだ。

「よ、よし。それじゃ……」

　オレは白藤に手を伸ばす。やっぱり最初はキスから……だよな、うん。

「──待って」

　と、白藤が囁ささやく。

「私が、自分でやるわ」

　彼女はそう言うと、両手でワンピースの裾すそをつまみ、するすると持ち上げていく。

　ぬ、お、お、お！

　だ、大胆だな……。

　白藤は顔をうつむけ、視線を横にそらしている。その頰ほおは真っ赤に染まっていた。

　めちゃくちゃ恥ずかしがっている。当たり前だ。恥ずかしくないはずがない。

　そして、白藤自身の手によってワンピースは限界まで引き上げられ、眩まぶしい太ももが露あらわになる。さらにその先の、白い布の禁断の三角形がちらりとのぞき──。

「ど、どうかしら」

「え？」

　そこでワンピースはふぁさりと元に戻された。

　あ、あれ？

「どうって……いまのなに？」

「だから、私が見たイラストの再現よ。うまくできていたかしら」

　待て待て、おかしいぞ。

「確認させてくれ……白しら藤ふじが見たっていうイラストは、ヒロインがいまみたいなポーズをとってるもの、だったんだな？」

「え？　ええ、そうだけど」

「それだけか？　そのあとに、なにかしたりしてなかったか？」

「あともなにも、その一枚だけだったから……。それに、下に書いてあった会話文から推察すると、ヒロインのスカートのなかに入った虫をとってもらうとか、そういうシーンのようだから、虫を排除できれば問題は解決でしょう？　そのあとって……とった虫を潰つぶすとか？」

「なんのゲームだ！」

　エロゲでそんなＣＧイラストが──いや、たまにある。うん。

　ともかく、白藤が思った以上にエロゲに関して詳しくないということがよくわかった。

「ど、どう、鶴つる見みくん？　これで鶴見くんのエッチな条件を満みたせたかしら」

　恥ずかしげに顔を背ける白藤。

　そのセリフだと、オレが無理やりエッチな行為を要求したみたいだぞ……。

「えっと、それだとちょっと無理かな……」

「私、なにか間違っていたのかしら」

「いや、間違ってるっていうか、盛大に認識が甘い」

「どういうこと？」

「エロゲっていうのはだな、ええと……もっとエロいんだ」

　他に言葉が思いつかず、直球な言い方になってしまう。

　白藤は驚いたように目を丸くして、

「そ、そうなの……」

　それから困ったように両手の指をモジモジと合わせて言ってくる。

「じゃ、じゃあ、どれくらいエッチなの？」

「え……？」

　それをこの状況で言えと？　ムリムリムリ！　それってつまり、いま『エロゲシーンを再現する』と言われてオレが想像したことはこんなことです、って説明するってことだ。そんなん羞しゆう恥ちプレイすぎるだろ。

　しかし、白藤はジッと、まっすぐな眼まな差ざしでオレを見てくる。

「お願い、鶴見くん。私、こういうの初めてだから、鶴見くんに教えてもらわないとエッチなことができないわ」

「…………っ」

　ああ、もう！

　わざとかってくらいこっちの欲望を刺激してくるセリフがポンポン出てくるな！

　しかも、言ってる白しら藤ふじ自身は、いまいちそれを理解してない。

　動揺するオレとは正反対で、白藤はあくまで真面目まじめだ。

　ああ……こいつはどんなときでも真剣なんだ。学校の授業でも、デートでも、エロゲのことでも。

　予定どおりにやるべきことだけをやるのが正しいっていう束そく縛ばくがなくなっても、その真しん摯しさは、白藤の一部なんだろう。

　エロゲやラノベヒロインで言うところの属性より、もうちょっとだけ深いところにそれはあるんだと思う。

　だったらオレも、それにちゃんと応こたえたい。

　応えたい……けど、ここで口に出して言うのはやっぱりキツい。

　そんな感じでテンパって、最終的にオレが口にした答えは──。




「と、とりあえず、うちに来ないか？」





第５話　「お兄ちゃんならいいよ」







「遠慮しないで上がってくれ」

　と、オレは白藤を自室に通す。

「失礼します──ずいぶん綺き麗れいにしてるのね」

「おう、まあな。飲み物持ってくるけど、なにかいるか？」

「おかまいなく」

「ん、じゃあなにか適当に持ってくる」

　オレはカバンを置くと、階下に降り、カップやペットボトルを用意する。

　……あっぶねー！　部屋片付けててよかったー！

　実は数日前にふと「そういえばエロゲの主人公の部屋って基本的に小こ綺ぎ麗れいだよなー」と思いついて、なんとなく掃除を始めたのだ。

　まあ、それ以前もそこまで汚れてたわけじゃないけど。

　そんなわけで。

　ショッピングモールを出たオレたちは、そのまま電車で移動し、オレの家に来ていた。

　いま家には誰もいない。親は二人とも仕事だし、妹はいつも寄り道してくるから、まだしばらく帰ってこないだろう。

　べつに、そこまで考えて白しら藤ふじを連れてきたわけじゃない。単純に、他にどうしたらいいか思いつかなかっただけだ。

　もっとも、これからオレがやろうとしてること──というか、白藤にさせようとしてること──を考えれば、そのほうが好都合なんだけど。

　飲み物を持って戻ると、白藤は床にきちんと正座して待っていた。

「お待たせ。コーラとオレンジジュースとあと……って椅い子すに座ってればよかったのに」

「いえ……どうもありがとう」

　白藤はオレンジジュース、オレはコーラを一口。ふー。やっと落ち着けた気分だな。

　しかし、ある意味これからが本番だ。

　白藤が言ってくる。

「それで……いまからエッチなことについて教えてくれる、と考えていいのかしら？」

「違う！」

　いや違わないけど！

　言い方！

　オレは気を取り直して、白藤をここに連れてきた理由を口にする。

「──白藤。実際にエロゲをプレイしてみてくれないか」





　　　　　　　　　☆






　オレは押入れをゴソゴソあさって、そのソフトを見つけ出す。

　オレは高校に入ってから、持っていたマンガやラノベやゲームの多くを売った。でも全部を売ってしまったわけじゃない。すごく好きだった作品や、思い出深い品は、こうして押入れにしまっておいた。

　卒業アルバムみたいなもんだ。見返すことなんてないのに、捨てる気にはなれない。

　というわけで、ダンボール箱を引っ張り出し、ガムテープという名の封印を解ほどいて、オレはそれを取り出した。

「お待たせ、白藤──って大丈夫か!?」

　ゲームをするからということで、椅子に座らせた白藤は、まるでこれから電気椅子にかけられる死刑囚みたいな青い顔をしてる。

「なあ、オレが言い出しておいてアレだけど、無理だったらやめておいたほうが」

「ななな、なに言ってるの鶴つる見みくん。だだだだだ大丈夫に決まってるじゃない」

「わあああジュースジュース！」

　カップを持つ手がめっちゃ震ふるえてるせいで、オレンジ色の液体がこぼれまくってる。

「ああっ、ごめんなさい……」

「いや、まあ、机は拭ふけばいいけど、その服が汚れたらもったいないし」

「あ、ありがとう……」

　白しら藤ふじは例の、白いワンピースを着たままだ。もしゾンビ騒ぎがなければ買う踏ん切りがつかなかったかもしれないし、それを考えるといいタイミングだったのかもしれない。

「あの、鶴つる見みくん」

　と、気まずそうに言ってくる白藤。

「やっぱり私、やめておくわ」

「そうか……」

「まだ十七歳だから、十八禁のゲームをプレイするのはいけないと思うの」

「そっち!?」

　ルール違反することのほうにそんなに動揺してたのかよ。

　うん、でも、無理強いはいけないよな。

「だから……」

「うん？」

「鶴見くんが一人でプレイしてちょうだい。私はそれを横から見てるから」

「いやいやいや、それはいいの!?」

「問題はないでしょう？　鶴見くんが一人でするのを見てるだけなんだから。鶴見くんが一人でするのを見ることは、なんの違反にもならないわ。もともと鶴見くんは一人でしていたのだし」

　いや、そんなにオレが一人でするする連呼しないでほしい。

　しかしまあ、白藤もやる気になってくれてるし……。

「……わかった」

　白藤と席を交代し、パソコンを立ち上げる。ＤＶＤドライブを開いて、エロゲのディスクを挿入。画面にインストーラが現れて、ゲームデータをインストールしていく。

　ああ……久しぶりだな。この感覚。

　初めてエロゲを買ったときは、この時間が待ち遠しくてたまらなかった。

　手順がわからなくて、もどかしくて、エロいことでそんな気分になってる自分が恥ずかしかったりして。

　二度目、三度目も同じだった。

　手間取ったりはしなかったものの、インストールが終わるまでのドキドキする感覚は変わらなかった。

　何本目のゲームからだろう。そんなプレイ前のワクワク感が、薄れてしまったのは。

「…………」

　余計なことを考えてる間に、インストールは終了した。

　ＯＫボタンを押すと、自動的にゲームが起動して、タイトル画面が現れる。

「ひゃあ!?」

　と、そのとたん後ろから悲鳴が聞こえてきた。

「ど、どうした白しら藤ふじ？」

　ゴキブリでも出たのか？

　と思ったら、白藤はプルプル顔を震ふるわせながら、パソコンの画面を指差し、

「こ、こ、これはアダルトビデオじゃないの!?」

「違うぞ!?」

　いきなりなに言い出すんだ！

「よく見てくれ！　ここにいるキャラは、全部イラストだ！　実写は一つもない」

「…………」

　白藤は恐る恐るという感じで画面を覗のぞき込む。

　しかし女子にエロゲの画面を「よく見てくれ」なんていう日が来るとは思わなかった。

「た、たしかにイラストね。ごめんなさい。見間違えてしまったわ。──ところで鶴つる見みくん」

「なんだ？」

「このイラストの女の子たちは、なんで全員裸はだかか、それに近い服装をしているの？」

「そりゃあ──」

　エロゲだからな、と言いかけてオレは言葉を止める。

　エロゲのエロが、スカートに入った虫を取るくらいのものだと思っている白藤に、そんな説明が通じるとは思えない。

　それに、タイトル画面からすでにエロいというのは、エロゲでもあまりない。「エロゲだから」というのは説明にならないな……。

「──ゲームを進めればわかる」

　と適当なことを言ってごまかすしかなかった。

　白藤はそれでも納得したらしく、頷うなずくと、質問を重ねてくる。

「──この子たちが、つまり『ハーレムエロゲヒロイン』ということよね」

「そうだな」

「でも『ハーレムエロゲ主人公』がいないのはどうして？　主人公なのに」

「…………」

　なるほど、そうくるか。

　たしかに、エロゲを知らない人間からすれば、それは不思議なことなのかもしれない。

「えっとだな……エロゲの主人公ってのは視点キャラなんだ」

「視点キャラ？」

「カメラ代わりって言えばいいのかな？　主人公はヒロインの魅力をプレイヤーに伝える存在で、アメコミヒーローやバトル漫画の主人公みたいに大活躍する存在じゃないんだ」

「そういえば、私が読んだラノベの主人公も表紙にはいなかったわね」

「そうだろ？」

「理解できたわ。ハーレムものは、たくさんのヒロインとの恋愛を読者に提示する必要があって、読者の代わりの視点となるのが主人公なのね。それで、無個性で、あまり特とく徴ちようや特技のない、凡ぼん庸ようなキャラが主人公に……あ」

　と、白しら藤ふじはそこで言葉を止めた。

　なんで気まずそうにするんですかねぇ……。

　なんでオレのほうをチラ見するんですかねぇ！

「ご、ごめんなさい」

「謝らないで!?」

　そこまでされなきゃ、べつに気にしなかったのに！

　ハーレムものといえば凡庸主人公。それはおきまりのパターンだ。そしてオレはそんな主人公たちに、ごく自然に共感してた。

　だから、自分がエロゲ主人公だと『宣告』されたときも、妙な納得感があった。

　もしこの世界に《役振りロールキヤスト》という現象がなくて、なにも知らないオレの目の前に神様が突然現れて「お前は実はエロゲ主人公だ」と言ってきても、オレはそれを素直に受け入れたかもしれない。

　あいつらを見ていると、なんかしっくりくるのだ。

「オレがそういうヤツだってのは自覚してるから、気にしないでくれ。違いは、あいつらみたいに自然にモテたりしないとこくらいでさ」

「そ、そういえば、少女漫画のヒロインも主役なのに無個性なことがあるわ。そしてなぜかモテたりするのよね」

　と、白藤はフォローめいたことを言う。

　でもそんな白藤は少女漫画主人公ではなく、ハーレムラノベヒロインだ。

　外見も、物事をきっちり予定どおりにこなすというキャラも、委員長という属性も、その裏に隠れていた感情も──《役振り》なんか無関係に、マジでヒロインばりのスペックだ。

　くそう、なんだこの格差。なに格差なんだよ。

「と、とりあえず、ゲームを始めよう」

「え、ええ。お願い」

　いつまでもスタート画面でヒロインたちに笑いかけられててもしょうがない。

　オレは画面の「はじめから」ボタンを押した。




　──朝起きた俺は、ベッドから降りてあくびを一つ。眠い目をこすりながらパジャマを脱ぎ、壁にかかっていた制服に着替える。カバンの中身を確認してからそれを持ち、部屋を出て階段を降りる。両親はすでに仕事に出かけたようだ。ご苦労さま。妹が、俺の朝食のベーコンを冷蔵庫から盗もうとしていたのでそれを奪うばって食う。ブーブーふくれる妹を無視して家を出た。──




　あれ、なんかどっかで見たシーンだな！

　なーんて、エロゲの出だしの多くは、だいたいこんなもんだろう。

　序盤は主人公の登校シーンと、その途中でのヒロイン紹介シーンが続く。まあ、この辺もおきまりなので、サクサク進めて──。

「ちょ、ちょっと待って鶴つる見みくん」

「ん？　どうした？」

「エロゲのプレイヤー？　はみんな、そんなに文章を読むのが速いの？」

「あ、悪い……」

　うっかりしてた。

　オレにはプレイ済ずみのゲームだが、白しら藤ふじにとっては初めて見る画面。しかも、エロゲでのおきまり展開なんてのも、白藤は知らないのだ。

　オレは、いまのがエロゲ序盤ではありがちなシーンだったことを説明してから、プレイバック機能で文章を戻す。

　そして、オレ自身もちゃんと読みながら改めてゲームを進めていく。

「…………」

　まるで、湖の底から巨大な遺跡が浮上してきたみたいに、記憶が一気に蘇よみがえってくる。

　このゲームは、オレが生まれて初めてプレイしたエロゲだ。

　そのときは、オレもいまの白藤と同じ、エロゲの完全なる初心者だった。

　序盤がただのヒロイン紹介シーンだなんてことも知らず、一行一行、いや一文字一文字じっくり読んでいた。二人目のヒロインを攻略するときも、律りち儀ぎに最初からプレイし、もう一度読み直していた。

　だから、憶おぼえているのだ。活字の端々を。

　ああー、ここのシーン。「自転車にぶつかって転んだ」なのに、ＣＧにはスクーターが描えがかれていて、中学生のオレは、なにかの伏線だろうか、なんて真面目まじめに考えたもんだ。ただのミスだったけど。

　そんなところまで懐かしい。

　ちなみに、白しら藤ふじも気づいたっぽいけど、とくになにも言ってはこなかった。伏線だと思ったのかな？

　さて、実はこのゲーム、フルサイズではなく、ロープライスのヌキゲーである。

　生まれて初めてエロゲを買おうとする中学生に、八千円超のゲームはハードルが高かった！　このゲームは当時三千円くらいで、まだ手が出せた。ちなみにいまはダウンロード販売で、千五百円くらいで買えるらしい。ちくしょう。

　そんなわけでテキスト量は少なめ。ヒロインの個別ルートに入るのにも時間はかからない。オレが白藤に見せるのにこのゲームを選んだのは、そんな理由もあった。

　画面ではメインヒロインの少女が不良に絡からまれている。

　それを主人公が偶然発見したところで選せん択たく肢しが現れた。





・不良に「よう、その汚い手を退どけろよ、トンカツ野郎」と言う。

・近くに交番があったはずだ！　探しに行こう！






　まあ要するに、ヒロインを助けるか助けないか。

　オレは助けるほうを選択する。

　残念ながら主人公は、選択肢どおりに不良に威い勢せいよく声をかけたりはしないが、周りにあった掃除道具やらなんやらを駆使して、不良を追っ払う。

『ありがとう……』

　これまで主人公に冷たく当たっていたヒロインが、照れくさそうにお礼を言う。

　ちょっと涙目で、震ふるえながら主人公に抱きつく。

　そして画面が転換し、イベントＣＧが──。

「ひゃあああ!?」

「ど、どうした白藤!?」

　白藤は真っ赤な顔を両手で覆おおい隠しながら、

「な、なななな、なんでいきなりこんなエッチな絵が出てきたの!?」

　白藤の言うとおり、画面では教室の机の上にヒロインが仰あお向むけに横たわっている。

　制服の前を開け、胸があらわだ。スカートもめくれ上がり、パンツが丸見え。

　しかし、なんでもなにも、エロゲとはこういうものだ。

「さっきの選択肢で、主人公がヒロインを助けることを選んだから、このヒロインと結ばれるルートに入ったんだよ。たしかにちょっと唐とう突とつだけど、それは、ロープライスの作品だからで──」

　とオレは簡単に説明する。

　白藤は相変わらず顔を両手で隠しながら、

「つ、つまり、この女の子は、不良に襲おそわれたのを助けてもらっただけで、主人公に身体からだを許すことにしたの？」

「まあ、そういうことだな……」

　要約すると身も蓋ふたもないな。

　もちろんオレだって現実にそんなことが起こるなんて思っていない。フィクション──それもエロシーンに素早く突入しなければいけないという制限のあるヌキゲーだからこその急展開だ。

　そういうことも簡単に説明すると、白しら藤ふじは啞あ然ぜんとした様子でつぶやいた。

「理解するわ……」

　さっきは『理解できたわ』なのが努力目標みたいに変わってる……。

　まいったな。覚悟はしてたが、まさかここまで動揺されるとは思わなかった。

　しかし、ここでやめてしまっては、ここまで進めた意味がない。

「そ、それじゃ先に進めるぞ」

　とオレは画面をクリック。

　イラストの差分が切り替わり、ヒロインの胸に主人公の手が置かれ、パンツもずらされて秘部が露あらわに──。

「きゃ───！！！！」

「白藤っ!?」

　オレはほとんど反射的に振り向きかけるが、

「こここここっち見ないでっ」

　という言葉とともにオレはビンタを喰くらう。

「あ、ご、ごめんなさい！」

「いや、大丈夫だけど……どうした？」

　実際大して痛くはなかった。が、びっくりはした。

「そ、その、いま、ちょっと、顔見られたら、恥ずかしいの……」

「…………」

　いったいどうなってるのかすごく興味があったが、オレはなんとか思いとどまる。

「あの……ひょっとして、ずっとこういうシーンが続くのかしら？」

「あ、ああ。全部じゃないけど、まあ、この先このヒロインルートは大体そうだな」

「ちょ、ちょっとそれは……濡ぬれてしまうわ」

「ぬれっ!?」

　なんてこと言うんだ白藤！

　びっくりして思いっきり舌を嚙かんでしまった。

「えっと、あの……そういうもんなんですか？」

「ええ。もうすでにちょっと……このままこんなシーンが続いたら、びしょびしょになってしまうわ」

「じょ、女子はそういうもんなのか……」

「？　男子は違うの」

「ま、まあ男子は濡ぬれたりとか、しないしな」

「そう……羨うらやましいわ」

　白しら藤ふじは小さく吐と息いきする。

　いくらなんでも刺激が強すぎただろうか？

「えっと、今日はこのくらいにしておくか？」

「い、いえ、まだ時間はあるわ。続けてちょうだい。でも……そんなに濡れたところを鶴つる見みくんに見られたら恥ずかしいわ」

「いや、見ないよ!?」

　どんな変態だ、オレは。

「うそ、いま見ようとしたじゃない」

「いやいやいやいや、振り向こうとしただけじゃん！」

「だから、振り向いたら、涙で濡れた顔が見えちゃうじゃないっ」

「…………」

　あー……そういう……。

　そう、ですね。顔ですよね。びっくりして涙が出て、それでびしょびしょになっちゃうって話ね。

　あーびっくりした！

　と、息を吐くオレをよそに、白藤はカバンのなかからなにかを取り出した。

　黒い、細長い布。制服のときに白藤が履はいていたニーハイソックスだ。




「これで鶴見くんを縛しばらせてちょうだい」




「……はい!?」

　突然ＳＭプレイの要求ですか!?

　白藤も発言の不自然さにすぐ気づいたみたいで、慌あわてて言ってくる。

「ち、違うのっ。その、こっちを見られないようにしたいだけで……」

　たしかに、さっきから白藤が悲鳴をあげるたびに、オレはほとんど反射的に振り向いてしまってるし、かといって悲鳴をあげるなというのも無理な話だ。なにしろこれ以降このヒロインはさらに過激なことになっていくのだから。

「わかった……存分に縛り上げてくれ！」












　オレは覚悟を決めてそう叫んだ。





　　　　　　　　　☆






　というわけで、オレは椅い子すの背もたれと脚あしに、それぞれ胴と脚を固定され、かろうじて手を動かしてクリックだけできる状態でエロゲを続けた。

　白しら藤ふじは、イベントシーンのたびに叫んでいた。

『な、なんでわざわざ外で!?』

『そっちにも入るなんて……』

『ふわあああ！　窒ちつ息そく、窒息するわよ!?』

　そして、なんやかんやあってヒロインの秘密が明らかになり、なんやかんやヒロインがピンチになり、なんやかんやそれを主人公が助けて、無事ハッピーエンド。

　なんやかんやの部分は、それなりに納得いく形ではあるものの、オマケ程度のエピソードだ。

　……それでも、当時は感動したっけなぁ。

　初めてこのゲームをプレイしたときのことを思い出しつつ、オレは言う。

「──どうだった、白藤？」

「そ、そうね。エロゲがどんなものかというのはおおむね理解できたわ……」

　そう言う白しら藤ふじの言葉は、さっきに比べて、落ち込んでいるみたいに重くなっていた。

「えっと、やっぱりきつかったか……？」

「あ……いいえ。ちょっと驚いただけ。エロゲでは、ヒロインはあそこまでしなければいけないものなのかって……」

「い、いや、このゲームはエロシーンがメインだからな、エロのバリエーションが多めだけど、そうじゃないエロゲもあるし」

「でも、その……はあるのよね？」

　急に小声になる白藤。

「え？　なに？」

「そ、その、え、Ｈシーン！　は必ずあるものなのよね……」

　と、今度は不自然に大声で言ってしまい、白藤は顔をうつむける。

　それは言いにくいな。平気で連呼するどこかの妹とは大違いだ。

「そうだな……それがないエロゲってのはさすがにないんじゃないかな」

「そう……」

　と、白藤はますます気落ちしたようにつぶやく。

　なんだ？　なんかいきなり白藤のテンションが落ちてしまったように見える。

　いくらなんでもそこまで沈み込まなくても……って、そうか。

「そりゃそうだよな。オレみたいな無個性で、特とく徴ちようも特技もない、凡ぼん庸ような男とあんなことしろなんて言われりゃ、誰だって嫌だよな」

「あ、ち、ちがっ」

　と白藤は否定しようとするが、言葉が続かない。

　それは、オレの指摘が当たってるからだろう。

　そりゃそうだ。凡庸なのにいろんなヒロインとエロいことできちゃうのは、フィクションの主人公の特権。現実世界のオレには、そんなことできやしないのだ。

「気にするなよ。そんなことは知ってたさ。いまさらそれで傷ついたりなんかしない」

「違う、違うの、そうじゃなくて……」

　言葉を探す様子の白藤。しかしそれ以上続けられなくて、彼女はしゃくりあげるみたいに息を吸い込む。

「ごめんなさい！」

　そしてそのまま扉を開けて、部屋を出ていってしまった。

「白藤!?」

　さすがに、オレとのＨシーンが嫌だ、というだけじゃ説明できないくらいの動揺っぷりだ。なんか……とんでもない問題が立ち現れたのに、オレだけそれに気づいていない。そんな不安感が湧わき上がってくる。

「白しら藤ふじっ」

　オレは彼女を追いかけるべく、立ち上がろうとした──が、みょいん、という変な感触がそれを阻む。

　……ニーハイソックス！

　白藤は、自分の靴下がオレを拘束してることを忘れてそのまま行ってしまったのだ。

　くそっ、部屋から出られないどころか、椅い子すから立つこともできないぞ……。

『ただいまー』

　階下から妹のむつみの声。続いて、

『あ、えっと……』

　という白藤の声。

　どうやら玄関あたりで鉢はち合あわせしたらしい。

　大丈夫かな……。

『ぐるるるるる……』

　なんかライオンの唸うなり声みたいのが聞こえてきたんだけど！

　これ、むつみだよな。なんで威嚇してるんだよ、あいつ。

　……いや、家に見慣れない人間がいたら、誰だって警戒はするか。

『あ、あの、鶴つる見みくんの妹さん？　私は、クラスメイトの白藤です。白藤都みやこ』

『！　がるるるるるる！』

　名乗ったら余計に警戒度が上がった!?

　なんなんだあの妹は。くそ、このニーハイソックスさえ解ほどければ、止めに行くのに！

『その、私、もう帰るところで』

『この玄関を通りたくば、むつみを倒してからにしてもらおう！』

『ええっ!?』

　あーもー、なにしてんだ。身内の恥はじをさらすな！

『！　なんか甘い匂においがする』

『え？　ひょっとして、糖分補給用に買ってるこれ……？』

『っ！』

『えっと、欲しいの？」

『……！　……！』

『はい、どうぞ』

『……、ふははははは！　今日のところはこれで勘かん弁べんしてやろう。さらばだ！』

『は、はい。おじゃましました……』

　すごい混乱した雰ふん囲い気きでそう言って、白藤は去って行った。

　トントントン、とむつみが階段を上がってくる。

　ふんふんふん、と鼻歌なんぞ歌いながら、オレの部屋をちらっと覗のぞき、

「お兄ちゃん……なにやってんの？」

「それはこっちのセリフだ！」

　いや、むつみがそう言いたくなるのもわかるけど！

　むつみは、さっき白しら藤ふじにもらったのだろうキットカットをかじりつつ、

「ええっと、いまの人がお兄ちゃんの相手のヒロインだっていう人？」

「ああ、そうだ」

「で、特殊なプレイを要求したらドン引きされて、帰っちゃったと」

「違う！」

　これ、白藤がやるっつったんだからな。

「とりあえず、解ほどいてくれないか。腕が痛くなってきた」

「……しろいえきたいとかついてないよね？」

「なんてこと言うんだよお前！」

　お淑しとやかにしろなんて言わないが、もう少し白藤を見習ってほしい。

　むつみは、警戒しつつもニーハイソックスを解いてくれた。

「ふー……」

「で？　なにひどいことしたの？」

「なんでさっきから、オレがなんかやらかしたこと前提なんだよ」

「だって、都みやこさん、泣いてたよ」

「え……？」

　オレは急に背筋が寒くなる。

「噓うそだろ？」

　たしかに白藤は、最初はびっくりして涙が出てたみたいだけど、後半は特にそういうことはなかった。

　なのに、部屋を出ていったあとに泣いていたってことは……。

　オレに隠したくなるほどに、ショックだったってのか？

「ね、お兄ちゃん。都さんとなにやってた、の、さ……」

　と言葉の途中で、むつみはパソコンの画面に映っているものに気づく。つまり、エンディングが終わり、タイトル画面に戻った、エロゲのウィンドウに、だ。

「……ばかー！！！！」

「ぶふっ！」

　むつみはニーハイソックスを鞭むちみたいにしならせ、オレの顔をぶっ叩たたいてくる。

「ちょ、お前、やめろ！　それ、白藤のなんだから！」

「なに考えてるのお兄ちゃん！　女子に無理やりエロゲやらせるとか、頭おかしい！」

「待て、たしかに普通の状況だったらオレもそれは否定できないけど！　話を聞け！」

　オレはむつみを落ち着かせ、事の経けい緯いを説明した。

「……やっぱり頭おかしい」

「あれ!?」

　事情を話せば『それならしょうがないね』ってなると思ったんだけど。

「ムリムリ。お兄ちゃんはわかってないよ。オタクじゃない女子はね、オタク的なものはほんっとに駄目だから。とくに男性向けエロなんてね、呪のろいとかと同じ扱いだよ。サダコ的なやつだよ」

　サダコはもうギャグ扱いでいいだろ……。

　それはともかく、まあ、むつみの言うこともわかる。

　高校では、マンガを回し読みしたり、ソシャゲの話をしたりと、中学のときに比べればオタクに対する風当たりはだいぶ弱くなったなーと思ってた。けど、それでもそういうオタク趣味に対する毛嫌いを隠さないヤツっていうのは一定数いる。

　だからこそ、オレはオタクだった過去をわざわざ自分から話すことはないし、那な月つきだってそういう話題は教室では控えてる。

「だからね、お兄ちゃん。オタク男子が普通の女子にエロゲをプレイしてもらったら、なぜか興味を持ってくれて仲良くなった──とか、そういうのないからね」

「いや、そこまで妄想してたわけじゃねえよ」

　べつに白しら藤ふじと一緒にエロゲの話で盛り上がりたい！　とか考えてたわけじゃない。

　ただ、エロゲのエロシーンがどんなものか理解してもらおうとしただけだ。

「それに……途中で何度か、続けるかどうかも確認したし」

「お兄ちゃんがエロゲ主人公の《役振りロールキヤスト》されてるって知ったら、そりゃ無理してでも続けようとするよ！　都みやこさん、真面目まじめそうな人だったし」

「……そういうもんか」

「そういうもん。でもむつみだったら、エロゲを持ち出してきた時点で、張り倒して帰るけど」

「そこまでっ!?」

　どんだけ厳しいんだ。

　けど、じゃあ帰る間際の白藤の態度は、無理してエロゲをプレイした（のを後ろから見てた）せいだったのか？

　でも──自己弁護するわけじゃないけど、あれは、そういうのとは違う気がする。

「ねえ、お兄ちゃん」

　なんて考えてると、むつみがすり寄ってきた。

　オレは避けようとするが、立ち上がれない。脚あしの拘束がまだ解ほどかれていないのだ。

「おい、なんのつもりだ」

「むつみはね、お兄ちゃんの要求になら、なんだって応こたえてあげるよ？」

「いや、でも、エロゲ持ち出してきたら張り倒すんだろ？」

「彼氏だったらね。お兄ちゃんならいいよ」

「待て…………お前、彼氏いんの!?」

「やだなぁ。もしいたらって話だよ」

「ああ～、そういう……」

　あーびっくりした。どこの世界にそんな物好きな男がいるのかと驚いたぜ。

「それで、お兄ちゃんはなにしてほしい？」

　むつみがオレの膝ひざの上に乗っかってきた。

　艶なまめかしい手つきでオレの頰ほおを撫なでながら、細い身体からだを摺すり寄せてくる。鼻をくすぐるのはシャンプーの香りか。子供っぽい体型だと思ってたけど、間近で見ると意外に……。

　などと感想を述べるのは中断して、オレはむつみを押しやる。

「とりあえず降りろ」

「えーやだー」

「なんでも要求に答えるんじゃなかったのかよ。ついでにコンビニ行ってメロンパン買ってこいよ」

「それじゃヒロインじゃなくてパシリじゃん！」

「ヒロイン？」

　なに言ってんだこいつは？

「…………」

　見上げると、すぐ目の前にむつみの顔がある。いつになく真面目まじめな表情。

「あのね。むつみも──」

　と、妹は少し悩むように口を閉ざして、やがて意を決するように告げた。




「むつみもね、お兄ちゃんのヒロインを《役振りロールキヤスト》されたの」




　それは──まるで告白の言葉のようにオレの耳に響いた。

「ラノベヒロインとかじゃないよ。ちゃんとエロゲヒロイン。それもメインヒロインだって」

　だから──。

「むつみとお兄ちゃんが結ばれるのは、必然なんだよ？」

「…………いやいやいやいや！」

　オレは慌あわてて首を振る。

　おかしいおかしい。妹をエロゲのメインヒロインに《役振りロールキヤスト》とかありえないだろ。

《役振り》の宣告に従って条件をクリアすれば、その後の人生がうまくいく──その前提が崩くずれてる。

　いや……そんなことはないのかもしれないが、少なくともオレは嫌だ。

　むつみと本当にそういう関係になるとか、想像もしたくねえぞ。

　オレと白しら藤ふじの役のズレといい、なんかいろいろバグってねえか、オレの周り。

　神様ちゃんと仕事しろよ！

　……あ、神様目の前にいた。

「ん……？　そうだ。むつみ、お前、神様の《役振り》されてるんだろ。それでなんでエロゲヒロインの役まで与えられるんだよ。二重の《役振り》は存在しないはずだぞ」

　都市伝説的なネタとしてはちょくちょく見かけるが、サンディ先生が言っていたようにちゃんと発見された例はないらしい。

「知らないよ、そんなの。されたものはされたんだもーん」

「神様のくせになんて適当な……」

「いいよ、じゃあ、証拠を見せましょう！」

「証拠？」

「ここでお兄ちゃんを全裸にすると、私の《世界干渉インターウエイブ》でモザイクがかかるんだよ！」

「やめい！」

　やっと膝ひざから降りたと思ったら、しゃがみこんでオレのベルトを外そうとしてくるむつみを止める。

「その《世界干渉》オレのと区別つかねえじゃねえか！」

「えー、じゃあ、私が全裸になる」

「それは昨日やっただろ！」

「あーもう！　面倒だからエッチしちゃおう！」

「なんで!?」

　選せん択たく肢しを選んでもいなければ、好感度を上げる努力をした記憶もない。それでこんな積極的なエロゲヒロインがいてたまるか。攻略が簡単すぎるって逆に苦情が来るわ。

　オレは机を摑つかんで、無理やりむつみから距離をとる。

「《世界干渉》を証拠にするのは無意味だって。オレもエロゲキャラなんだから。お前とオレ、どっちの影響なのかわからないだろ」

「むー…………」

　むつみは頰ほおを膨ふくらませてオレを睨にらんでくる。

「じゃあどうすればいいの？」

「なんか、神様的に便利な方法ないのかよ。ステータス画面を表示させるとか」

「そんなの、異世界転生主人公の《役振りロールキヤスト》された人くらいだよ」

「あ、できるヤツもいるんだ」

　しかし不便な神様だ。人の《役ロール》や《ペナルティ》はわかる。けど、それを証明することはできない。《世界干渉インターウエイブ》の調整や《役》の変更はできるけど、自分の思いどおりに操作できるわけじゃない。

　なんのための神様役なんだよ。

「……とにかく、オレはお前とそういう関係になるつもりはないからな」

「でも……」

「でもじゃない。たとえ《役振り》が本当だとしても、オレはお前を選ばない」

　そうだ。オタクくさいだのメンタル童貞だの言われるオレにだって、これくらいの分別はある。

　妹を攻略対象にするのなんて、フィクションのなかだけでいい──。

「お兄ちゃんのばかー!!」

「ぐほっ!?」

　突然のニーハイソックスビンタにオレは打ちのめされる。

「お前、だからそれ、白しら藤ふじのだって言ってるだろ──」

「それでも！」

　と、むつみはオレの言葉なんて無視して叫ぶ。

「それでもお兄ちゃんはむつみと結ばれなきゃ駄目だもん！　エロゲの主人公がラノベのヒロインと結ばれるなんておかしいもん！」

　ペン、とオレの顔にニーハイソックスを叩たたきつけて、むつみは部屋を出ていった。

　あいつは……。

　なんか前にもこんなことあった気がするな。なにか、自分じゃうまくいかないことがあって、家を飛び出して、それで……。

　理屈より先に感情で動くところとか、昔から全然変わんねえな。

　しかし、そのぶん本質を突いてくることもあるから厄やつ介かいだ。

　エロゲの主人公がラノベのヒロインと結ばれるなんておかしい。

　まったくもってそのとおりだ。

　けど、妹と結ばれるのだって、同じくらいおかしいだろ。

　どっちを見ても、オレの主人公ライフは間違いだらけだ。

　それでもオレは、道ルートを選ばなきゃいけないのか？





第６話　「そういう話が好きなんだよ、オレは」







　次の日。

　ブンむくれたむつみと一言も会話を交わすことなく朝食を終えて、オレは家を出た。

　こうなるとあいつは厄やつ介かいなんだよな……。

　まあでも放ほうっておこう。向こうからなにもしてこないぶんには問題はないわけだしな。




　途中で左さ亮すけに会うことなく教室に到着。あいつが遅いのは珍しいな。

　また《世界干渉インターウエイブ》で化け物に電車を止められでもしたのか？

「やあやあアユムくん、昨日はどうだったかね？」

　自分の席に着くなり、那な月つきが寄ってきて「むふふ」とか笑いながら言ってくる。

　オレは仕方なく昨日の様子を簡単に話す。

　まあちょっと相談したい気持ちもあったしな。

「それは頭おかしいよね」

「まさかのむつみと同じ反応!?」

　やっぱりみんなそう思うのか？

　しかし、オレだって言い訳をさせてもらいたい。

「いや、でも、白しら藤ふじはエロゲのことまったく知らなかったんだぜ。だから参考になればと思ってだな」

「だからって、さらっとヌキゲーをやって見せるところがアレだよー」

「アレってなんだよ……」

「焦りすぎなんだよお、アユムは。白藤さんが少女漫画くらいしか読んだことないなら、まずは全年齢向けのライトなパソコンゲームを貸してあげて、パソゲーっていうジャンルそのものに慣れてもらうのが先じゃない」

「う、うむ……」

　正論すぎてぐうの音も出ない。

「あーあ、そんなだからむつみちゃんにメンタル童貞とか言われちゃうんだよぉ。あ、あと、ハーレムものといえば凡ぼん庸よう主人公っていう認識は改めたほうがいいよ。オタクやめちゃったから知らないのしょうがないとはいえ、雑な最近のラノベ語り、よくない」

「お、おう……」

　なんか妖よう怪かい（天てん狗ぐとか）みたいな目つきで見つめられて、オレは思わず頷うなずいてしまう。なんでそこに細かくチェック入れてくるんだ……？

　っていうか……。

「なんでオレとむつみの会話をお前が知ってるんだよ？」

「え？　だってむつみちゃんとラインでしょっちゅう話してるし」

　そんな会話の内容まで那な月つきに教えるなよ……。

　オレとのラインは『今日の夕飯なに？』とか『プリン買ってきて』とかだけのくせに。

「とにかく、白しら藤ふじさんにはちゃんと謝ったほうがいいよぉ」

「わかったわかった」

　それは初めからそのつもりだ。

　しかし白藤はまだ来ていなかった。

　代わりに、左さ亮すけが教室に入ってくる……って、なんかやけにげっそりしてるな。

「よお、どうした左亮」

「──ひっ」

　と、オレが声をかけると、左亮はビビって飛とび退のいた。

「なんだよその反応。傷つくぞ」

「あ……ああ。悪い。おはよう」

　挨あい拶さつしながらも、左亮はオレから逃げるように、遠回りして席に着く。なんだなんだ？

「馬ば場ばくん、どうかしたの？」

「えっと、その、だな……」

　と、那月の問いに、左亮はボソリボソリと語り出す。

「昨日の夜、宣告があってな」

「宣告って《役振りロールキヤスト》の？」

「ああ……」

「おお、やったじゃん！　お前も《役ロール》欲しがってたもんな。で、なんの《役》だ？　エロゲ主人公か？　ラノベか？」

「………………ＢＬ」

「え？」

「だから！　……ＢＬゲーの主人公だって、俺」

　左亮は、世界が滅亡して自分一人だけ生き残ったとしてもこうはならないだろうという落ち込んだ声で、そう言った。

　そうか……左亮がＢＬゲーの主人公か……。

　オレは、深刻な顔を作り、理不尽な不幸に見舞われた親友を慰なぐさめるべく口を開く。

「──ぶっ」

　開いたら思わず吹き出してしまった。

「ぶははははははは！　マジかよ！　超ウケる！」

「お前な！　……よく考えろよ、アユム」

「あ？」

「主人公ってことは、相手役が近くに現れるはずだ」

「まあ、そうだな」

「ところでお前、エロゲ主人公の《役振りロールキヤスト》の条件満みたせなかった場合の《ペナルティ》はなんだった」

「なんだよ、オレの《ペナルティ》がなんの関係が──」

　ＢＬゲー主人公の、相手役にさせられる──。

「──って、え？　噓うそだろ？　まさか」

「知らねえけどさ。偶然ってこともないだろ」

「だよな……」

　オレと左さ亮すけは顔を見合わせて、

「「おえ！！！！」」

　マジで勘かん弁べんしてほしい。

　たしかにこいつとは長い付き合いだが、そんな目で見たことは一度もない。

　これで、外見が男おとこの娘ことかってんなら再考の余地もあるが……いやいやいや、三次元は無理だわ。

「そんなことよりさ」

「那な月つきお前！　この緊急事態を『そんなこと』で流すなよ！」

「いや、でも、それって《ペナルティ》の話でしょ？　アユムが《役ロール》の条件をちゃんとクリアすれば、馬ば場ばくんと付き合う可能性なんてないじゃない」

「そうだけどさ……」

「あのー、俺は？」

「馬場くんは、アユムが相手じゃなければいいでしょ。可愛かわいい女装男子とか見つければいいじゃない」

　いや、そんな理屈で納得できるわけが──。

「女装男子か……」

「左亮ーっ！」

　オレの友人が血迷ってる。けど、まあいいとしよう。《役振り》されたってことは、そうなる素質があったってことかもしれんしな。

「で、なんだ、那月」

「あ、そうそう。実はこんなものがあります」

　と那月は机の上にチケットを並べる。

「お、リゾキンの入場券だ」

　もう立ち直ったのか……強いな、左亮。

　リゾキンってのは、リゾートキングダムのこと。郊外にある、プールとスパを組み合わせた娯楽施設だ。そのチケットが五枚。

「お父さんが取引先の知り合いからもらったんだぜぃ。みんなで一緒に行こうよぅ」

　スネちゃまみたいなことを言い出した。

「えっと、それじゃ、オレと那な月つきと左さ亮すけと……」

「白しら藤ふじさんでしょ」

「おい、ちょっと待ってくれ」

「どうした？　この流れで誘わないほうが不自然だろ」

　左亮がそんなことを言ってくる。

　こいつは、いまオレが白藤とちょっと気まずいってことを知らないんだった。

「これだってお前か白藤の《世界干渉インターウエイブ》かもしれないんだぜ。チャンスを逃すなよ」

　やけに真剣にアドバイスしてくるけど、オレが《ペナルティ》を受けることになると自分が困るからだな、こいつ……。

「いや、でも、なぁ那月？」

　とオレは事情を知ってる那月に助けを求める。

「え？　いいんじゃない。わたしも白藤さんと一緒に行きたいよ」

　くっ、お前もか……。

　と、そこへ、白藤が登校してきた。

「ほら、行けよ」

　と、左亮がチケットをオレの手に押し付け、背中を押す。

　オレは流されるままに白藤の前に立った。

「！　お、おはよう、鶴つる見みくん」

「おう……その、昨日は」

「っ！　あ、あの」

　と、謝罪の言葉を口にしようとしたオレを遮さえぎって、白藤が声をあげる。

「ごめんなさい、あれ、脱いだまま置いてきてしまって」

　どうやら、ソックスのことを言っているらしい。

「あ、ああ……悪い。持ってくるの忘れた」

「あ、い、いつでもいいわよ。なんなら、あげるわ」

「もらってどうしろと!?」

「顔を拭ふくのに使ってくれてもかまわないわ」

「ハンカチみたいに言うなよ！」

　オレと白藤の会話を聞いて、ざわざわざわ……となる教室。

「そ、そう……そうよね。あの素材では吸水性が悪いものね。ごめんなさい」

「そういう問題じゃないんだけどな……」

　どうも様子がおかしいな。いつになくオドオドしてるというか、オレに怯おびえてる？

　オレはもう席に戻りたくなってくるが、後ろで那な月つきと左さ亮すけが囃はやし立てている。くそ！　余計な後押しありがとよ！

「それでな、白しら藤ふじ、今度の日曜日、ここに行かないか？」

「リゾートキングダム？　ああ、桜原駅の近くにあるプールね？」

　オレが差し出したチケットを見て、白藤は言う。

「あの、でも……」

「べつにデートとかじゃなくてさ。全部で五枚あるから、あいつらも一緒。あと一人誰か誘うつもりだけど」

　とオレは親指で背後の那月と左亮を指差す。

「みんな一緒……そ、それなら」

「お、おう。よかった。じゃあ日曜日な」

「ええ……」

　けっきょく白藤はオドオドした態度を消すことなく席に向かう。

　オレも、なんでもない表情を保って席に戻るが、地味にショックを受けていた。

　白藤は「みんな一緒なら」とオーケーしてくれた。

　つまり、オレと二人きりだったら断られてたってわけだ。

　やっぱりヌキゲープレイはアウトだったのか……。

「よう、やったじゃん」

「よかったね」

　左亮と那月はそう言ってくれるが、オレの心は正直めっちゃ沈んでた。

「あと一人は誰にしようか」

「俺らの共通の知り合いがいいかね」

「…………サンディ先生？」

「ないない！　それはない！」

　なんて言って盛り上がる二人の会話にも、ほとんど参加しなかった。





　　　　　　　　　☆






　そしてまた一週間はあっという間──というほどでもなかった。

　白藤と和解しようとして上う手まくいかない、というモヤモヤする一週間だったからだ。

　オレはオレで声をかけられないし、白藤も委員会の仕事があって忙しい様子だった。

　当日の待ち合わせ場所や時間なんかは伝えたけれど、それだけだ。

　先週一週間の関係が噓うそだったみたいに、オレと白しら藤ふじの間にはなにもなかった。

　そういや、むつみのほうも不機嫌なままだったんだよな……。

　いつもは勝手に部屋に入ってきたりするくせに、ここ一週間は一切なし。

　口もほとんどきいてないくらいだ。

　ま……兄妹なんて本来こんなもんだろ。

　いままでがべったりしすぎだったんだ。

　そう自分に言い聞かせて、オレは気にしないことにしていた。

　そして、日曜日──。




「なんでお前がここにいる!?」

　オレが待ち合わせ場所の駅前──マリンワールドに行ったとき白藤と待ち合わせしたのと同じ駅──に着くと、そこにむつみが立っていた。

　横には那な月つきと左さ亮すけと、そして白藤。どうやらオレが最後だったようだ。

「おい那月」

「おやアユムくん。最後に来た人は罰金という名のコーヒーおごり！」

「まだ五分前だろが。それより、五人目はお前が呼ぶって言ってたよな」

「言ったね」

「ここにはむつみがいるように思うんだが」

「いるよ！　むつみはここにいるよ！」

　オレの前に回り込み、してやったり、という顔で笑ってくる我が妹。

　くそ、ここ一週間黙り込んでたのはフェイントだったのか。

「那月、なんでこいつ呼んだんだよっ」

「えー、いいじゃない。共通の知り合いだし、白藤さんにもちゃんと訊きいたし」

「オレは訊かれてない」

「アユム、言ったら絶対駄目って言うじゃん」

「言うね！　間違いなく言うね！」

　冗談じゃない。なにが悲しくて妹同伴で友達と遊びに行かなきゃならんのだ。

　しかしオレがどれだけ反対しても、四対一、多数決の原理でむつみの同行は可決されてしまうわけだ。

　まあ、いまさら帰れとも言えないしな……。

「ほら、行くよお兄ちゃん」

「わかった、わかったから引っ張るな！」

　オレはむつみに引っ張られながら駅のホームへ向かう。

　那月と左亮があとに続き、白藤は一番後ろだった。





　　　　　　　　　☆






　入り口で受付を済すませ、男女わかれて更衣室へ。

「なあ、アユム」

「？　どうした左さ亮すけ」

「お前、実は女だったりしないよな」

「しねえよ！　もし女だったら、ＢＬゲー主人公の相手役にはならねえだろ」

「だよなぁ……」

　じゃあいっそ俺が女になれば……とかブツブツつぶやいてるが大丈夫なのかこいつは？

　まあとにかく、水着に着替えて、更衣室の出口前に集合。

　少し待ってると、女子三人が現れた。

「……っ」

　思わず目を奪うばわれる。

　白しら藤ふじは、鮮やかなカラーリングのタンクトップビキニ。

　あまり露出が多くないにもかかわらず、スタイルのよさは隠しきれない。

　布からチラリとのぞくおへそがセクシーだ。












「えっと、どうかしら。学校指定以外の水着というのを、初めて買ってみたのだけど」

「お、おお。すごく似合うぜ」

　オレはなんとかそう答える。

　マジか。つまり今日のためにわざわざ買ってきたってことかよ。

「そうだよぅ。みんなで選んだんだからっ」

　と、白しら藤ふじの肩に手を置いて言ってくる那な月つき。

　那月もビキニだが、露出度がもっと高い。トップスは胸のサイズが強調されるクロスホルターだ。スレンダーな白藤に対して、肉付きのいい那月は、そういう水着が似合うな。

　あれ？　でも胸はひょっとして白藤のほうが……。

「ちょっとお兄ちゃん、視線がキモいよ」

　と、あえて視界に入れないようにしていたちびっこいのが言ってくる。

　うるせえな……。

　むつみは二人よりさらに布面積の少ないトップスに、ローライズのパンツ。

　普通ならドキドキしちゃいそうなきわどさだが、こいつが着るとセクシーとは無縁な感じだ。単に布が足りなかった、みたいな……。

「お兄ちゃん!?　なんでそんな普通の顔なの！　漬つけ物もの石いしを見るときのほうがまだ表情豊かだよ」

「漬物石のほうがジッとしてるぶん役に立つだろうな」

「ひどい。お兄ちゃんの上に乗っかって漬けちゃうよ」

「なにをだよ」

「むつみちゃん、あんなお兄ちゃんは放ほうっておいて、行こう！」

「そうだね那月さん！　行きましょう行きましょう」

　二人して、ベーっとオレに舌を出す。仲いいなお前ら。

　考えてみれば、むつみも那月とは長い付き合いだ。学年は違うから学校で一緒になることはあまりなかったけど、最近はラインとかでオレより頻ひん繁ぱんに会話してるっぽいし、女子同士気があうんだろうな。

「いっえーい！　プールだプールだ！」

「プールプール！」

　那月とむつみは手をつないで、てってってとプールへ走っていく。

　そのままジャンプして飛び込み、ドボン！　と盛大な水柱が上がる。

　直後──。

「わぷ、ぷあああ！」

「あわわわわ！」

　二人してジタバタと暴れながら、プールサイドにしがみつく。

「わ、わたし、泳げないんだった……」

「むつみも……」

「なにがしたいんだお前ら……」

　呆あきれるオレの横を通って、白しら藤ふじが二人に歩み寄る。

「よかったら、泳ぎ方、教えようか？」

「え、ほんとう？」

「ぜひお願いします！」

　なんて言う二人に、まずは上がって準備運動だと告げる白藤。

　オレはその様子を眺ながめて苦笑しつつ、そっとその場から離れた。

　なんだか、二人をオレから離れる口実に使われた気がしないでもないけど、まあ、いいか。いまの状態じゃ、エロゲ的展開もラノベ的展開も期待できそうにないし。

　今日は、一緒に遊びに来られただけでもよしとして、女は女同士、男は男同士で……って左さ亮すけはどこ行った？

　オレは辺りを見回す。

　リゾートキングダムは、プールエリアとスパエリアに分かれていて、プールエリアはさらに、屋外コーナーと屋内コーナーがある。他にもホテルエリアとかエステコーナーとか色々あるみたいだ。

　プールの屋外コーナーは、人気のあるウォータースライダーだけ温水で営業中で、他は閉まっていた。

　で、オレたちがいるのは屋内コーナー。大した面積じゃないけど、けっこう入り組んだ作りになってるので、一度はぐれると、探すのは大変だ。

「おーい、左亮よ。どこ行った。男二人で寂しく水かけっこでもしようぜ」

　なんて軽口を叩たたきながらプールサイドを歩きまわっていると……見つけた。

　左亮は、筋肉ムキムキの、ブーメランパンツを履はいた集団に囲まれていた。なにやら盛り上がってる様子で、左亮も笑顔だが、その笑顔が引きつってるな……。

「はっはっは！」と笑い声をあげながら、左亮とむくつけき男たちは、プールエリアとスパエリアの間にあるサウナに向かっていった。

　み、見なかったことにしよう……。

　えーと、じゃあオレは一人でなにをすれば。

　と、そこでオレは、なにやら見み憶おぼえのある人物を発見する。

　海の砂浜を模した、ビーチゾーンだ。パラソルやサンベッドが並んでいて、ヤシの木なんかも生えてる。

　そのサンベッドに、金髪ツインテールにロリ巨乳の、スク水を着た幼女──否いな、残念熟女が一人。

　そこへ男が二人通りかかる。大学生くらいで、爽さわやかな雰ふん囲い気きの、なかなかのイケメンだ。

　残念熟女は彼らに声をかける。

「そこのお兄さん、あたしに日焼け止めクリームを塗ってくれないかな？　ううん、二人一緒でも全然かまわないさ。エロゲヒロインたるもの、サンピーくらいは想定しておかなきゃな──え？　いや、違うぞ、迷子ではない。親とか一緒じゃないっての。あたしは大人だ。よく見ろ、この魅み惑わく的な肉体を」

　と、ベッドの上でＭ字開脚しだすサンディ先生。笑いつつも困惑顔のイケメン二人。

　そこへ警備員が現れた。

「む、なんだ貴様ら。あたしはべつに怪しい者じゃ……違う！　痴ち女じよじゃない！　ただ逆ナンしてただけだー！　はーなーせー！」

　サンディ先生はわめきながら警備員二人に引っ張られていった。

　なにやってんだあの人……。

　あれも見なかったことにしよう。

　しかし、まだまだ夏にはほど遠いのに、けっこう人がいるな。そしてみんな、だいたいグループなので、一人でぶらついてるオレが目立つこと目立つこと……。

　まいったな。することないし、スパエリアに行って風呂にでも浸つかってようかな──。

「お兄ちゃんっ」

　と、むつみが駆け寄ってきた。

「どうした？　白しら藤ふじに泳ぎを教えてもらってたんじゃないのか？」

「那な月つきさんが思いの外ダメダメで、都みやこさん、そっちにつきっきりになっちゃったの」

「そういやあいつ、運動音痴だもんな……」

「だからねっ」

　とむつみはオレの腕に両手を絡からめてくる。

「むつみはお兄ちゃんとデートだよっ」

「あんまりベタベタすんな、暑苦しい」

　妹にひっつかれてドキドキするなんてことはないけどさ。周りの目ってもんがある。

　むつみはオレを引っ張って、屋外コーナーへ向かう。

「あれあれ、あれに乗ろーよ！」

　と指差すのは、巨大なウォータースライダーだ。

　なかなかの高さの階段を上るのだが、その階段にも、その手前にも、かなりの行列ができていた。

「マジかよ……けっこう待つぜ？」

「でも乗りたいのっ」

　むつみがそう主張するので、仕方なく最後尾に並ぶ。まあ、他にすることもないしな。




「──飽あきた！」

「はやっ！　お前どんだけ我慢弱いの!?」

　まだ並んで五分も経たってねえぞ。

「むつみはお兄ちゃんのために飲み物を買ってくるのでお兄ちゃんは並んでてください」

　ロボットみたいな棒読みでそう告げると、むつみは列を抜けてたったか走っていった。

　絶対自分が飲みたくなっただけだな……。

　はぁー、とオレがため息をついてると、周りからザクザクと視線が刺さってくる。

「なんでこんなヤツにあんな可愛かわいい彼女が……」

「彼女にお兄ちゃんって呼ばせるとか……」

「この変態ゴミクズ野郎……」

　そんなボソボソ声まで聞こえてくる。

　なんなの!?

　普通に兄妹だとは思わないわけ？

　はたから見ると、オレとむつみはそんなふうに見えるのだろうか。

「…………」

　いやいやいや！　だからって、それがどうしたんだ。

　べつにそれで『それじゃあいつと結ばれるルートをえーらぼう』とはならないし。

「……ん？」

　と、オレは窓の向こうの屋内コーナーに目を留める。

　白しら藤ふじが誰かと話してる。なんか困ってるっぽいな。

　彼女と向き合ってるのは、いかにもガラの悪そうな男三人。

　まいったな……。

　あんな場面を見つけちゃったら、気まずいとか言ってるわけにいかない。

　オレはウォータースライダーの列を抜けて、屋内コーナーに戻った。





　　　　　　　　　☆






「あの、私、友達が待ってるので」

「まあまあ、そんなつれないこと言うなよ」

「っていうか、その友達も一緒に遊ぼうぜ」

「それな！　それいい考え！」

　白藤に絡からんでゲラゲラ笑ってる三人組は、イケメンっちゃイケメンだが、さっきサンディ先生が逆ナンしてた爽さわやかイケメンとは違い、ヤンキーオーラ全開の連中だ。

　彼らがいるのはプールとプールをつなぐ通路の途中だが、壁の陰かげになって周りから見えない。窓の外から偶然見えたのは、運がよかった。

　三人は白しら藤ふじを逃げられないように囲んでいる。

　その一人が、彼女の腕を摑つかんだ。

　まずいな、このままだとエスカレートしそうだ。

　そこでふと、オレの頭に選せん択たく肢しがよぎる。





・不良に「よう、その汚い手を退どけろよ、トンカツ野郎」と言う。

・近くに交番があったはずだ！　探しに行こう！






　この前白藤にプレイしてみせたゲームの選択肢だ。

　もちろん交番は近くにないが、警備員ならすぐに見つかるはずだ。

　けど──探してる余裕はなさそう。

　ヤンキーたちは、いまにも白藤の腕以外の場所もベタベタ触りだしそうな気配。

　くそ、しょうがねえ……。

「おー白藤、探したぞ！」

　アホみたいにでかい声を出して、オレは白藤とヤンキーたちに歩み寄る。

　壁に隠れてるだけで、近くには人がいる。本気で叫べば警備員も来てくれるだろう。

　とか自分に言い聞かせつつ、オレはヤンキーたちを押しのけて白藤の腕をとった。

「つ、鶴つる見みくん」

「そろそろ昼でも食べに行こうぜ」

　そう言いながら立ち去ろうとする。

　ヤンキーたちがなにか言ってくるか、下手すりゃ問答無用で殴なぐりかかってくるかな、と警戒するが──。

「なんだよ、彼氏いるのかよ」

「つまんねー」

「行こうぜ行こうぜ」

　ヤンキーたちは思いの外あっさりと引き下がった。

　ふー……よかった。

　正直、二、三発殴られる覚悟もしてたんだけどな。

　オレは白藤を連れて、場所を移動する。

　ベンチがあったのでそこに座ろうとしたが、

「白藤……大丈夫か？」

「あ……」

　と短く声を発して、白しら藤ふじはそのままオレの腕にしがみついてきた。

「ありが、とう、鶴つる見みくんっ」

「白藤っ!?」

「ご、ごめんなさい……けっこう怖くて……男の人にあんなふうに囲まれるなんて、初めてで」

　意外な気がしたけど、それもそうか。

　私服はジャージとパジャマしかないと言っていた白藤だ。いくら外見が綺き麗れいでも、ナンパの対象にはならないのかもしれない。

「この前から、鶴見くんには助けられてばかりね」

「ん？　ああ、ゾンビのときか」

　言われてみれば、そうかもしれない。

「あのとき、鶴見くん言っていたわよね。『エロゲ主人公としてヒロインを助けるのは当然だ』って。それを聞いて、私、すごいと思ったのよ」

「え、あれが？　どうして？」

「だって、普通はそんなこと、簡単にできないでしょう？　できないから、みんな憧あこがれるものなんじゃないかしら。私だって、少女漫画のヒロインみたいに恋愛したりなんか、できそうにないから、羨うらやましいって思ったもの」












「憧あこがれか……」

　その言葉が、なぜか胸に響く。

　オレがエロゲをプレイしたりラノベを読んだりしてたのは、可愛かわいいヒロインが好きで、そんなヒロインに囲まれる主人公が羨ましくて、そんなハーレムが見てて楽しかったからで……どうだろう。そこに憧れなんて感情はあっただろうか？

「ところで」

　と、オレの思考を遮さえぎるようなタイミングで、白しら藤ふじが言ってくる。

「鶴つる見みくん、妹さん──むつみさんとずいぶん仲がいいのね」

「え？　んー、まあ、仲がいいというか、あいつがつきまとってくるだけというか。兄離れできてねえだけだよ、あいつは。なにかっつーとオレに絡からんできてさ」

「そうなの？」

「そうそう。なにも考えてないだけ。昔から感情で突っ走るんだよ、あいつは」

　と身内の話をする照れくささもあって、オレは一気にまくしたてる。

　とそこで、思い出したことがあった。

「どうかしたの、鶴見くん」

「ああ、いや、前にむつみが猫を拾ってきたことがあったんだけどな──」




　──あれはむつみが小学三年生のころだ。

　むつみと両親が飼うとか飼わないとか揉もめてるところに、オレは友達の家から帰ってきた。

　ちょうど両親は、猫を保健所に連れて行くと言った。

　当時のオレたちはアパート暮らしで、ペットを飼うことはできなかったのだ。

『保健所ってなあに？』

『動物を預かってくれるところだよ』

　むつみの質問に、そう答える親。

　オレは、そのときの状況もよくわからないままに、思ったことを口にしていた。

『保健所に行ったら、殺されちゃうんじゃない？』

　次の瞬間、むつみは猫が入ったダンボール箱を抱えて、アパートの部屋を飛び出した。

　両親はオレを睨にらんだあと、慌あわてて階段を駆け下りてアパートを飛び出していった。

　けどオレは、反対に階段を登り、屋上へ向かった。

　思ったとおり、むつみはそこにいた。

　フェンスの間近に立って、こっちを見もしないで叫ぶ。

『この子を殺すなら私も死ぬから！』

　そしてフェンスによじ登ろうとするむつみに呼びかけた。

『バカ、オレだよ』

『え、お兄ちゃん……？』

『父さんと母さんは、外に探しに行ったよ。まさかそんなアホなことするつもりだとは思わなかったんだろうな』

『アホじゃないもん……』

　猫が入ったダンボール箱を守るように抱えてうずくまるむつみにオレは言う。

『戻ろうぜ、むつみ』

『でも、この子は──』

『一緒に、飼ってくれる人を探そう。父さんと母さんはオレが説得してやるから』




「──それで、無事猫の飼い主は見つかったわけだ」

「それはよかったわ……」

　心底安心したという口調で、白しら藤ふじは言った。

　ずいぶんと感情移入してくれたもんだな、とオレは苦笑する。

　むつみがどれだけ感情で突っ走る性格なのかを説明したかっただけなんだけど。

「でも──いまの話でよくわかったわ」

「だろ？　あいつは本当に考えなしで──」

「むつみさんじゃなくて、あなたのことよ。鶴つる見みくん」

「え？」

　白藤は、まっすぐにオレを見つめていた。

　その表情は、真剣で、でも、なぜか悲しげだ。

「あなたは、やっぱりすごいわ。だって、本当にエロゲ主人公みたいで」

「エロゲ主人公？　つまりオレが、無個性で、特とく徴ちようも特技もない、凡ぼん庸ようなキャラだってことか？」

　なんでこんなタイミングでそんなこと言うの？

　と思ったら、白藤は首を横に振る。

「違うわよ」

「え？」

「最初は私もそう思ったわ。ハーレムエロゲの主人公は、ヒロインの魅力をプレイヤーに伝えるカメラ代わりの存在だっていう鶴見くんの説明のとおりだと思ったの。でも違うでしょう？　鶴見くんが見せてくれたゲームの主人公は、カメラなんかじゃなかった。ピンチに陥ったヒロインを助けてたじゃない」

　それはあの、不良を追っ払うシーンのことか？

　けど、あんなの、わかりきった選せん択たく肢しを選べば自動的に至るルートじゃないか。

　オレがそう告げると、白しら藤ふじは首を振って、

「鶴つる見みくんは、自分でもそれをできたじゃない。私をゾンビから助けてくれた。不良からも、タコからも……」

　後半は、ちょっと、弱々しげに、白藤は言う。

　まあ、タコとかはアレだしな……。

　けれど、すぐに白藤はオレをまっすぐに見て告げた。

「それに……私の心だって、解き放ってくれた」

「白藤……」

「鶴見くんがいなかったら私はずっと変われなかった。鶴見くんが教えてくれたのよ。観覧車や、服を買うことや……そういうことを楽しいと思う気持ちを。それはどんな《世界干渉インターウエイブ》があったって作れないものだわ」

　白藤は、さらにオレに顔を寄せる。

「誰でもいいわけない。鶴見くんが主人公だからできたことでしょう」

　まるで、キスでもするみたいに……。

　──バシャン。

　と、プールの水が跳ねたにしては不自然な音がした。

　見れば、売店のあるほうからむつみが歩いてくるところだった。

　彼女の足元には、左右にそれぞれ、オレンジ色と黒の液体。それと紙コップ。

「むつみ……」

　オレはこれが、コメディ展開のきっかけなんだと思った。むつみが『お兄ちゃんのエッチ！』とか叫んで、那な月つきが現れて、左さ亮すけも戻ってきて、サンディ先生もやってきて、ハーレム主人公のオレだけがなぜか責められて、最後にオレが『やれやれ』とでもつぶやいて一件落着。

　そんなコメディ。

　けど、なぜかむつみは。

　蒼そう白はくな顔でオレと白藤を交互に見る。

「え……噓うそ、なんで？　あれ、だって……」

　中身のないつぶやきを連ねて、むつみの視線は白藤に固定される。

「……都みやこさん。ちゃんと、知ってるんだよね？　自分の《ペナルティ》のこと」

「え……むつみさん、なんでそれを」

　すぐに、しまったという顔になるむつみ。

「むつみ？」

「お、お兄ちゃん、お腹なか空すかない？　そろそろお昼ご飯──」

「下手な誤ご魔ま化かし方だなおい！」

　オレは思わずツッコミを入れてしまう。

「……むつみ、教えろ。白しら藤ふじの《ペナルティ》がどうしたんだ？」

　むつみは気まずそうにうつむいて、そしてようやくその事実を告げた。




「……都みやこさんは、お兄ちゃんと結ばれちゃいけないの」




「どういう、ことだ？」

　だって白藤は、ラノベヒロインで、オレというハーレムエロゲ主人公の相手で……。

「お兄ちゃん。エロゲとラノベの違いってなんだと思う？」

「は？」

　突然、定義論みたいな質問をかましてくる妹に、オレは面めん喰くらう。

　しかし、その真剣な様子に、冗談を口にする気にはなれなかった。

「そりゃ……色々あるだろ。そもそも媒ばい体たいが違うし、年齢制限だってある。ハーレムラブコメって縛しばりで考えるなら、ルートがあるのと、十八禁シーンがあるかどうかとかか？」

　思いつくままに並べ立ててみる。

　それと、この二人の様子がおかしいのがどう関係するのかはわからない。

　が、むつみは小さく頷うなずいた。

「そう……ハーレムエロゲとハーレムラノベの違いはそこだよね。エロゲは選せん択たく肢しによって、誰か一人のヒロインと結ばれる個別ルートに向かうけど、ラノベはそうじゃない」

　もちろんラノベでも、選択肢という概念が存在したり、スピンオフやメディアミックスという形で個別ルートを描えがく作品はある。けれどそれは、その作品の性質であって、ラノベの性質ではないだろう。

「だからね、お兄ちゃん。都さんはあくまでラノベヒロインなんだよ。お兄ちゃんのヒロインとして振る舞うことはできるけど、それがラノベヒロインの枠を超えちゃったら《ペナルティ》なの」

「ラノベヒロインの枠……」

　バカみたいに言葉を繰り返すオレ。

　むつみは頷く。

「──つまり、個別ルートに入ること。そうだよね、都さん」

「……そうよ」

　白藤は小さく頷いた。

「個別ルートという言葉の意味が、はじめはわからなかったけれど、ハーレムという言葉の定義を理解するにつれて、だんだんわかってきたわ。ハーレムラノベの主人公は、特定のヒロインと付き合ってはいけない。なぜなら彼は、周りにいるヒロインの可愛かわいさを平等に読者に提示しなければいけないから。その論理が、ハーレムラノベヒロイン──つまり私の《ペナルティ》の条件に跳ね返ってきているということね」

　白しら藤ふじの整然とした説明を聞きながら、オレは前に、那な月つきと左さ亮すけとした議論を思い出す。ラノベヒロインとエロゲヒロインはどう違うか。そのときは結論が出なかったが、そりゃそうだ。答えはヒロイン自身の属性や振る舞いじゃなくて、媒ばい体たいとしての性質にあったんだ。

「そんな……」

　けど、信じられない。

『ハーレムエロゲの主人公としてのあなたの《クリア条件》は、そのなかの一人との関係を深め、そのヒロインのルートに入り、Ｈシーンを経てエンディングを迎えることです』

　宣告の声は、オレにそう言った。

　それはまさに、白藤が《ペナルティ》を受ける条件そのままだ。

「その、白藤の《ペナルティ》って……」

「都みやこさんの《ペナルティ》はね──」

　そしてむつみは、ちらりと白藤のほうを見てから、言葉を続けた。




「『卒業と同時に主人公と別れ、以降誰とも結ばれなくなる』」




「っ……！」

　今度は声すら出なかった。

　おかしい。そりゃおかしいだろ。

「むつみ……念のため、オレの《ペナルティ》も教えてくれないか？　わかるんだろ」

「うん」

　むつみはオレのほうに視線を向ける。

「お兄ちゃんの《ペナルティ》は、『高校卒業までにＨシーンを経ていずれかのヒロインのエンドに到達しなければ、ＢＬゲームの主人公の相手役になる』」

「は、ははは……」

　もはや、笑うしかなかった。

　主人公であるオレは、卒業までにヒロインと結ばれなきゃいけない。

　けれどそのヒロインは、オレと結ばれたら、卒業式には別れることになり、それ以降は誰と付き合うこともできなくなる……。

　どうかしてる。

　そんなヒロイン、攻略できるわけないだろ。

「ねえ……」

　と、それまでずっと黙っていた白しら藤ふじが、むつみに言う。

「むつみさんは、どうして私の《ペナルティ》のことを知ってるの？」

「だって、むつみは神様だから」

　そう告げるむつみの言葉は、どこか悲しげな響きがにじんでいた。

　むつみは、だいぶ前から知っていたんだろう。

　エロゲ主人公オレとラノベヒロイン白藤のすれ違いの本当の意味を。

　結ばれない二人。

　結ばれても、別れる運命の二人。

「神様って、どういう──」

　むつみの答えに、白藤は困惑している。

　そりゃそうだ。いきなりそんなことを言われて、理解できるはずがない。

　しかしむつみはかまわず言葉を続ける。

「むつみは神様なの。だからわかっちゃうの。お兄ちゃんの相手のラノベヒロインは、これから『登場』する子も全員、同じ《ペナルティ》を持ってる。お兄ちゃんとすれ違う人しかいない。だからずっと言ってるでしょ！　お兄ちゃんは、エロゲヒロインのむつみと結ばれるのが一番いいの！」

　唯一、エロゲのキャラを『宣告』されたオレのメインヒロイン。

　ここまで必死なむつみの言葉を疑うことはオレにはもうできない。

　そしてオレはようやく、ここ最近むつみがやたらオレに迫ってきた理由がわかった。

　そういうことだったんだな──。

「いや、それもオススメできんぞ」

　と、唐とう突とつな声に目を向ければ、スクール水着を着た金髪ツインテールの残念熟女が、無駄にでかい胸を支えるように腕を組んで、偉そうに立っていた。

「悪いな、立ち聞きさせてもらった──」

「あの、サンディ先生。いま真面目まじめな話してるんで」

「人をギャグ要員扱いするなよ!?」

　だってこの人、キメ顔で現れたけど、全身ドロッとした白い液体まみれなんだぜ。

　多分、さっき持ってた日焼け止めクリームなんだろうけど。

　警備員にしょっぴかれてったあと、なにがどうなったら、こんなことになるんだ……。

「っていうか、誰この人？」

「あたしは、こいつらの担任だ」

　と、サンディ先生はオレと白藤を指差す。

　むつみはジト目になり、

「はいはい、迷子センターに行きまちょうね。大人の話の邪魔しちゃ駄目でちゅよー」

「おい、やめろ！　本当だっての！」

　まあ、知らなきゃこうなるわな。身長だって、完全にむつみのほうが上だし。

　オレは仕方なく助け舟を出す。

「むつみ。やめてやれ。こう見えて本当に教師なんだ、この人。これでもさんじゅう──いてえ！」

　思いっきり足を踏まれた。

　サンディ先生を睨にらむと、キャピっとした顔でてへぺろしてやがる。

　くそ、歳とし考えろよ残念熟女め。

「それで、サンディ先生。どういうことなんですか？」

　と、白しら藤ふじが尋ねる。彼女は一人落ち着いている──というより、冗談を飛ばす余裕もないって感じだ。

　サンディ先生は頷うなずきながら、

「鶴つる見みがこの鶴見妹と結ばれた場合でも、他のヒロインはラノベヒロインである資格を失って、《ペナルティ》を受けることになるかもしれない」

「え、なんで？」

「忘れたのか？　白藤はハーレムラノベヒロインだろ」

「あ……」

　そうか。

　ハーレムラノベの主人公は、特定のヒロインを選ぶことはない。ルートという概念のないハーレムラノベでは、一人のヒロインが選ばれたときはその物語が終わるときだ。

「もちろん、そうならない可能性もあるがな。ハーレムラノベと言ってもいろいろな形があるんだから。だが、過去のハーレムラノベの《役振りロールキヤスト》事例では、そういうパターンが多かったぞ」

「それじゃ、つまり……どうなるんだ？」

「お前と、妹以外のヒロインの食い違いという異常事態の原因を見つけてどうにかする。そうしなければ、お前はどのヒロインとも結ばれることはできないってわけだ」

　もっとも、とサンディ先生は意地悪い笑みを浮かべる。

「お前が、ヒロインの将来なんか知ったこっちゃないっていう、鬼畜系主人公を気取るなら、かまわないがな」

「…………」

　そんなこと、できるわけがない。

　白藤の態度の意味がようやくわかった。

　白藤は、自分とオレの《ペナルティ》が食い違っていることに気づいて、けれどそれをオレに言い出せずに、一人で抱え込んでいたんだ。

　それもわからずにオレは……。

「…………ふー」

　オレはため息をついた。

　注目してくる三人に向かって、苦笑してみせる。ハーレム主人公らしい『やれやれ』的な笑みだ。

「ま、どうせ、もともとオレが女子と付き合えるはずもなかったんだ。だから……目的を変えよう」

　選せん択たく肢しを選んで、ヒロインの好感度を上げて、ルート突入、エロシーンのＣＧイラストを集めてハッピーエンドを目指す……そんなエロゲ主人公みたいな生き方は、やっぱり現実には存在しないんだ。だから──。

「──全員が幸せになれる方法を探す。エロゲ主人公の相手役がラノベヒロイン……そんなふざけたバグの原因を見つけ出して、なんとか修正しよう」

　ラブコメだのエロだのは二の次だ。

「鶴つる見みくん……」

「ま、それが妥当だな」

　白しら藤ふじとサンディ先生は小さく頷うなずいた。

「むつみも、それでいいな？」

　問いかけると、うつむいていたむつみは、顔を上げて、ニパッと笑みを浮かべた。

「わかったよ……まったく、しょうがないよね。お兄ちゃんが鬼畜系主人公なんてやれるはずもないもんね」

　ったりめーだ。

　オレのテリトリーはハーレムラブコメか純愛ものだからな。

　いや、『だった』か……。

「あー、もったいないことしちゃった。もっかい飲み物買ってくるね。都みやこさんと、えっとサンディちゃん？　のぶんも」

　と、むつみは売店のほうへ走り去っていく。

「だから子供扱いするなー！」

　とプンスカ怒るサンディ先生。

「キチクケーってなにかしら？」

　と首を傾かしげている白藤。

　その横でオレは、むつみがこぼしたオレンジジュースとコーラを見つめていた。

　むつみのヤツ……。

　なんか、嫌な予感がする。





　　　　　　　　　☆






　しばらく待ってもむつみは戻ってこなかった。

　飲み物を買うのにこんなに時間がかかるのもおかしい。

　遅いな……と思ったところに、プールのほうから悲鳴が聞こえてきた。

　オレたちが駆けつけると、那な月つきが男に囲まれている。

　みれば、それはさっき白しら藤ふじに絡からんでいたヤンキー三人組だ。

「ぐぬぬ……あいつら、さっきあたしのことはスルーしたくせに」

　なんかサンディ先生が悔しがってるが、放ほうっておこう。

　それよりも、なにか様子がおかしい。

　悲鳴をあげたのは那月だったっぽいが、絡まれて困ってるという感じではない。

　どちらかといえば、面白いことがあって、思わず大声を出してしまったみたいな雰ふん囲い気きだ。顔も笑ってるし。

「ぬおおおお!?」

「な、なんだよこれ！」

「お、俺の、顔がー！」

　ヤンキーたちは互いを見回しながらそんな声をあげる。

　見れば彼らの顎あごは三角定規の鋭角ばりに尖とがってた。まるで乙女ゲーの王子役みたいだ。

　那月が笑いすぎて、涙をぬぐいながら言う。

「あ、あの、わたし、そのタイプのゲームはちょっと……」

「ああ？　ゲームじゃねえよ。俺らヤンキー漫画のやられ役の《役ロール》で──」

　そんな《役》だったのか、こいつら。

　しかし、さっきはこんな顔じゃなかった。

　ということは、近くに、乙女ゲー主人公の《役振りロールキヤスト》をされた人でもいるのか？

　と思っていると、

「だから～俺たちは～♪」

「ナンパを続けるのさ～♪」

「主人公にボコられるまでは～♪」

　いきなり両手を広げて歌い出した。ミュージカルかよっ！

　いや、リアルにミュージカルなんだろう。近くにそういう《役振り》をされた人が……って、なんか変だな。

《世界干渉インターウエイブ》が起こってるんだろうが、ちょっと頻ひん度どが高すぎじゃないか。

「ぎゃ─────！！！！」

「今度はなんだよっ！」

　悲鳴が聞こえてきたほうを見ると、みんなが一斉にプールから逃げるように上がってくる。その奥では、鱗うろこに覆おおわれた巨大な背中が水面からのぞいている。あれは……ワニ？

「ひゃっ、きゃあ！」

　逃げ回るお姉さんが水着の紐ひもを壁の突起──多分浮き輪かなんかをかけておくところ──に引っ掛けて、全裸になってしまう。

　なぜかそこに、天窓から謎なぞの光が差し込み、肝心なところだけが見えない。多分、どの角度から見ても、なんらかの邪魔が入るんだろうなぁ……。




「そこの出口から逃げろよ！」

「駄目だ……外は殺人鬼でいっぱいなんだ」

「おい！　あっちのエリアで浮き輪やビート板が女の子に変身してるらしいぞ！」

「女体化作品の《世界干渉インターウエイブ》か？」

「ワニをそっちに誘導するぞ！」

「バカ！　お前パニック映画のやられ役だろうが！　速攻で喰くわれるだろ！」

「それでもオレは！　オレは！」




　阿あ鼻び叫きよう喚かんというのも馬鹿らしい、ひどい騒ぎだ。

　と、そこへおきまりの館内放送。

　──ピンポンパンポーン。

『お客様へお知らせいたします。ただいま、複数の《役振りロールキヤスト》による《世界干渉》が強まっておりますが、パニックにならないでください。当施設所属のスタッフが対処にあたります』

　パニックになっていた客たちが少し落ち着く。

　バトル漫画の主役とかアメコミヒーローとかが、ワニや殺人鬼を退治してくれるのだろう──。

『ギャグ漫画主人公の《世界干渉》により、誰も死ぬことはありません。安心してワニに食われてください。殺人鬼に刺されてもすぐに蘇よみがえります』

「「「「嫌だよ！！！！」」」」

　全員一斉に、まさに息を合わせて叫ぶ。

　そしてさらに高まるパニック。

　なかには死なないとわかって、ワニに立ち向かっていく者もいたけど。

　まあ、全部ギャグ漫画オチで済すむならそれに越したことはない。

　ある意味、バトル漫画のキャラなんかを雇うより賢いかもしれない。

「アユム、これって」

「ああ……」

　那な月つきに言われて、オレは頷うなずく。

　どう考えても普通じゃない。《世界干渉インターウエイブ》が起こってるのはいいが、その頻ひん度どが高すぎる。

　横でサンディ先生も頷く。

「《世界干渉》はストーリーのガイドだからな。互いのストーリーが接触しすぎないように、ある程度牽けん制せいし合う性質がある。ここまで多発するってのは普通じゃない」

「じゃあこれは、やっぱりむつみの……神様としての能力か」

《世界干渉》を操る能力。

　オレの部屋をモザイクまみれにしたみたいな、不安定で不器用な力だ。

「え、むつみさんがどうかしたの？」

　白しら藤ふじが訊きいてくる。

　詳しく説明しているヒマはない。

　というか、なんでむつみが能力を使ってるのか、オレにだってよくわからない。

　とりあえず、事実だけをオレは告げる。

「この事態はむつみが原因だ。あいつを見つけて止めなきゃ」





　　　　　　　　　☆






　オレ、白藤、那月、サンディ先生で手分けしてむつみを探す。

　オレは、出口方向へ逃げようとする客たちをかき分けて屋外コーナーへ。

　そちらにもまだ人はいて、迫り来る大だい蛇じやや、妖よう怪かいから逃げ回る客がパニックになっていた。

　オレはそんな大衆娯楽和と洋の夢のコラボレーション（悪夢だな）のなかをかき分け、ウォータースライダーのところまで来た。

　なんでここに来たのかは自分でもよくわからない。

　さっきむつみとここに並んでいたからか。

　それともさっき白藤にあの話をしたせいで思い出したんだろうか。

　むつみがどんな無む茶ちやをするヤツかってことを。

「おーい！　むつみー！」

　呼びかける。

　と、上のほうで音がした。

「むつみっ!?」

　見上げると、ウォータースライダーの階段を上る、水着の女の子が一人。

　むつみではなかった。あれは、白しら藤ふじだ。

　白藤はこちらを見下ろして言ってくる。

「鶴つる見みくん、この上にむつみさんがいるわ！」

「っ！　わかった。オレも行く」

　予感は当たっていたっぽい。

　しかしむつみも、なんだってこんなエレベータもないところに登るんだ。

　オレが体力ないの知ってるだろうが。

「…………」

　意を決して、階段を駆け上がる。

　白藤にはなかなか追いつかない。オレよりけっこう速いペースで登っているっぽい。

　その先にいるらしいむつみの姿も見えない。

『うわあああ！　なんだこれ!?』

　と下のほうから悲鳴が聞こえてきた。

　見てみれば、辺り一帯がモザイクの海と化していた。

　人もプールも、建物も、出現していた大だい蛇じやや妖よう怪かいやワニも、全部がモザイク加工されている。

　いまはまだこのリゾートキングダムのプールエリアに収まっているが、その範囲は少しずつ広がっている。

　そのうち、街全体を飲み込み、この高さまでも迫ってきそうだ。

　けど、オレはそろそろ限界だ。苦しくて息ができなくなってきたし、足も重くて上がらない。このままじゃモザイクに飲み込まれてしまう。

　──どごおおおん！

「っ!?」

　轟ごう音おんが響き渡る。ぎょっとして下を見ると、でっかい鬼みたいな化け物が、下から登ってきた。体長五メートルはあるだろうか。木登りでもするみたいに、ぐんぐんオレに近づいてくる。

「ぎゃああああ！！！！」

　自分でも生まれて初めて出したような絶叫。

　いやいやいや、怖い怖い怖い！

　オレの足は一気に加速する。なにが限界だ、まだまだいけるだろうが、自分。

　しかし鬼のペースはそれより速い。なにしろサイズが違う。黒と赤のまだらな肌の怪物は、間近まで迫る。

　鬼はオレのすぐ下の階段を拳こぶしで叩たたきこわした。やばいやばいやばい！

「くそっ、どうしろってんだ！」

　──ボスッ。

　と、鈍い音と共に、鬼の動きが止まった。

　みれば、ドリルみたいな二本のツノの間の頭に、ビート板がぶっ刺さっている。

　続いて、ボボボボボン！　と浮き輪が連続して飛んできて、鬼の顔に激突。鬼はたまらず身を仰のけ反ぞらせる。

　それらが飛んできたほうを見ると、

「──サンディ先生!?」

　屋内ゾーンの屋根の上に、スクール水着に金髪ツインテールの残念熟女が立っていた。

　横には那な月つきがいて、浮き輪やビート板を先生に手渡している。

　建物の階段の二階部分には馬ば場ばがいて、それらを上へ放ほうり投げている。

　どうやら、バケツリレーの要領で受け取った浮き輪で、サンディ先生が鬼を攻撃してるらしい。

「なにその特殊能力!?」

　と、そこでオレは思い出す。

　サンディ先生の謎なぞのチョーク攻撃。《役振りロールキヤスト》と同時に発現したという異能力。

　あれってまさか……。

「とうっ」

　とサンディ先生が両脇に、ひときわでかい浮き輪を抱えて跳躍。

　常人ではありえない高さまで飛び上がったサンディ先生の目線は、散々階段を上ったオレたちとほぼ水平にまで来る。

「どうやら、この鬼はあたしが倒すべき敵らしい」

「じゃあ、先生は……」

「ああ……エロゲはエロゲでも、伝奇系エロゲのヒロインだったみたいだな！」

「……それ、宣告で聞かなかったのか？」

「いやーあのときあたし、せんべい食っててさ、バリバリうるさくて聞き逃したらしい」

「なにその残念な理由……」

　せんべいのせいで十年迷走してたとか、ギャグにしかならないぞ……。

　サンディ先生は浮き輪を投げつける。

　霊力とか魔力とか、なんかそんな感じの力を得た浮き輪が鬼にぶち当たる。

『グオオオオオオアアアアアア……!!』

　鬼は怒りの咆ほう哮こうをあげ、標的をサンディ先生に切り替える。

「行け、鶴つる見み！」

「──はい！」

　やばいな。いまちょっとだけ、サンディ先生のこと、素敵だと思ってしまったぞ。





　　　　　　　　　☆






　膝ひざはガクガク。息は上がりまくって肺が痛い。脳が酸素不足でいまにもぶっ倒れそう。

　それでもなんとか階段を登り切り、ウォータースライダー乗り場までたどり着いた。

　急に視界が開ける。

　三六〇度一面の青空。

　下に目を向ければ、モザイクや蛇やワニの大パニックだ。

　けど、その喧けん騒そうもここでは遠く、まるで別の世界の出来事のように感じる。

　そして、そんな場所にオレ以外に二人。

　白しら藤ふじとむつみが通路の端と端で向き合っていた。二人とも、オレが現れたことに気づきもしない。

　むつみは──スライダー用の大きな浮き輪の束に手を乗せ、フェンスに足をかけて、いまにも飛び降りそう。

　そんな状態で、彼女は言う。

「見てよ、都みやこさん。これ、むつみが引き起こしてるんだよ。《世界干渉インターウエイブ》の調整能力の暴走……さっきから止めようとしてるんだけど、全然止まらないの！」

　暴走……？

　その言葉に、オレは引っ掛かりを覚えた。

　じゃあこの現象は、むつみが望んで起こしてることじゃないのか。

「《世界干渉》の調整とか、《役ロール》を変えるときも、なんていうか、心を震ふるわせる感じ。だから、むつみの感情が激しく揺れると、勝手にこういうことが起こっちゃう」

「感情が……？　じゃあ、むつみさん。あなたは──」

「納得なんかしてないよ。当たり前じゃない！」

　むつみは白藤の言葉を遮さえぎって叫ぶ。

「むつみは！　お兄ちゃんが好きなの！　ずっと、ずっと憧あこがれで、付き合いたくて、キスしたくて、エッチなこともしたくて……でも我慢してた。兄妹だからって、それはいけないことだからって……でも！」

　いま、むつみはもう感情を抑えられない。

　世界を暴走させて、自分の想おもいを吐き出していく。

「むつみ、ヒロインの役をもらえた。お兄ちゃんが主役のエロゲのメインヒロイン……だったらもう遠慮しなくていい。堂々とお兄ちゃんと付き合える……そう思った、のに」

　けれど。

　むつみは同時に神様だった。

　他のヒロイン──白しら藤ふじの《役ロール》や《ペナルティ》を知ってしまった。

　そして、オレと白藤の食い違いゆえに、オレはむつみとも付き合わないという選せん択たく肢しを選んでしまった。

「だからって……あなたがそんなことをしたって、どうにもならないじゃない」

「なんでよ！」

　冷静に呼びかける白藤に対して、むつみの声はどんどん大きくなっていく。

「神様の役はね、その役を振られた人がこの世から消えると、別の誰かに移るんだって。だから、もっと上手に神様をできる人に、譲ゆずるの！　そうすればこんな騒ぎなんて！」

「そんなことをしたら、鶴つる見みくんが悲しむわ」

　白藤はあくまで穏やかに説得を続ける。

「むつみさんは、鶴見くんが主人公のエロゲのヒロイン役でしょう。神様の役と一緒に、その役まで降りちゃっていいの？」

「…………」

　その言葉に、むつみは顔を伏せた。

　肩を震ふるわせて、泣いているのだろうか。

　説得がうまくいった？

　そう思った直後、むつみは顔を上げた。

　そこには、涙と一緒に、苦しげな笑みが張りついていた。

「……やめてよ」

「むつみさん？」

「やめてよ都みやこさん！　都さんだってお兄ちゃんのヒロインじゃない！　むつみと、主人公を取り合う立場でしょ！　なんでむつみのこと引き止めようとするの？　むつみがいなければ、お兄ちゃんを独占できるのに、とか、思ったりしないの？」

「そんなこと……だって、鶴見くんはハーレム主人公なのよ？　ハーレムラブコメには、ヒロインが複数いるものなんでしょう？」

「そう……お利口さんなんだね、都さんは」

　皮肉るような口調でそう言うむつみ。

　白藤は、目を丸くして、一歩身を引いた。

「どういう──」

「むつみは！」

　と叫び、むつみは拳こぶしでフェンスを叩たたく。激しい感情の爆発。不思議だ。もともと喜き怒ど哀あい楽らくのはっきりしたヤツだって知ってるはずなのに、あんなむつみを、オレは初めて見た気がする。

「──むつみは、そんな言葉で納得なんかできない。ハーレム？　エロゲ主人公？　ラノベヒロイン？　そんなの知ったこっちゃないよ。むつみは……むつみはただ……もし、むつみと結ばれるのが、お兄ちゃんにとって一番幸せなルートなら、他のヒロインのことなんかどうだっていい」

　むつみは、睨にらみつけるように白しら藤ふじを見み据すえ、言い放つ。




「お兄ちゃんのためなら、ハーレムなんてぶっ壊してメインヒロインになってやる」




「っ……」

　むつみの言葉に。

　白藤は、怖おじ気けづいたように、さらに一歩退いた。

　むつみは、それを見て小さく笑った。

「都みやこさんには、そこまでの想おもいがある？　ないよね？　だから、ハーレムヒロインの《役振りロールキヤスト》をされたら、その立場に甘んじていられるんだよね？　むつみは無理。止められない。暴走しちゃう。止めるためには──むつみがいなくなるしかないんだよ」

　いつの間にか。

　説得する側とされる側が逆転していた。

　むつみは、さっきと同じフェンスに足をかけたポーズなのに、どこか堂々としていて。

　一方の白藤は、そんなむつみに押されていた。

「わた、しは」

　白藤はどこか不安げに口を開く。

　なんとなく、オレには白藤の気持ちがわかった。

　これまで白藤は、やるべきことだけをやるのが正しいっていう生き方をしてきた。

　それはきっと《役振り》に関しても同じなんだと思う。

　ハーレムラノベヒロインの《役ロール》を与えられたなら、ハーレムを守るべきで。

　主人公と結ばれるのが《クリア条件》なら、それを目指すべきで。

　そのルートをたどることに、なんの疑いも持っていなかった。

　だから、そのハーレムをぶっ壊すと言ってのけるむつみに対して、説得の言葉がなくなってしまった。

　だってその《役》も《クリア条件》も、間違っているから。

　エロゲ主人公オレとラノベヒロイン白藤のすれ違い。

　そんな攻略不能な状況で、なにが正しいかなんてわかるはずがない。

　けど……。

　けどさ、白藤。

「──そうじゃないだろ」

　オレは思わずつぶやいていた。

　声に、白しら藤ふじも、むつみも、びっくりしてこちらを見た。

　ようやくオレの存在に気づいたみたいだ。

「白藤、お前さっき言ってたよな。オレが主人公だから変われたって。だったら細かいこと気にするな。自分の言いたいことを言っていいんだよ」

「鶴つる見みくん……」

　白藤は。

　オレの言葉に頷うなずくと、むつみに向き直った。

「──むつみさん」

「な、なに？」

「たしかに、私には、あなたほどに鶴見くんに対する強い想おもいはないかもしれない。出会ってまだ一ヶ月も経たってないし、きっかけだって《役振りロールキヤスト》で相手役に選ばれたってだけだし」

「だったら──」

「でも！」

　と、今度は白藤がむつみの言葉を遮さえぎって叫ぶ。

「だからって、私が鶴見くんと過ごした時間がなかったことになるわけじゃないわ。私は鶴つる見みくんと出会って、一緒に過ごして、話をして、新しい自分を見つけた。だから──」












　白しら藤ふじは前に出た。

　さっき下がったぶんを取り戻し、さらにむつみに近づく。

「──だから、私たちはこれから。繫つながりは生まれたばかりだけど、それを私は、もっと強くしていきたいと思ってる」

　白藤は、むつみをまっすぐに見て言う。




「この想おもいを譲ゆずるつもりは、ないわ」




「くっ……」

　くしゃり、と顔を歪ゆがませるむつみ。

　白藤は、彼女に手を差し伸べる。

「その上で私は、鶴見くんについていきたい。『全員が幸せになれる方法を探す』っていう鶴見くんの言葉を信じたいの」

「う、く……」

　しゃくりあげるように声をあげ、白藤を見るむつみ。

　あと少しで、白藤の手が届く──

「危ない、避けろ！」

　──そんな声が、下のほうから聞こえてきた。サンディ先生だ。

　オレは、ほとんど反射的に白藤をこちらに引っ張り込んでいた。

　直後。

　──ゴアアアアアアア！

　白熱光が、オレたちとむつみの間の足場をぶち抜いて天へと上っていった。

　見れば、下のほうでサンディ先生と戦っていた鬼が大口を開けている。

　そこから吐き出された攻撃らしい。どこの怪獣王だよ！

　ウォータースライダーの塔は、階段部分とスライダー部分の二つの支柱で立っている。

　オレたちがいまいる部分は、橋みたいにその二ヶ所をつないでいた。

　いまの鬼の攻撃で、それが真っ二つに割れてしまった。

　ぐらり──とそれが傾く。

　鬼が下で暴れていたせいで、支柱部分がもろくなっているのだ。

　オレと白藤がいる場所と、むつみがいる場所は、反対側に倒れて少しずつ遠ざかっていく。

「むつみ！」

「…………やっぱり。これでいいんだよ」

　むつみは、諦あきらめたような表情の笑顔を向けてきた。

「あの鬼だって、むつみの暴走の結果だから。それでこうなったってことは、むつみがこれを望んでたってことだよ」

「ふざけんな！　お前の能力じゃ、モザイクの量ひとつまともに操れねえだろうが」

「それでも！　これが運命ならそれでいいじゃない。ハーレムを壊そうとするハーレムヒロインなんて、いないほうがいいんだよ」

　言いながら、むつみはゆっくりと遠ざかっていく。

　このままじゃ届かなくなる──。

　──ゴアアアアアアア！

「きゃあ！」

　再び放たれた白熱光を避けようとした白しら藤ふじが、足を滑すべらせて足場から落ちる──。

「白藤！」

　手を伸ばし、なんとかその腕を摑つかんだ。

「くそっ……」

　引っ張りあげたいが、足元がグラグラ揺れていて、力が入らない。

　こんなことになるってわかってたら、身体からだを鍛えておいたのに。

「鶴つる見みくん！」

　白藤が言ってくる。

「私はいいから、むつみさんを……」

「よくねえだろ！」

「私は平気よ。ここのスタッフの《世界干渉インターウエイブ》で死ぬことはないんだから。けど、むつみさんは──」

　言いたいことはわかる。

　むつみは神様の《役ロール》を譲ゆずるために死のうとしている。

　神様がそう望むなら、《世界干渉》は役立たずかもしれない。。

　けど、それなら、白藤だって大して違いはない。

《世界干渉》が暴走しているこの状況で、どこまで安全が保障されてるのかなんて誰もわからない。

「……むつみ！　まだ間に合う！　こっちに飛び移れ！」

　オレはそう叫ぶが、むつみは動こうとしない。

「鶴見くん！　手を放して、むつみさんのところに行って！」

　白藤はそんなことを言ってくる。

　二人して、オレが助けるヒロインの役を譲り合っている。

　──冗談じゃない。

　オレはだんだん腹が立ってきた。

　白しら藤ふじとむつみに？

　二人にこんな行動をさせるバグった《役振りロールキヤスト》に？

　自分の、間違いだらけの主人公ライフに？

　わからない。

　なにが原因で、誰が悪いかなんて、オレには知ったことか。

　ただ、湧わき出てくる感情が。

　たった一つの激情が。

「ああああああああああっ！」

　オレの口から吐き出される。




「──ハーレムなめんなぁ！」




「鶴つる見みくん？」

「お兄ちゃん？」

　突然オレがあげた大声に、ぽかんとした顔をする二人。

　二人だけじゃない。

　下のほうにいた那な月つきも、左さ亮すけも、サンディ先生も、鬼まで、動きを止めてオレを見ていた。

　そんななか、オレはあるエロゲのヒロインのことを思い出していた。

　そのヒロインは、世界の不幸の原因が自分にあると主人公に語り、苦しんで、悩んで、そして自ら死を選ぶ。たしかにその世界の仕組みは、どうしようもなくそのヒロインが因果の起点になっていて、彼女さえいなくなればすべてうまくいくようにできていた。ちょっとしたバグで生み出された悲劇。あるいは彼女そのものが、世界のバグだった。

　オレは、あのゲームが大っ嫌いだった。

　ヒロインは可愛かわいくて、グラフィックも綺き麗れいで、ストーリーも面白くて、けれど、どう頑張っても悲劇にしかたどり着けないあの結末がどうしても許せなかった。

　他にもある。

　それぞれのヒロインのルートはハッピーエンドだけど、そのとき選ばれなかったヒロインはきっと不幸になっている。そんな話も駄目だった。

　ヒロインの不幸を主人公が解決する話は、案外そんな話が多い。主人公に選ばれなかったヒロインは、悲劇の沼から抜け出すことができないのだ。

　それじゃ嫌なんだよ。

　オレが好きなゲームはさ……。

　生まれて初めてプレイしたあのエロゲみたいに、主人公と出会っても出会わなくても、ヒロインは普通に生きていて、不良から助けるみたいな、ほんのちょっとした選択で好感度が変わって、不自然だろってくらい簡単にエロいことができちゃって、それでもひたすらヒロインが可愛かわいく思えてしまう、そんなゲームだ。

　暗い過去なんていらない。

　重いストーリーなんて必要ない。

　考えさせるテーマなんて求めてない。

　ヒロインみんなが可愛くて、その中心にいる主人公がひたすら羨うらやましくて──

「──むちゃくちゃでも支離滅裂でもなんでも、登場人物みんなが最後に笑ってる、そういう話が好きなんだよ、オレは！」

　だから。

「勝手に悲劇を作るんじゃねえ！　オレが主人公のエロゲで、そんな展開許さねえぞ！」

　オレは白しら藤ふじの腕を握った手を引き上げる。

　そう簡単に持ち上がりはしない。けど──。

「サンディ先生！」

　下で鬼と戦う彼女に呼びかける。

「な、なんだ？」

「鬼をスライダーの向こう側に誘導してくれ。それで、こっち側に倒れるようにひっくり返してくれ！」

「……注文の多い生徒だ」

　先生は、オレの意図を察したみたいで、ニヤリと笑みを浮かべた。

　それから、那な月つきと左さ亮すけに指示を飛ばしながら、移動する。

「どう、するつもりなの。鶴つる見みくん？」

「いいからお前は全力でよじ登ってくれ！」

「でもむつみさんは……」

「むつみも助ける！　お前も助ける！　ヒロインのどっちかを助けるためにどっちかを見捨てる主人公になんか、オレはなるつもりはねえ！」

「っ！」

　オレの必死さが伝わったのか、白藤はようやく自分でもよじ登ろうとする。

「ああああああ！」

　オレはなんとか白藤を引っ張り上げる。だがまだ、持ち上げる力が足りない。

　一方で、むつみのいる足場は、すでにオレたちのいる足場から遠く離れてしまって、飛び移れる距離じゃなくなっていた。

　オレ一人じゃどうにもならない。

　このままじゃ、二人とも助けようとして、二人とも助けられない、最悪のバッドエンドだ。

　けど──。

『ぐおおおおおおっ……！』

　サンディ先生にぶっ倒された鬼が、向こう側からむつみのいる足場に激突する。

「きゃっ」

　その衝撃で、むつみの足場は、オレたちのいる足場に向かって倒れかかってくる。

　ふたたび接近するオレの顔を見て、むつみは目を丸くしている。

「お兄ちゃん……なんで笑ってるの？　こんな状況で」

「こんなの、笑わずにいられないだろ」

　思い出したんだよ。

　オレがエロゲやマンガやラノベにはまってたとき。

　どうしてハーレムラブコメが大好きだったのか。

　その理由を。

　オレは叫ぶ。

　もはや疑う余地のない、オレの本心を。




「バトル漫画の主人公みたいに強くないし、アメコミヒーローみたいに颯さつ爽そうとみんなを救ったりもできない、ただの凡人で、プレイヤーには、無個性で、特とく徴ちようも特技もなくて凡ぼん庸ようで、なんでこんなヤツがモテるのかわからないなんてバッシングされてしまって、それでも、駆けずり回って、悩みまくって、周りのヤツらに手助けされて、かっこ悪くても、みっともなくても、ヒロインみんなの問題を解決しようとして分不相応に頑張ってる──そんなハーレム主人公が、オレの憧あこがれだったんだよ！」




　だから。

　そんな役をオレにやれって言うのなら。

　間違いだらけだろうがなんだろうが知ったことじゃない。

　オレの理想の主人公になってやろうじゃねえか。

　むつみの足場が、オレたちの足場に激突する。

　その勢いで、オレたちの足場も傾く。結果、角度が緩くなって、白しら藤ふじを引っ張り上げやすくなった。

「白藤っ！」

「鶴つる見みくん！」

　互いの名前を掛け声にするようにして、オレは白藤を持ち上げた。

　白しら藤ふじが足場に戻ると同時、

「きゃあ！」

　角度がついた足場から、むつみがこちらへ転がってきた。

　オレはそれを受け止める。

　右手に白藤。左手にむつみ。

「なんて顔してんだよ、二人とも」

「けど……このままだと」

　白藤の言うとおり、オレたちのいる塔は一気に傾いて、その頂点にいるオレたちは、このままだと地面に叩たたきつけられる。

　でも……。

「心配するなよ。オレがハーレム主人公で、二人がそのヒロインだっていうなら、悲劇なんか起こるはずがないんだ」

　急落下。

　オレは二人の手を握りしめ、




「──ご都合主義のハッピーエンドを決めてやろうぜ」




　そして、轟ごう音おんとともに、塔は地面に叩きつけられた。





　　　　　　　　　☆






　激しい衝撃、浮遊感、そしてなにかに叩きつけられるような痛み。

　やっぱり駄目だったのか？

　フィクションのように都合のいい奇跡は起きたりしなかったのだろうか。

　そんなことを思っていたオレだが、すぐに自分が水のなかにいると気づいた。

　慌あわてて手を振り回し、顔を水面から出す。

「白藤！　むつみ！」

「ぷはっ」

「ふぅ……」

　オレとほとんど同時、二人も顔を出した。

　オレはホッと息を吐く。

　そこは屋外プールの一つだった。

　ウォータースライダーの出口になっているため、一つだけ温水で使用中になっているプールだ。

　見ればプール際にウォータースライダーの塔が倒れ、その手前には浮き輪が散らばっていた。

　どうやら、塔が地面に接触した瞬間投げ出されたオレたちは、浮き輪に乗っかって跳ね上がり、このプールに突っ込んだらしい。

　偶然と呼ぶのもバカらしい、まさにご都合主義。

　これはこのプールのスタッフだというギャグ漫画主人公の《世界干渉インターウエイブ》か？

　それともハーレムエロゲ主人公の《世界干渉》だろうか？

　わからないけど、そんなことはどうでもいい。

　これでなんとか、ハッピーエンドを迎えられそう──。

「あ……」

「どうかした、お兄ちゃ──」

「どうしたの、鶴つる見みく──」

　オレのつぶやきと視線に気づいて、二人がかたまった。

　プールに叩たたきつけられた時の衝撃で外れたのだろう。

　二人の上半身には、あるべきはずの布がなかった。

「ひっ」

　引きつったような声をあげて、白しら藤ふじが腕で胸を隠す。大きな二つのふくらみはそれで完全に覆おおえるはずもなく、むにゅりと形を歪ゆがめて、その柔らかさを主張してくる。












「ま、待て白しら藤ふじ。大丈夫だ。髪で肝心なところは見えなかったから。ラノベ的にはセーフだ」

「きゃーいやーん、お兄ちゃんのえっちー！」

「お前は隠せ！」

　エロゲヒロインだから、上半身はモザイクで隠れないだろうが！

「いやああああああ！」

「いてえ！」

　ぱぁああん、と派手な平手打ちの音が響くというベッタベタなオチとともに。

　騒動は終息したのだった。





みんなのエピローグ







　帰りの電車の車内は夕焼けに赤く染まっていた。

　プールや海に行った帰り特有の、不思議な疲労感があった。

　静かな車内で、起きているのは、オレと白藤だけだった。むつみも、那な月つきも、左さ亮すけも、サンディ先生も寝ている。

「鶴つる見みくん、まだ痛い？」

「いや、大したことないよ」

　と、実はまだちょっとジンジンする頰ほおに手を当てながらオレは言った。

「ごめんなさい……まさか、思い切り叩たたいちゃうなんて。鶴見くんが悪かったわけじゃないのに」

「まあ、あそこで叩いてこそのラノベヒロインって気もするしな」

「そ、そういうものなの？」

　不思議そうな顔で首を傾かしげる白藤。

「……でも、助かったよ、白藤」

　オレは素直に心中を告げる。

「まさか、ついこの間までラノベもエロゲも知らなかった白しら藤ふじに教えられるとは思わなかった。オレが……なんでハーレムラブコメが好きなのかって」

　そう、それはとても単純なことだったのだ。

　特撮ヒーローに憧あこがれる子供と。

　バトル漫画の主人公に憧れる小学生と。

　ハーレムラブコメにはまっていたオレの底にあった想おもいはなにも変わらなかった。

「でもそれは、普通に考えれば、簡単にわかることよ」

　と、白藤は言ってくる。

「だって、そうじゃなければ、ハーレムもののヒロインが主人公を好きになる理由が全然わからないもの」

「それは……」

　白藤の発言に、思わず深読みしそうになったが、オレはそれを否定する。

　白藤はいつもどおり、分析をしただけだろう。

　その証拠に、彼女はすぐに話題を変えてきた。

「と、ところで、そのうち、私以外のラノベヒロインも出てくるのかしら」

「そうだな……ハーレムラノベのヒロインなら、続巻が出るたびに一人か二人は増えるもんだが……」

　なんて決めつけると、また那な月つきに怒られそうだが。

　だいたい、現実の世界に、巻の区切りも話や章の区切りもない。

　なにかがひと段落して、区切りだと勝手に感じても、どこかで別の誰かの話は継続中なんだろう。

　それがラブコメかバトル物かホラーかミステリーかは知らないけど。

　なんて考えてると、白藤がポツリとつぶやいた。

「それは、ちょっと嫌かも」

「え？」

「あ、い、いえ。そうじゃなくて。少女漫画で育った身としては、ハーレムのメンバーが増えるのは慣れないという意味よ」

「ああ……」

　なんだ。どうもさっきから誤解させるようなことを言ってくるなぁ。

「残念だったな。オレはハーレム好きなんだ。ヒロインがどんどん増えて、そいつら全員なんだかんだで幸せになるエンディングを望んでる」

「うん……そうね。それでいいと思う」

　そう答える白藤の声は、満足なような、やっぱり物足りないような、不思議な音色だった。

　困ったな。

　個別ルートに入れば、ヒロインの気持ちがだんだんわかってくるもんだけど、オレがいま選んでるのは、どう考えてもハーレムルート。

　周りにヒロインはたくさんいても、相手と深く交流できるとは限らない。

　まあ、気持ちなんて、どう頑張ったってわからないのが現実なのかもしれないけどさ。

　ん？　なんかうるせえな。

「言ったねお兄ちゃん！」

「うわっ、むつみ、お前起きてたのかよ」

　我が妹は、サイドテールを揺らしながらオレの腕に抱きついてくる。

「むつみはお兄ちゃんのメインヒロインなんだから、ちゃんとお兄ちゃんが幸せにしてよね。他のヒロインは他のところで幸せになればいいし」

「……むつみさん、それはちょっと……」

　声色が不満の方向に傾く白しら藤ふじ。

　と、今度は金髪ツインテールの残念熟女がオレの膝ひざに乗ってくる。

「なあ鶴つる見み。あたしもエロゲヒロインだ。お前が幸せにしてくれてもいいんだぞ？」

「あんたさっき伝奇系って判明したでしょ！　あんなのオレの手に負えるか！」

　オレはただのハーレムエロゲ主人公だっての！

　声をあげるオレの目の前に、左さ亮すけが虚うつろな目で立つ。

「筋肉ダルマの水泳部員とかに比べれば、お前のほうがマシな気がしてきた」

「正気に戻れ左亮ーっ！」

　あーもう、なんだってんだ。

　と、ふとむつみが目を丸くして、那な月つきを見た。

　おいおい、まさか……。

　オレが目を向けると、幼おさな馴な染じみはまだ実感がわかないといった顔で、




「……い、いまわたしも宣告されちゃった。アユムの相手のラノベヒロインだって」




　ヒロイン増加、このタイミングかよ！

　この状況、まさにハーレムだけど、オレの理想とは程遠い。

　好きなヒロインの選せん択たく肢しに進めるわけでもないし、エロいシーンを存分に楽しむこともできない。

　しかも、バグみたいなふざけた設定が発生してて、それを登場人物のポジションであるオレたちがなんとかしなきゃいけないっぽい。

　こんなとき、ハーレムの主人公が言うべき言葉といえば、決まってるよな。

　オレは、過去にいくつものエロゲやラノベで見た、かつて憧あこがれた──否いな、いまでも憧れてる主人公たちが、何度も何度も口にしていた言葉を、口にする。

　そうすることで、彼らの、なんだかんだでハッピーエンドを引き寄せる力が手に入るんじゃないかとでもいうように──。

「やれや──」

　──ピンポンパンポーン。

『お客様にお知らせいたします。目の前に時空の扉が開いております。お客様のなかに異世界転移ものの主人公の方がいらっしゃり、その《世界干渉インターウエイブ》が起こっていると予測されます。当列車は、行き先を変更し、異世界へと向かいます。大変お急ぎのところ申し訳ございませんが、状況が落ち着くまで、車外へ出ずお待ちください』

　列車が激しく揺れて、車窓の外が極ごく彩さい色しきの時空のトンネルに変化した。

　ああああああーもう！

　せめて最後くらい、普通のハーレムラブコメっぽく締しめさせろよ！





了







あとがき







三み門かど「担当さん、担当さん」

担当「なんですか、いきなり。っていうかあんた、普段僕のこと『担当さん』とか呼ばないでしょ」

三「いやそうですけど。わかりやすいじゃないですか、このほうが」

担「なんか僕の口調も全然違うし」

三「個人情報保護のため、口調を変えております」

担「意味がわからないけど……で、なんなんです」

三「この会話、あとがきにしてもいいですかね」

担「え、駄目」

三「なんでですか？　あの名作とか、作者が担当編集と会話してるじゃないですか！」

担「いや、だって、古くさいじゃないですか」

三「ふ、古くさい……？」

担「ええ。その名作、あんたからしたら『ちょっと前の作品』って感覚かもしれないですけど、読者さんの年齢によっちゃ、まだ生まれてないですからね？　場合によっては古典ですよ」

三「こ、古典……」

担「もちろん、あの作品の作者さんがやられる分にはいいんですよ。その時代を築き上げたキャリアがありますからね。でもあんた、デビューしてまだ七年でしょうが」

三「じゃ、じゃあキャラ同士の会話とかは……」

担「え、駄目」

三「なんでですか!?」

担「時代に合わない」

三「時代にあわ、あわあわあわ……！」

担「あ、ちょっと。気絶してないで、あとがきちゃんと今日中にくださいよ！　ねえ！」




　……はじめまして、あるいはお久しぶりです。最初は主人公のアユムに感情移入しながら書いていたのに、気づけばサンディ先生に一番共感していたという三み門かど鉄てつ狼ろうです。なんのことやらわからないという方は今すぐ本編へゴー！

　本作『僕は彼女を攻略できない。　まちがいだらけの主人公ライフ』は、エロゲの主人公とラノベのヒロインがラブコメをしたらどうなるか？　という内容のラノベです。

　この世界では《役振りロールキヤスト》という現象があって、人々が突然なにかの《役ロール》を与えられます。主人公はエロゲ主人公の《役》を与えられ、その相手役のヒロインがなぜかラノベヒロインの《役》を与えられてしまいました。媒ばい体たいの壁を越えた恋愛は成立するのか!?　みたいな、そんな話です。どんな話だ。

　サメとかゾンビとか出てきて、書いてる途中で「これ本当にラブコメかな？」とかなってました。楽しかったですけどね！

　イラストレーターの掃そう除じ朋ほう具ぐさま、可愛かわいくてエロティックで、なおかつ雰ふん囲い気き抜群のイラストをありがとうございます！　表紙だけでご飯三杯はいける！

　担当編集のＫさま。企画段階からたくさんたくさんお世話になりました。ありがとうございます！　今後ともよろしくお願いします！

　他にもたくさんの方のおかげで、この作品が本という形になりました。本当にありがとうございます。

　そして最後に。この本を手に取ってくれたあなたが、この小説の読者という《役》になってくれたらそれ以上の喜びはありません。もちろんそのままファンという《役》になってくれてもいいのよ？（ちらっちらっ）

　それでは、またどこかでお会いできましたら幸いです。
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